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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　昼食後の少しけだるい時間帯。部屋のベッドには年とし頃ごろの少女がうつぶせになって、鼻歌交じりに足をぱたぱたさせていた。

　手には木のペンを持ち、蠟ろうを引いた板に夢中で絵を描かいている。

　そんな少女の顔の横には、少女が街で拾ってきた子犬がいて、興味深そうに絵を覗のぞき込こんでいた。

　開け放たれた木窓の向こうには冷たい冬の終わりを告げる青い空が広がり、柔やわらかな早春のそよ風が、街の賑にぎやかな喧けん騒そうと一いつ緒しよに部屋に入ってくる。

　ふと気づけば、少女の細い足が動かなくなっていた。ほどなく吞のん気きな寝ね息いきが聞こえてきて、子犬は眠ねむりこけた少女の様子に首をひねってから、自身もまた腹ばいになって眠ねむりにつく。

　穏おだやかで、静かで、平和な時間。

　少女の頰ほおにかかった髪かみの毛けを指でどけ、ついでに頭を撫なでてやると、その頭の上で大きな三角の耳がぴくぴくと動く。子犬と同じ形の、獣けものの耳。腰こしからは立派な毛並みの尻しつ尾ぽも生えていて、春のそよ風に吹ふかれていた。

　手元の木のブラシに絡からまった狼オオカミ少女の冬毛を取りながら、自分もまたあくびをして、苦く笑しよう交じりに嚙かみ殺したのだった。
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「兄様ー！　こっちこっち！」

　大混雑した港の喧けん騒そうに負けないミューリの声が響ひびき、人ごみの向こうに辛かろうじてその手が見えた。まだ生きている魚を満まん載さいにした荷車をやり過ごし、縄なわで繫つながれた鶏にわとりの行列をまたぎこえ、どうにかミューリの下もとまで向かうと、すでに商人たちとの交こう渉しようが始まっていた。

「この亜あ麻ま布ぬのが三十反と、サーヴァ産羊毛の毛け織おり物ものが二十反。ヨルド織のほうは？　これで十五反用意できる？」

　ミューリが対たい峙じするのは、でっぷり肥えた壮そう年ねんの商人が三人で、彼かれらはそれぞれ腕うでに何種類もの布を提さげている。

　ミューリはその一枚一枚を確かく認にんしながら、どんどん注文を出していく。

「ついでに未加工の白毛け織おり物ものが二十反欲しいんだけど……おまけで麻あさ布ぬのを十反つけてくれる？」

　ミューリの言葉に、商人たちが目を見開き、口々に文句を言い出す。体重も年ねん齢れいも倍以上ありそうな商人たちに詰つめ寄よられているのに、ミューリは欠片かけらも怯ひるむことなく言い返す。

「はー？　じゃあいいよ。緋ひと紫むらさきの染せん色しよく布は別のところで買うから」

　そう言って手にしていた契けい約やく用の紙を丸めてしまう。

「兄様、次のところに行こ」

　そして、こちらの手を取ってさっさと歩き出そうとする。呆あつ気けに取とられていた布商人たちは、一いつ瞬しゆんこちらを見た。今の自分は外出用に商人風の服を着ているので、ミューリの上司に見えたのかもしれない。しかし人を見る目のある商人たちは、主導権を握にぎっているのがミューリだとあっさり見み抜ぬく。互たがいに目配せすると、すがりつくようにミューリに声をかけていた。

　商人たちに背を向けていたミューリは、こちらにだけ見えるように笑ってから、足を止めて振ふり向むいた。

「じゃあ、緋ひと紫むらさきの染せん色しよく布、それに金糸と銀糸も注文するから、麻あさ布ぬののおまけを十五反！」

　商人たちは揃そろって口を引き結んだが、貝の内臓で染めるという紫むらさき色いろの布は、恐おそろしく高価でその分儲もうけも多いらしい。はるか遠方の地からもたらされる樹皮で染める緋ひ色いろの布も高価な代しろ物もので、逃のがすには惜おしかったのだろう。

　三人の布商人はミューリの前に跪ひざまずかんばかりの勢いで、おまけの枚数をせめて十反に減らしてくれと懇こん願がんしていたが、有利を確信しているミューリはのらりくらりと対応し、結局、十三反で決着した。

　ミューリは満足げな顔で、紙に商人たちの名前を書かせ、契けい約やくを終える。

「で、次の商品はなんだっけ」

　百ひやく戦せん錬れん磨まのはずの商人たちをあっさり打ち負かし、ミューリはそう言いながら羽ペンを耳の間に挟はさむ。いつもの服ではなく、商会の小こ僧ぞうと同じ格好をしていることもあり、すっかりいっぱしの商人なのだった。

　そんなミューリの後について港を巡めぐっていると、ラウズボーンに満ちる活気は目もくらむばかり。ウィンフィール王国第二位の港こう湾わん都市ということで人出が多いのはもちろんのこと、自分自身が久しぶりの外出ということと、冷たい冬が終わって日差しが春のそれに変わりつつあるからというのも原因だろう。

　ただ、街の賑にぎやかさの理由には、日差しと人の多さ以外に、街の人々の晴れやかな顔つきもあるのだと気がついた。笑い声が絶えず、港ではお定まりの怒ど号ごうでさえ、どこか喜劇じみている。ついこの間まで徴ちよう税ぜい人と貿易商人組合が武器を手にいがみ合っていた、などというのが信じられなかった。

　それどころか、武装蜂ほう起きした徴ちよう税ぜい人にんが大聖堂の前に集まったり、遠えん隔かく地ち貿易を担になう大商人たちが酒場の一室で陰いん謀ぼうを巡めぐらせていたり、ウィンフィール国王が軍勢を差し向けたりと、多くの者に悲しみと苦しみが降りかかろうとしていた。

　あの状じよう況きようを解決し、軋あつ轢れきを解きほぐせて本当に良かったと、街の様子を見て思う。またその実現の一いつ端たんを担になえた身として、多少の誇ほこらしさを感じたとしても許されるはず。

　世界が平和でありますように。

　天気が良く賑にぎやかな街の様子を眺ながめ、手を組んで神に感謝せずにはいられなかったのだった。

「ねえ、兄様！」

　海に向かって祈いのりを捧ささげていたら、ミューリが書きたての契けい約やく書しよを胸に押しつけてくる。

「ほら！　錫すずの食器類も買いつけたよ！」

「あ、は、はい。ご苦労様です」

　そこには数十組の食器類を、破格の値段で買いつける契けい約やくが記されている。

「まったく、久しぶりにお外に出たと思ったら、ずっとぼーっとしてるんだから」

　ずっとではないはずだ……と思いつつ、大混雑した港を元気に駆かけ回まわるミューリからしたら、似たようなものなのかもしれない。

「大体、兄様はもっと私の買いつけを褒ほめたりそやしたり、ぎゅっとしてくれたりしてもいいと思うんだけど？　本当なら私はこんなことする義理ないんだから」

　ミューリは腰こしに両手を当て、責めるような眼めで言ってくる。

　その点については、ミューリに対して感謝とある種の申し訳なさがある。

　自分とミューリが街中で様々な物資を買いつけているのは、旅の準備でも、商会の手伝いでもない。これはこの間の大おお騒さわぎの後始末のために建設することになった、修道院で使用するものだった。

　聖職者の隠かくし子ごとして、かつて父親に捨てられた過去を持つ者たちが集ったラウズボーンの徴ちよう税ぜい人にん組合は、恨うらみを晴らすために大聖堂に討うち入いった。そこには同情すべき怒いかりがあるとしても、教皇からすれば自分たちの組織に対する明確な攻こう撃げきだった。特に徴ちよう税ぜい人たちが根こん拠きよにしていたのが王国の発行した徴ちよう税ぜい権けんだったため、徴ちよう税ぜい人にんたちの暴挙は、王国と教皇の間で戦火を交える可能性を一気に高めることとなってしまった。

　そこで、戦いくさを回かい避ひするには、その討うち入いりをどうにか誤ご魔ま化かすほかなく、思いついたのが、これは討うち入いりではなくて情熱的な嘆たん願がんである、と主張することだった。

　徴ちよう税ぜい人にんたちは独自に孤こ児じ院いんを運営していたのだが、財務基き盤ばんが脆ぜい弱じやくなために、どうにかしたい。その想おもいが高じ、孤こ児じ院いんのための修道院建設を大聖堂に認めて欲ほしい、とつい情熱的に訴うつたえてしまったのだと。

　欺ぎ瞞まんも欺ぎ瞞まんだが、徴ちよう税ぜい人にん組合の長であるシャロンや、彼かの女じよを支えていた街の小さな教区司祭であるクラークなどは、本当に自費で孤こ児じ院いんを運営していたし、その孤こ児じというのは聖職者たちの私生児だったのだから、確かな根こん拠きよもあれば、大聖堂側には罪の意識もあった。

　こうして小さくない真実を握にぎりしめ、可能な限り話を拡大して、あの大おお騒さわぎを覆おおい隠かくした。

　結果、騒さわぎは収まり、残ったのが修道院建設だ。

　そしてその修道院長にはクラークが、孤こ児じ院いんの院長にはシャロンが就任し、ふたりで力を合わせ、行く当てのない子供たちや、似たような境きよう遇ぐうの者たちを助けていくということになった。

「あの鶏にわとりと兄様の出で来き損そこないは、修道院で二人で幸せに暮らしました……だってさ！」

　ミューリがわざとらしく言って、こちらをじっと見つめてくる。

　つい目を逸そらしてしまうのは、こちらにそれだけの理由があるから。

「兄様も修道院作ってくれたらなあー。私と兄様で、二人で暮らせるんだけどなー」

　ミューリは独り言にしては大きすぎる声量で言って、体をぐいぐい押しつけてくる。

　兄と妹としてではなく、一人の異性として好きだと言ってこの旅にくっついてきたミューリ。とはいえこちらはミューリを妹としか見れず、もちろん聖職者を志望しているので結けつ婚こんはできない。ミューリはそのことに納なつ得とくしてくれたかのように見えたが、そこに出てきたのが修道院の話だ。

　修道院ならば聖職者になるという兄の夢も叶かなえられるし、自分が想像する結けつ婚こん生活に似たものも送れる、と思っているらしい。

　こちらとしては、柵さくを作って羊が逃にげないようにするための施し設せつにしか思えないのだが、なんにせよそんな不純な動機で修道院を作れはしない。ましてや石いし壁かべの中に引ひっ込こむにはやり残したことが多すぎる。

　自分は薄はく明めいの枢すう機き卿きようと呼ばれるようなことになっていて、望むと望まざるとに関わらず、世に大きな影えい響きようを与あたえてしまっている。せめて身を引くには、その影えい響きようを見み極きわめてからという責任がある。

　そういう説明をこんこんとしたのだが、ミューリはこうして隙すきあらば、甘あま嚙がみにしてはやや痛いことをしてくる。

　しかしそんなミューリに強く出られないのは、ミューリとの関係をはっきりさせられないこちらにも非があるとわかっているからだ。ミューリはこれまでの旅で、命さえ平気でなげうつような、真しん摯しな想おもいを見せてくれた。その気持ちを受け入れるにせよ、受け入れないにせよ、二人の関係をはっきりさせ、ミューリを納なつ得とくさせることは、その想おもいへの返答として自分が果たさなければならない責任だとわかっていた。

　けれど、ではいざどうすればいいのかと考え始めると、まったくの泥どろ沼ぬまなのだった。

「修道院の問題は、入っちゃうとこういう大きな街に来られなくなっちゃうことだよね」

　ミューリが甘あま嚙がみをやめて、そんなことを言った。本気で修道院の話をねじ込こんでこないのは、この理由が大きかったかもしれない。

「たまになら外に出ることもできますが、基本的に辺へん鄙ぴな場所に作られますからね」

「窒ちつ息そくしちゃいそう」

　ミューリは首を縮めていた。

「兄様は全然気にしないんだろうけど。何日もお部屋に閉じこもって、黴かびが生えちゃうよ」

　話しながら背中やらをぱんぱんと叩たたかれる。今着ているのはハイランドから借りている商会の若わか旦だん那な風の服なので、もちろん黴かびが生えているわけではない。

　ただ、外出そのものが一週間ぶりくらいなのは事実だった。

　ラウズボーンの大おお騒さわぎをまとめ上げ、修道院建設の決定によって問題を解決してから、その後始末のために自分も奔ほん走そうすることとなった。修道院を設立するには修道規則や設立理念など、それっぽい体てい裁さいを整える必要があって、資金や建設のための根回しなどで役に立てない分、そちらで頑がん張ばった。

　本当ならその作業が終わったところで一休きゆう憩けいできたのだが、大聖堂のヤギネ大司教から直々に頼たのまれた仕事があったのだ。内容は聖典の俗ぞく語ご翻ほん訳やくで、まだ翻ほん訳やくされていないが、ぜひ訳して欲ほしい箇か所しよがあるので、街にいる間にお願いできないかということだった。

　ここしばらく翻ほん訳やくの作業はできていなかったし、この先また街を移動して時間が取れなくなるかもしれない。ハイランドの借り上げた屋や敷しきは執しつ筆ぴつの環かん境きようとしては最高だし、ラウズボーンの街はミューリを放ったらかしておいても平気なほど広く、賑にぎやかだ。

　そういう諸もろ々もろの条件が重なったのもあって、ここぞとばかりに作業に没ぼつ頭とうした。

　そうしてようやく翻ほん訳やくが終わったのが、昨日の夜。正確には草木も眠ねむる深い夜で、用を足しに起きたミューリと入いれ違ちがいにベッドに入り、久しぶりに机以外の場所で眠ねむることになった。

　目が覚めたら、一いつ緒しよに街に出てくれないと泣き喚わめいてやる、とミューリに脅おどされ、今に至る。

「ちなみに、買い物の残りはどのくらいなんですか？」

「ん？　一覧はこれだけど、もうほとんど終わりかな」

　ミューリが手にしていた紙束を見ると、膨ぼう大だいな量の備品が書かれていた。

　修道院と言われると、石造りの建物に聖典と蠟ろう燭そくだけあればいいと思っていたが、とんでもなかった。

　修道士が身にまとう衣服だけで、位階ごとに決められた服装が異なるし、帯に使われる色が異なる。なんなら布質も異なるし、そうなると使われる糸から違ちがってくる。その分だけ細かく分かれた仕入れをしなければならず、家具類も必要だし、蠟ろう燭そくを置く燭しよく台だいやらお祈いのりの際に焚たく香こう炉ろやらといった必ひつ需じゆ品だけでも、数え上げれば呆あきれるほど種類があった。

　修道院のあれこれについてはエーブが資金を出すことになっていたが、細かい備品の買いつけまでは面めん倒どうを見られないということで、ミューリがそれを引き受けていた。

　買いつけた品の上には横線が引かれ、個数と価格と商人や職人の名前が記されている。

「……もう立派な商人ですね」

　感かん嘆たんの呟つぶやきにミューリは眉まゆをちょっと上げ、それから自じ慢まんげに笑う。

「えへへ」

　久しぶりに太陽の光の下で見るミューリは、少し大人になったように見えたのだった。

「でも誰だれかさんのせいで、お昼はいっつも一人で食べてたんだからね」

　ミューリはそう言って、こちらの腕うでを服越ごしに軽くつねってくる。

　いつもわがままばかりのように見えて、こちらがなにかに夢中になっていれば、気を使ってそっとしてくれることもある。

　恨うらみがましい目をしているミューリに、降参するように笑い、その手を握にぎる。

「では今日からはまた二人ですね」

　ミューリは宝石のような赤い瞳ひとみをぱっと見開いて、にこりと笑う。

「じゃあ食べたいものあるんだけど！」

「はいはい」

　ミューリに手を引かれ、海鳥の鳴く港の青空の下を歩いていったのだった。

　ミューリに手を引かれて赴おもむいたのは、港沿いでよく見かける、なんでもかんでも油で揚あげる露ろ店てんだった。そこでは港で水みず揚あげされる人気のない魚や、調理に使われた後のアラなどが油で揚あげられ、格安で提供されていた。

　節約の観念などないミューリは、もちろん、安いからという理由でそこを選んだのではない。

　そこでは一ひと抱かかえもあるような巨きよ大だいな鰈かれいの骨が、鉄製の鉤かぎで吊つり下さげられ、煮にえたぎる油をぶっかけられていた。どうやらそういう見世物のようで、いわば景気づけみたいなもの。

　そこにミューリが買いつけの声を上げたため、店主は驚おどろき、それから笑い、勇気ある娘むすめ様に拍はく手しゆ、などと言って客や見物人たちからも囃はやし立たてられた。

「一人じゃ無理だと思ったから、兄様と挑ちよう戦せんしたいなって」

　満面の笑え顔がおで言われたら嫌いやと言えないし、到とう底てい戦力にはならない気がするのだが、銅貨二枚を払はらって鰈かれいの骨を受け取った。案の定胸むな鰭びれとあばらの骨数本で胸やけしてきた自分とは違い、ミューリには太めの骨の歯ごたえと油の甘あまさ、それにきつめの塩味がたまらないらしい。

　人の少ない桟さん橋ばしまでやって来て、海に向かって腰こしかけると、ご機き嫌げんな様子で足をぱたぱたさせながら、顔の三倍はあろうかという鰈かれいの骨を頭からばりばり嚙かみ砕くだいていた。

「見ているだけで胸やけが悪化しそうです……」

「んー？」

　じっくり長時間、何度も油を頭からかけて揚あげられた骨は、たっぷり油を吸すい込こんでいる。ミューリの唇くちびるは油でてかてかで、胃腸にそこまで自信がない身としては、ミューリの頑がん丈じようさに敬意さえ覚える。

「ほら、パンも買ってきましたから」

「ありがとう！」

　道中買っておいたパンをミューリは受け取り、油を拭ぬぐい落とすかのようにかぶりついていた。その様子に、狼オオカミの娘むすめだ、と妙みような感かん慨がいを抱いだきながら、ミューリの横に立ってパンをかじる。

　空は見事に晴れていて、わずかに風がある港は平和そのもの。沖おき合あいには大きな帆ほを掲かかげた船せん舶ぱくがひしめいて、艀はしけの群れと荷物のやり取りをしていた。

　沖おきに浮うかぶ大きな船のどれひとつをとっても、大変な苦労と冒ぼう険けんの果てにここまで航海してきたのだろうことを考えると、世界というのはきっと、想像以上に広いところなのだと思わせる光景だった。

「ねえねえ兄様」

　鰈かれいの骨も尻しつ尾ぽとそこに繫つながるわずかの背骨を残すだけとなった頃ころ、革かわ袋ぶくろの中の水を実に美お味いしそうに飲んでから、ミューリが言った。

「次はどんな街に行くの？　もっと南に行ったりする？」

　言葉の最後に、けふ、というげっぷがつく。年とし頃ごろの娘むすめがはしたない、と顔をしかめても、笑って誤ご魔ま化かされた。

　淑しゆく女じよの立ち居振ふる舞まいを覚えるのは、ずいぶん先のことになりそうだ。

「どうでしょうね。ハイランド様が戻もどってきたら、次の指示があるかもしれませんが」

「ふーん。今日くらいに帰ってくるかもってお屋や敷しきの人たちは言ってたから、その時に聞けばいいか」

「え、そうだったんですか？」

　思わず聞き返すと、ミューリは呆あきれたように肩かたをすくめていた。

「兄様は私がいないと世の中渡わたっていけないね！」

　実際、諸事のあれこれをミューリに任せてしまっている面があるので、否定できない。

　もう少ししっかりしなければと思っていると、ミューリは背中を丸めるようにしてばりぼりと骨をかじり、顔の形が変わるくらい頰ほお張ばって咀そ嚼しやくし、ごくりと飲み下していた。

「あ、そうだ、兄様」

「……なんですか？」

　その食いっぷりにむずむずする胸を撫なでていると、ミューリが言った。

「職人さんから聞いたんだけど、今日から大聖堂の前でたくさんお店が並ぶんだって」

「ああ、ようやくなんですね」

　その話題は知っていた。

　ウィンフィール王国は教皇に対する税の支し払はらいを拒きよ否ひし、教皇は報復として、聖職者たち全員に、王国での聖務停止を言いい渡わたした。ラウズボーンの街も例外ではなく、大聖堂は数年間その門戸を閉じ、聖職にまつわるあらゆる仕事を放ほう棄きしていた。

　それがつい先日の騒さわぎを経て門を開くことになり、数年ぶりに行われた礼拝には自分も参加した。街の人々は大だい歓かん声せいで礼拝の再開を祝い、大挙して人が押おし寄よせることとなった。

　そういうわけで、大聖堂前の門前市も復活させようという話は聞いていた。

　その再開が今日なのだろう。

「無む駄だ遣づかいはしませんよ」

　市と言えば露ろ店てんであり、露ろ店てんと言えば食べ物だ。

　革かわ袋ぶくろから水を飲んでいたミューリは、口を離はなしてこちらを見る。

「はあーい」

　袖そでで拭ぬぐい、なんとも信用できない返事をしたのだった。

　ラウズボーンの大聖堂は、正面の扉とびらが大きく開け放たれ、たくさんの人々がひっきりなしに出入りしていた。その光景は先日の礼拝でも見かけ、賑にぎやかさに心温まったものだが、それはほんの序の口だったのだとすぐに理解した。

　有名な羊料理店が立ち並ぶなど、そもそも賑にぎやかだった大聖堂前の大広場には、ずらりと露ろ店てんが並び、文字どおり人の海だった。

「すっごいね、兄様！」

　大はしゃぎのミューリを前にややほっとしたのは、食べ物の露ろ店てんが少なかったから。

　ほとんどは礼拝用の蠟ろう燭そくや、祈き禱とう用の小さな石像など、信しん仰こうにまつわるものばかり。それでも教会と揉もめている王国内の旅ではあまり見かけなかった商品なので、ミューリは興味深そうにしていた。

　特に教会の紋もん章しようが織おり込こまれた壁かべ掛かけや、手て袋ぶくろ、外がい套とう、それに頭ず巾きんなどを売る店にご執しゆう心しんで、信しん仰こう心の欠片かけらもない代わりにお洒しや落れに熱心なミューリは、房ふさ飾かざりがたくさんついた頭ず巾きんをかぶってみたり、教会の紋もん章しようが赤く染そめ抜ぬかれたショールを肩かたに巻いたりしてご機き嫌げんだった。

　お説教は馬ば耳じ東とう風ふうだが、お洒しや落れから入る信しん仰こうもあるだろうかと思い、「どれか買いましょうか？」と水を向けると、ミューリは首を横に振ふってショールを店主に返していた。

「んーん。兄様のお財さい布ふに負担をかけちゃいけないと思うから、いらない」

　ショールを返された店主は、ミューリの様子に健けな気げなものを感じて心を打たれているようだったが、もちろんこちらとしては苦笑いしか出ない。

「それを食べ物の露ろ店てんの前でも言ってくれたら嬉うれしいんですけど」

　自分の左手を摑つかむミューリに言うと、お転てん婆ば娘むすめは肩かたをすくめていた。

「それじゃあ意味ないじゃない。美お味いしい食べ物のための節約なんだから！」

　いまさら驚おどろきもしないが、ため息は出る。

「まったくあなたは……」

「えへへ」

　悪いた戯ずらっぽく笑って身を寄せてくるミューリだが、こうも言った。

「それに、本当に見たいお店は別なんだよね。職人さんは、大聖堂前にお店が出てるって言ってたんだけど……」

「買い食いはしませんよ」

　無む駄だな抵てい抗こうだと思いつつ釘くぎを刺すと、ミューリはいーっと歯を剝むいて見せてから、不意にその場でぴょんと跳はねた。

「あった！」

　と、こちらの手を引いてぐいぐい歩き出す。

　たどり着いたのは、親指大から手のひら大までの布類を扱あつかうお店だった。

「ここは……」

　ミューリは今にも耳と尻しつ尾ぽが出てきそうな勢いで、店に並べられた無数の布切れに顔を近づけている。厚めに織られた毛け織おり物ものもあるし、薄うす手でだが頑がん丈じようそうな麻あさ布ぬのもある。そこにはお決まりの教会の紋もん章しよう以外にも、男性や女性の顔、それに少なくない動物が描えがかれたり織おり込こまれていた。

　それらはすべて、ひとつの目的のためにある。

「お守り、ですか。なぜこんなところに？」

　ミューリは教会への信しん仰こう心など持ち合わせていないし、守護聖人に頼たよるような性格でもない。

　熱心にお守りの布を見ていたミューリは、そのうちの一枚を手に取って、こちらに見せた。

「ねえねえ、見て兄様、亀かめさんだって！」

　そこには船の帆ほを咥くわえた亀かめの絵が描えがかれていて、こんなお守りがあっただろうかとやや驚おどろく。自然物への崇すう拝はいは異教信しん仰こうに繫つながるため、教会はあまりいい顔をしないはずだが……と思っていたら、店番の若い商人が声をかけてくる。

「それはユラン騎き士し団だんの紋もん章しようだ。海戦に長たけたと言われる、かつて王国に存在した古い騎き士し団だんでな。海難守護にぴったりだよ。ついでに海かい賊ぞく避よけにも最適だ！」

　騎き士し団だんの紋もん章しよう。

　そんなものがお守りになるのかと驚おどろいていたら、ミューリが店主の話に食いついた。

「それそれ！　紋もん章しようを見に来たんだ！　ほかにはどんなのがあるの？」

「ほほう、それならこっちに色々あるよ、より取り見取りだ！」

　商機ありと見たのか、店主が奥おくから木箱ごと取り出してくる。そこには多種多様な布切れが詰つまっていて、呆あきれるほど多くの種類の紋もん章しようが染そめ抜ぬかれていた。

「へー、すっごい！　ねえねえ、これって全部騎き士し団だんの紋もん章しようなの？」

　目を輝かがやかせたミューリの問いに、店主はごほんと咳せき払ばらいをしてみせた。

「かつて王国にはたくさんの騎き士し団だんが存在した。その理由はご存知か？」

　芝しば居いがかった物言いに、ミューリはわくわくと首を横に振ふる。

「では一興。ここウィンフィール王国は、はるかな昔、蛮ばん族ぞくに支配された暗黒の島だった。そこに古代の帝てい国こくを統すべる大王が、教会の兵士と共に騎き士し団だんを編成して乗のり込こんだのが、王国に繫つながる長い物語の始まりだ」

「へー！　兄様、知ってた!?」

　王国の歴史は聞きかじった程度だ。ミューリを落ち着かせるようにその頭を押おさえてから、店主に目配せする。店主は心得たとばかりに、すっかり語り部べの体で口を開く。

「えほん！　古代の帝てい国こくを統すべる大王と、教会からやって来た精せい鋭えいの騎き士したちといえど、島から蛮ばん族ぞくを追い出す戦いくさは激げき烈れつを極きわめた。なにせ王国の中には四つの世界があると言われるくらい、土地によって環かん境きようが異なるからだ。当時はその土地ごとに王が複数いて、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの状態だった。つまり北を治める雪と氷の戦いくさに長たけた王たちと、東を治める海戦に長たけた王たち。さらに南の王たちは平原での戦いくさに長たけ、西の王たちは峻しゆん厳げんな岩山での戦いくさに長たけていた。そのどれもが違ちがった戦い方をして、得意なことが違ちがっていた。それゆえに大だい帝てい国こくと教会の騎き士したちもそれに合わせ、長い戦いの中で分ぶん裂れつしていった。その時にそれぞれの騎き士し団だんが用いていたのが、この紋もん章しようさ」

　自分も知らなかった王国の歴史に、ミューリからは今にも尻しつ尾ぽが出てきそうだ。

「もっとも、各地方の騎き士し団だんは今の王様のご先祖様に統一されたから、残っているのは紋もん章しようだけだがね」

「そうなんだー……えー、どれもかっこいいなあー」

　ミューリの様子に店主が得意満面なのは、お国自じ慢まんみたいなものだろう。

「ねえねえ、紋もん章しようって全部意味があるって聞いたんだけど」

「ああもちろん。たとえばこれ、盾たての前に鹿しかの絵があるだろ。王国の西のほうで、山間の砦とりでを守っていた騎き士し団だんのものだ。盾たては防衛を、鹿しかは山道に強いことを表している。天てつ辺ぺんにある帯に書かれているのは信条で、四辺に置かれている小物は身分や家系を示している。これは右下に聖せい杯はいがあるから、教会関係者、んで、こっちは……」

　そんな説明に、ミューリは熱心に聞き耳を立てている。こういうことにばかり興味を示して、と呆あきれつつも、なぜここに来たがっていたのか理由が分かった。

「私も紋もん章しよう作りたいんだけど、どうしたらいいかな」

　何日か前、修道院規則やらを作るために大聖堂と屋や敷しきを毎日往復し、寝ねる間も惜おしんで作業していた時のことだ。シャロンたちの修道院は新設のため、新しく紋もん章しようを起草する必要がある、という話になった。冒ぼう険けん譚たんが大好きなミューリなので、紋もん章しようの起草という話は野の良ら犬いぬに骨付き肉を見せるようなもの。しかし紋もん章しようの制作は看板の制作とは違う。まともに取り合うと大変なことになりそうだったので、結局、木の板と蠟ろう、それに木のペンを渡わたして好きに描えがかせることで誤ご魔ま化かした。

「なんだい、将来の自分の店用か？」

　ミューリは商会の小こ僧ぞうの格好をしているので、店主もそう思ったのだろう。

「まあそんなところ。それでいろんな図ず柄がらを参考にしたくて」

「うーん……自分で真っ白なところに描かいていくのはなかなか難しいと思うがね」

「そうなの？　やっぱり職人さんに頼たのんだほうがいいかな。自分だと上手に描かけなくて……」

「いや、そうじゃなくて」

　商人は言って、頭を搔かいてから一枚の布切れを手に取った。

「たとえばこれ、王国で一番有名な紋もん章しようだが」

「羊さん？」

「ああ。王国の黄おう金ごん羊ひつじ騎き士し団だんの紋もん章しようだが、この羊の図ず柄がらを好き勝手に使ったら……これだ」

　商人は自分の首に手刀を当てる。

「紋もん章しようは身分を示すものだからな。王家の紋もん章しようを勝手に利用したら、一いち族ぞく郎ろう党とうまるごと処しよ刑けいされてもおかしくない。このお守りなんかも本当の紋もん章しようとは違ちがう形式でな、お守り用に許可されたものなんだよ。たとえば信条が違ちがってるし、配置されてる小物類も違ちがう。右下にラウズボーンの街を示す紋もん章しようがあるだろ。この図ず柄がらを売るためだけでも、特別な許可がいる」

「へー……」

「適当に紋もん章しようを作って意い気き揚よう々ようと掲かかげていたら、うっかりどこかの貴族様のとかぶって大だい惨さん事じ、てなもんだよ」

「かぶってたら、ばれちゃうもの？」

「そらそうだ。大きな街に行くと、大たい抵てい紋もん章しよう官かんがいて、ちょいちょい見回ってるからな。それに貴族のように紋もん章しようを掲かかげてたら嫉しつ妬とも集まる。簡単に密告されるんだよ」

　世の中の面めん倒どうくさい仕組みに、ミューリは顔をしかめていた。

「まあ、この露ろ店てんを構えるだけでも大変だから、店の看板じゃなくて、紋もん章しようを掲かかげるような商会を持つなんて、夢のまた夢だがね。それでも夢見るのは勝手だし、ぜひ参考に一枚どうだい？」

　店主の売文句に、ミューリはやや意気消しよう沈ちんした様子ながら、お目当ての一枚を探し始めたのだった。

　ついさっきあれだけ大きな鰈かれいの骨を平らげ、さらにパンも食べていたというのに、ミューリは大聖堂前の巨きよ大だいな石段に腰こし掛かけて、蜂はち蜜みつにくぐらせた堅かたいパンをかじっていた。

　とはいえ意い気き揚よう々ようとした様子ではなく、もそもそとかじってはため息をつき、また一口かじるといったふうだ。甘あまやかすのはよくないと思いつつ、意気消しよう沈ちんしたミューリを見ていたら、甘あまいものを買かい与あたえずにはいられなかった。

　ミューリがこうなった原因は、ふたつ。

　ひとつには、紋もん章しようの利用にまつわるとても面めん倒どうな世の中の仕組みというものに直面したから。

　もうひとつは、あれだけたくさんの種類があるお守りの店で、ミューリのお目当てが見つからなかったからだった。

「鷲わしはあったのに……鷲わしはたくさんあったのに……」

　ぶつぶつと言って、ミューリはうつろな目で石段の先を見つめている。あのお守りを売る露ろ店てんには、それこそ想像しうるすべての図ず柄がらがありそうな勢いで、鹿しかや亀かめのほか、定番の獅し子しなどがあり、変わったところでは兎うさぎや魚まであった。さらには最近新しく作られるようになったという、百ゆ合りやオリーブ、月げつ桂けい樹じゆといった植物の紋もん章しようも少なくなかった。

　ミューリはそれらを隅すみから隅すみまで探し、こう尋たずねたのだ。

　──狼オオカミはないの？

　店主はきょとんとした後、大笑いした。なぜならここはウィンフィール王国、世に聞こえた羊の名産地。王を守る直属の騎き士し団だんは、その名も黄おう金ごん羊ひつじ騎き士し団だんなのだから、その天敵である狼オオカミの紋もん章しようがあるはずもない。

　大昔の古代の帝てい国こく時代ならば、その神秘的な強さが貴たつとばれていたものの、今では家か畜ちくを襲おそい、人を傷つけるということで、勇ゆう猛もうさを売りにする傭よう兵へい団だんが好んで用いるような立ち位置になっているらしい。貴族で利用しているのは、家系が古代の帝てい国こくにまで繫つながる、ごく一部の古い家いえ柄がらだけだという。

　一方で、ミューリが鶏にわとりと呼んでいがみ合っているシャロンのような、鷲わしを用いた紋もん章しようはたくさんの種類があって、今なお人気の図ず柄がららしいとわかって余計に落おち込こんでいた。

「紋もん章しようにも流は行やり廃すたりがあるんですね」

　当あたり障さわりのないようにそう言うと、ミューリは大きく息を吸って、ため息をついていた。

　そんなミューリに苦く笑しようしつつ、こう続けた。

「狼オオカミの紋もん章しようは少なくても、看板ならそうでもないじゃないですか」

　特に温泉郷ニョッヒラでは、数多あまたの老舗しにせを抑おさえて狼オオカミの看板を掲かかげた湯屋こそが一番人気と言われている。

　とはいえミューリにとっては、そういうことではないらしい。

「看板なんて嫌いや……」

　しわがれた声で、ぼそぼそと言った。

「あの紋もん章しようの形式が格好いいのに……」

　お守り屋の店主が説明してくれたように、紋もん章しようには決まった形式がある。由来になる動物や植物などの象しよう徴ちよう、その紋もん章しようを使う者たちの信条、そして彼かれらがどういった来歴の人物であるかを示す種々の小道具。

　確かに形式ばった儀ぎ式しきになにか言い知れぬ迫はく力りよくがあるように、形にこだわらない看板と紋もん章しようでは明らかに違ちがう。

「それに、自由に使えないなんて知らなかった」

　どこの誰だれであるかを示す紋もん章しようは、実際に誰だれもが自由に使えたら意味がない。

　ミューリはふてくされて、ざくざくと、パンに八つ当たりするように嚙かみついていた。

　冒ぼう険けん譚たんが大好きで、とりわけ騎き士しが出てくるものだと色めき立つ。

　そんなミューリなので、紋もん章しようにも強い憧あこがれがあるのだろう。

　子供は色々なものに執しゆう着ちやくするものだ、と面おも白しろく思いながら、身じろぎした拍ひよう子しに胸むな元もとで揺ゆれ動うごくものに気がついた。それは教会の紋もん章しようだった。

　正しき信徒であれば、必ず身に着けるもので、自分はその紋もん章しようを手に取り、振ふり向むくように顔を上げた。

　そこには石造りの大聖堂がそびえ立ち、正門の真上の屋根にも紋もん章しようが掲かかげられている。人々はそれを見て、手元の紋もん章しようを握にぎることで、神との繫つながりを感じ、信しん仰こうを新たにする。

　ならば──。

「兄様？」

　はっと我に返ったのは、ミューリに声をかけられたから。

「どしたの？」

　すぐ物思いに耽ふけってしまう癖くせがあり、ミューリはその自分の癖くせをちょっと怖こわいものとして認にん識しきしているらしい。猫ねこがなにもない場所をじっと見ているのに出くわして、人が感じる不気味さと同じ、と説明されたこともある。

　今も少し首をすくめ気味にしていたミューリに、表情を緩ゆるめ、顔に手を伸のばす。

「口に蜂はち蜜みつがついてますよ」

　人差し指で拭ぬぐってやると、ミューリはうるさそうに片目を閉じる。

「紋もん章しよう、作りましょうか」

「え？」

　きょとんとしたミューリに向けたのは、純じゆん粋すいな笑え顔がおではなかった。

「紋もん章しようです。欲ほしいんですよね？」

　ミューリは言葉が喉のどにつっかえるくらい喜びかけて、ふと動きを止める。

「……な、なんで、急に？」

　羊の串くし焼やきひとつとっても、無む駄だ遣づかいはだめだ、食べすぎだ、と口うるさく言われるのだ。

　ひどくややこしい決まりごとがあるらしい紋もん章しようを作るだなんて、どんなことを引ひき換かえに要求されるのか。

　警けい戒かいするミューリに苦笑いし、白状した。

「あなたの気持ちに、応えられていないじゃないですか」

「へ……ん……え？」

「私の中ではあなたはやっぱり妹ですけれど、血は繫つながっていないわけですし、あなたは妹は嫌いやなんですよね？」

　ミューリが急に泣きそうな顔になったのは、突とつ然ぜんこんな話をされて不安になったからだろう。

　もしかしたら、旅の終わりを想像したのかもしれない。

　しかし、逆に言えば、それだけこの問題は解決できない、と思われていたことになる。

　ミューリの気持ちは、幼い子供の一時的な思おもい込こみ、と呼ぶにはあまりに失礼なくらい真しん摯しなもの。問題を棚たな上あげされて、ミューリはとても辛つらい気持ちだったに違ちがいない。

　諦あきらめという蓋ふたで隠かくされていたのはきっと、今まさに目の前にあるミューリの想おもいなのだから。

「紋もん章しようは、決まりごとによって守られています。一度定められた紋もん章しようは、まったく同じ物を使うことは誰だれにもできません」

　店主からされた説明を補足すると、ミューリは身を縮めるようにしながら、上うわ目め遣づかいにこちらを見る。

「紋もん章しようの使用許可は、特権というものによって守られています。たとえば貴族様や町の参事会から、使用する人に特別な許可が与あたえられます。ですから、私たちのために紋もん章しようを作れば、それを使えるのは世界で私たちだけです」

　その言葉に、ミューリが目を見開いた。

　人が呆あつ気けに取とられて動きを止める様子を、魔ま女じよがくしゃみをした、と表現する慣用句がある。

　ミューリはそれくらい、完かん璧ぺきに動きを止めて、彫ちよう像ぞうのようになった。

「いかがでしょう。私はなにがあっても、あなたの味方だと誓ちかいました。それを結けつ婚こんのような形では保証できませんが、この紋もん章しようならその代わりになると思いました。これからもあなたとは旅を続けていきたいですが、ひとまずの区切りと──」

　そこまで言ったところで言葉が途と切ぎれたのは、ミューリに飛とび掛かかられたから。

　まさに狼オオカミのごとく、前まえ触ぶれもなにもなく、気がついたら空が反転し、倒たおれていた。

　首に縋すがりつき、こちらの肩かたに嚙かみつかんばかりに顔を押おし当あてているのは、感動のせいもあろうが、必死に耳と尻しつ尾ぽが出ないように我が慢まんしていたのかもしれない。

　なんとか体を起こせば、通りすがりの商人から奇き異いな目を向けられたが、日当たりの良い大聖堂前では、逢おう瀬せを楽しむ若い二人組が珍めずらしくない。

　それに、ミューリがこれだけ喜んでくれたのなら、世界中の人間に笑いものにされたって平気だった。

　ミューリの小さな体を抱だきしめ返し、耳元で言った。

「二人だけが使用できる紋もん章しようです。これなら、あなたがお嫁よめに行ったとしても、嫁よめ入いり道具のひとつとして、特権という形で持っていけますからね」

　その言葉に、ミューリは溶とけて落ちてしまいそうな赤い瞳ひとみで、こちらを睨にらみつけた。

「兄様以外の人と結けつ婚こんなんてしないもの」

　それだけは絶対だ、とばかりに睨にらむミューリの目からはやがて力が抜ぬけ、顔をうつむかせると両りよう袖そでで顔をごしごしと拭ぬぐう。

　そして顔を上げれば、もう笑っていた。

「でも、嬉うれしい。兄様、ありがとう！」

　ミューリに微ほほ笑えみ返すと、もう一度こちらに抱だき着ついてきた。

　尻しつ尾ぽが出ていたらさぞ盛せい大だいにぱたぱたしていただろうと思わせるところだったが、ミューリはひとしきりこちらに抱だき着ついた後、息いき継つぎをする水鳥のように顔を上げた。

「でもさ、どうやって作るの？」

「ん？」

「紋もん章しようって、貴族様の許可？　みたいなのがいるんだよね？」

　そんなミューリにやや呆あきれたのは、ミューリが冗じよう談だんではなく疑問に思っていそうだったから。

　それは、普ふ段だんから権けん威いなど本当に気にしていないことの現れだった。

「なに言ってるんですか。私たちは誰だれのおかげで、ラウズボーンの綺き麗れいなお屋や敷しきに泊とまれているんですか？」

「……あっ！　金きん髪ぱつ！」

　ハイランドは正しよう真しん正しよう銘めいの王族なのだ。

　頼たのめば紋もん章しようの使用許可のひとつやふたつ、きっと出してくれるはず。

　そう思ったのだが、ミューリの頰ほおをつねるのも忘れない。

「金きん髪ぱつではなく、ハイランド様」

「ひ、ひゃいあんほはは……」
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「まったくもう」

　たいして力も入れていなかった手を離はなすと、ミューリはわざとらしく痛そうに頰ほおを撫なでてから、また嚙かみつくように抱だき着ついてくる。

　あれこれ忙いそがしい少女だと、呆あきれるような笑ってしまうような感じだった。

「ではお屋や敷しきに戻もどりましょうか。今日の夜にはハイランド様が帰ってくるんですよね？」

「あ、そうだ！　紋もん章しようの図ず柄がらを決めないとね！」

「すぐに決める必要はないと思いますけど」

「ほら兄様、早く立って！　お屋や敷しきに戻もどらないと！」

　立ち上がると、そう言ってこちらの服を引っ張ってくる。

　元気になってくれて良かったし、ほんの少しは責任を果たせたと思う。

　ミューリに手を引かれて石段を下りる間ま際ぎわ、振ふり向むいて聖堂を見る。

　神に感謝をして、ミューリの後を追いかけたのだった。

　ベッドにうつぶせになり、足をぱたぱたさせながら木の板にひいた蠟ろうに紋もん章しようの図ず柄がらを描えがいていたミューリは、馬車の気配に気がつくと耳をピンと立ててベッドから飛び降りていた。

　最近はだいぶ打ち解けてきたにしても、ハイランドはまだどこかミューリとの間に距きよ離りを感じていたはず。それが馬車を降りたらいきなり笑え顔がおのミューリの出で迎むかえを受け、嬉うれしそうにしつつも、ひどく戸と惑まどっていた。

　ミューリは荷物の運び入れまで率そつ先せんして引き受けて、ハイランドはなぜかそれを手伝おうとして下男たちに止められていた。

　なんだかその様子が申し訳なくて、「実は折り入って頼たのみたいことが」と伝えると、ハイランドはようやく理解したようだった。

「ああ……なるほど。何ごとかと思ったよ」

　ハイランドはむしろほっとしたように安あん堵どしてから、楽しそうに笑った。

「ということは、あれが世に聞く、おねだりのためにお手伝いをする子供、というものか」

　せっせと荷物を運ぶミューリを見やり、ハイランドは優やさしげに笑う。自分は恥はずかしさで消え入りそうだ。

「私が子供の頃ころ、何度か父が家に来た」

「？」

　不意の言葉に顔を向けると、ハイランドは遠い目をしていた。

「可か愛わいげのない子供だと言われたものだ。私は本家の人間ではないから、精せい一いつ杯ぱい自己を律した立派な姿を見せようとしたのだが、素す直なおに甘あまえるのが正解だったようだな」

　ミューリは素す直なおというより、単に失礼な気もするのだが、ハイランドは古い課題の答え合わせをするかのように、ミューリの様子を眺ながめていた。

「本当は私も甘あまえたかったのだがね」

　ハイランドは王族ではあるが、非ひ嫡ちやく出しゆつ子しだった。よくある話では、はした金を握にぎらされた母親と共にどこかの村に放っておかれるとか、王位継けい承しようで問題を抱かかえている国ならば亡なき者にされるという立場だ。

　傍ぼう系けいとはいえ王族に連なる家を継つがせてもらえたのは、ひとえにハイランドの優ゆう秀しゆうさゆえだろうが、我が慢まんしたこともたくさんあるはず、とその様子から窺うかがえた。

「ああ、いや、つまらない話をしたな」

「いえ、そんなことは」

　どんな言葉をかけても失礼になると思い、そう答えるにとどめた。

「しかし、どんな頼たのみごとなのかな。すごく楽しみだ」

「あ、えっと……」

「いやまだ言わなくて結構。ふふ。強こわ面もての大貴族たちが甥おいっ子や姪めいっ子にでれでれしている様子を不思議に思っていたが、なるほど、こういうことか」

　ハイランドは嬉うれしそうに感じ入っていた。

「私からも吉きつ報ぽう……と言えるかどうかわからないが、君に伝えたいことがある。また夕食の時に」

　伝えたいこと、と言われてやや緊きん張ちようしたが、悪い話ではなさそうだ。

「畏かしこまりました」

　そう返事をすると、ハイランドはすぐに視線をミューリに向けてしまう。せっせといい子の振ふりをするあざといミューリに、それも含ふくめて楽しくて仕方がない、といった様子だった。

　それから後のち、夕食の席上で紋もん章しようの件を持ち出した。

　ハイランドは難色を示すどころか、言葉を失うほど驚おどろき、喜んでくれた。

　特にミューリの恋こい心ごころと自分の信しん仰こうを知っているので、紋もん章しようの持つ意味にもすぐに気がついていた。まるで結けつ婚こんの立ち合いのようだ、と言いかけさえして、ミューリは強く同意し、自分は否定することになった。

　とにかく紋もん章しようの使用特権の下か賜しは問題なく、ハイランドは神しん妙みように改まって、請うけ負おおう、と宣言してくれた。

　商人のように契けい約やく書やら、握あく手しゆを交かわす必要はない。

　高貴な身分の人物による約束は、その一言でのみ果たされるのだ。

　ミューリも大喜びして、ハイランドは嬉うれしそうにそんな様子を眺ながめていた。

　それからおまけとばかりに、ハイランドからは宮きゆう廷ていの様子が説明された。ラウズボーンにて教会との戦いくさの可能性が持ち上がってしまったことで、教会との争いには慎しん重ちよう論が多く説かれていたということだった。

　特に薄はく明めいの枢すう機き卿きようの登場により、世間の風向きが大きく変わったことによる影えい響きようは、良いものも悪いものもあるという。良い面は、教会への風当たりが強くなり、大陸側では自ら改革を始め、溜ため込こみすぎた財産を放出する教会なども出ているということ。

　悪い面は、これ以上急激に攻せめると、教会側の強きよう硬こうな反発が予想される、ということだ。

　そのため、拙せつ速そくに教皇を刺し激げきして戦いくさを招くよりも、パン生き地じのようにいったん寝ねかせたらどうか、ということになったらしい。教会という組織が自ら変われば、教皇も考えを改めるだろうからと。

　そこで、しばしの休戦が採さい択たくされた。特にハイランドには、薄はく明めいの枢すう機き卿きようを名指しで、おとなしくさせるように、との命が下されたらしい。

　ハイランドは、自分たちが雑ぞう兵ひようではなくきちんと認にん識しきされた戦力だということにむしろ嬉うれしそうだったし、自分も武む者しや震ぶるいのようなものを感じてしまった。

　とはいえ俗ぞく語ご翻ほん訳やくのこともあったし、ミューリの紋もん章しようのこともあって、休きゆう暇かはとてもありがたかった。

　晩ばん餐さんはこうしてつつがなく進み、ミューリがハイランドに酌しやくをする場面などもあって、笑いの絶えない時間となったのだった。

　やや飲みすぎてしまった夜の翌日、目を覚ますと木窓の隙すき間まからかすかな曙しよ光こうが差さし込こんでいた。時刻は朝課の礼拝の頃ころで、日々の習慣と信しん仰こうから自然に目が覚めた、と言いたいところだったが、朝課の礼拝を告げる大聖堂の鐘かねの音を久しぶりに耳にしたからだ。

　木窓を開けるとやや肌はだ寒ざむいが、海沿いの街特有のもやの中、荘そう厳ごんな鐘かねの音と合わされば心ここ地ち良かった。やはり街中では鐘かねの音がないと寂さびしいものだ。

　木窓の前に膝ひざをつき、祈いのりを捧ささげ、今日もまた一日が始まったことに感謝する。

　余よ韻いんを残すように鐘かねの音が消えてから立ち上がって、さて、とため息をつく。

「ミューリは朝から一体どこに？」

　目を覚ました時には、すでにベッドからいなくなっていた。

　夜中に勝手にこちらの毛布に潜もぐり込こんでいたことは、尻しつ尾ぽの抜ぬけ毛げが残っていたのでわかるのだが、旅立ちの日でもないので、早起きの理由がわからない。

　お腹なかがすいて、朝ご飯を催さい促そくにでも行ったのだろうかと思い直し、椅い子すを引いて文ふ机づくえに腰こし掛かける。用意したのは、聖典翻ほん訳やくのための道具ではなく、手紙用の薄うす手での紙と羽ペンだった。ラウズボーンに着いてからは大混乱の連続ですっかり間が空いてしまったが、ニョッヒラへの手紙をそろそろ書かなければならない。

　特にハイランドからは紋もん章しようの使用の件で許可をもらったので、その報告も必要だ。特権の下か賜しとはある意味、その特権を発行する者と強い繫つながりを持つことでもある。しかもよくある商あきないの特権などではなく、紋もん章しようの使用許可なのだ。

　これが戦いくさの火が華はなやかなりし頃ころならば、王族に連なる家臣としての身分を得たと言っても過言ではないし、村から出世を目指して飛び出した若者なら、胸を張って故郷に帰れるというようなことだろう。

　もちろん、下か賜しされる紋もん章しようを使ってなにかをする、というようなことは考えていないと、ハイランドにきちんと説明している。それはあくまで、自分とミューリとの間の確かく認にんごとなのだと。

　とはいえそれは同時に、ロレンスやホロにも報告すべきことだろう。

「しかし……」

　と、羽ペンを握にぎったまま、止まってしまう。

　さてニョッヒラにいる彼かれらにどのように報告すべきなのだろうか。

　ハイランドは紋もん章しようの件を話すと、たちまち込こめられた意味に気がついていた。

　では、ミューリの父親であるロレンスにそのことを報告したら、どうか？

　これまでの手紙では建前上、ミューリが世の中を見て回りたがっているとか、ミューリにとても助けてもらっている、といったことが旅の同行の理由だった。

　もちろん、母親のホロのほうはミューリの気持ちを知っていて、面おも白しろがって送り出した感があるので、ミューリの気持ちはとっくにホロからロレンスへと説明がされていてもおかしくない。しかし、だからといってミューリが自分に恋こい心ごころを抱いだいていることを、自分からロレンスにはっきりと伝えていいものかどうかは、大変悩なやましい問題であった。

　では紋もん章しように込こめた意味には触ふれず、さらりと伝えるだけに留めるべきかというと、それもおかしい気がした。なぜならその説明では、いきなり紋もん章しよう？　ということになってしまい、大切なところを誤ご魔ま化かすのと同じで、不誠実な気がした。むしろロレンスがミューリの恋こい心ごころを知っている場合、説明がないことで、かえって要いらぬ誤解を招くとも限らない。

　羽ペンを手に紙の前で考え出すと、だんだん不安になってきた。

　ミューリと二人だけでしか使えない紋もん章しよう。

　思いついた時には名案だと思ったのに、ものすごく意味深く、なんとなくふしだらでさえあるような気がしてきた。

　ミューリはきっと紋もん章しようを大切にしてくれる。

　それだからこそ、余計に。

「いまさら取り消せないですよね……」

　ミューリは怒いかり狂くるうだろうし、ハイランドはがっかりするだろう。

　あるいは単に考えすぎだろうか、と唸うなっていた時のことだった。

「あー、お腹なかすいたー！」

　扉とびらを勢い良く開けて、ミューリが部屋に飛とび込こんできた。

　心臓が口から飛び出そうなほど驚おどろいて、羽ペンを取り落としてしまう。

「ん？　どうしたの、兄様？」

　ミューリはきょとんとして、「急に扉とびらを開けないように……」と答えることしかできなかった。

「それより兄様、朝ご飯食べに行こうよ！　お腹なかすいちゃった！」

　そう言うミューリは商人風の格好で、手には紙束を持ち、耳に羽ペンを挟はさんでいる。

「もしかして、夜明け前から買いつけに行ってたんですか？」

「兄様、港の朝は早いんだよ」

　羽ペンの先を突つきつけられてしまう。

「職人さんも日が昇のぼるまではのんびりしてるからね。修道院の備品買いつけの残りを片付けてきちゃった」

「えーっと……ご苦労様です……」

　ややためらいがちになってしまうのは、なぜ早起きしてまで片付けてきたのかがわからなかったから。むしろラウズボーンにしばらく滞たい在ざいすることになったのだから、昼まで寝ねているほうがミューリらしいのに。

　格好いいからという理由できつく締しめている腰こし帯おびを緩ゆるめたり、雑にくくっていた髪かみの毛けを解いたりしている様子を眺ながめていたら、そのミューリはこう言った。

「兄様、朝ご飯食べたら出かけるよ！」

「出かける？　どこに？」

　ミューリは腰こしに手を当て、満面の笑えみを見せた。

「市政庁舎！」

　なぜそんなところにとか、そもそもそんな単語をいつ知ったのかとか、諸もろ々もろの疑問は朝食の席で説明されたのだった。

　太陽が昇のぼり、海から漂ただよってくるもやが晴れ始める頃ころ、自分とミューリ、それにハイランドと従者の四人連れで、街の広場沿いにある市政庁舎にやって来た。大聖堂前では朝の礼拝に来た人たち向けの露ろ店てんがすでに出ていて、今日も賑にぎやかな一日になりそうだ。

「では、私はこちらで手続きの確かく認にんをしてこよう。紋もん章しよう特権の下か賜しなど初めてだからね」

「畏かしこまりました」

「お昼は〝黄金の羊し歯だ亭てい〟だよね？」

　ミューリの問いかけに、石いし畳だたみの廊ろう下かを進もうとしていたハイランドが振ふり向むき、悪いた戯ずらっぽく片目をつむってみせていた。

「ほら兄様」

　ミューリに手を引かれ、自分たちはハイランドとは逆の方向に進んでいく。

　そこは大聖堂や、人気の羊肉料理店〝黄金の羊し歯だ亭てい〟が立ち並ぶラウズボーンの広場にありながら、外の喧けん騒そうとは隔かく絶ぜつされた重じゆう厚こうな空間だった。建設されたのは二百年以上前という総石造りの建物で、内部には石と時の重さがみっしりと詰つまっていた。

　ラウズボーンの市政を司つかさどる市政庁舎の一部であり、紋もん章しようを管理する部門があるのだ。ハイランドは新しい紋もん章しようの申しん請せいをする手続きの確かく認にんのために、ミューリは紋もん章しようの図ず柄がらを決めるため、やって来たのだった。

「本の取とり扱あつかい経験はございますかな」

　教会を思わせる青銅の扉とびらの前で、書庫の管理を司る紋もん章しよう官にそう尋たずねられた。長めに伸のばした髭ひげを卵らん白ぱくで固めた、いかにも高位の役人然とした人物で、ミューリが髭ひげに触さわりたそうにうずうずしているのがわかった。

「聖典の筆写の経験があります」

「ほう、それは神もお喜びになられることでしょう。結構、結構」

　紋もん章しよう官はそう言って、大人の手にも余る大きな鍵かぎで扉とびらを開け、中に入れてくれた。

「うわ……」

　その瞬しゆん間かん、ミューリが息を吞のむのとは違ちがう、ちょっとした恐きよう怖ふさえ窺うかがわせる声を上げた。

　そこはさして広くない空間なのだが、身長の三倍から四倍はあろうかという高さの天てん井じようまで、床ゆかからびっしりと書物が詰つまっていた。床ゆかは五角形に近く、天てん井じようを見上げると書物の井い戸どに落ちたような感覚になる。

　上のほうのものは移動式の梯はし子ごに乗って取るらしいが、自分はちょっと自信がない。

「調べる際は必ずその机で広げ、本を持ったまま広げないように。案内図はあの壁かべに。おおまかな紋もん章しようの一覧はあちらのタペストリーに」

「わかりました」

　紋もん章しよう官は満足げにうなずき、「ごゆっくり」と言って部屋から出ていった。

「紋もん章しようって……全部でいくつあるんだろう？」

　ミューリはようやく我に返ったように、そう言った。

「王国だけで、四千から五千くらいだそうですよ。すごい数ですね」

「うわー……そんなにあるんだ」

「大陸の家系を含ふくめると、十万を超こえると聞いたことがあります」

　ミューリはその数の想像がつかないようで、曖あい昧まいに笑っていた。

「とはいえ図ず柄がらはほとんど似ていますから。細かく変わるのは信条や、四よ隅すみに置かれる小物です。おおまかな図案はこっちでも見れますよ」

　紋もん章しよう官が示してくれたタペストリーは古びた真しん鍮ちゆう製の板に貼りつけられ、少し陰かげになるところにひっそり置かれていた。

「羊さんが一番大きい」

　横向きに描えがかれた、肩かたの筋肉が盛り上がる立派な体たい軀くと巨きよ大だいな角を持つ、伝説上の黄おう金ごん羊ひつじ。

　現王家の基き礎そとなる図ず柄がらだ。

「兄様は会ったことあるんだっけ」

　他に誰だれかがいるわけでもないが、ミューリが声を潜ひそめて尋たずねてくる。

「はい。固い信念を持たれた……そうですね、イレニアさんのような方でしたよ」

　前の港町で出会った羊の化け身しんイレニアは、ミューリに初めてできた人ならざる者の友達だ。

　そのイレニアに似ていると言われて嬉うれしそうにしていたが、こう付け加えることも忘れない。

「似ているのは強いところが、です。見た目はおじいさんです」

「あ、そうなんだ……」

　また友達ができるかも、と思ったらしい。

「あ、亀かめさん。これはユラン騎き士し団だんだって言ってたね」

　聖堂前に出ていたお守り屋の露ろ店てんで見かけた紋もん章しようもずらりと並んでいる。ユラン騎き士し団だんのものと同じくらいの大きさで、鹿しかや兎うさぎが黄おう金ごん羊ひつじの足を支えるように並んでいるので、かつて王国に存在した騎き士し団だんの紋もん章しようということだろう。

「鷲わしがある」

　ミューリが嫌いやそうに示したのは、羊の両りよう脇わきに並ぶもので、タペストリーの中では羊に次いで大きい。有名な家系の紋もん章しようなのだろう。

「鷲わしだと……この棚たなからこの棚たなまで、全部関係するみたいですね」

　部屋の中はかなり暗いため、壁かべに張られた書しよ棚だなの案内図は皆みなが指さし確かく認にんするのだろう。手て垢あかがしみ込こんで、古いにしえの地図のようになっている。

　かすれかけた文字をたどれば、鷲わしの図ず柄がらを使う紋もん章しようの多さに目を見張る思いだった。

「権けん威いの高い羊の紋もん章しようより多いかもしれませんね」

　せめてもの慰なぐさめとして言ったつもりが、ミューリはますます不満を募つのらせていた。

「えーっと……ほら、狼オオカミもありますよ」

　案内図の最初のほうに、狼オオカミの文字がある。

　使用されている棚たなは、床ゆかから天てん井じようまで一続きになっている棚たなが一列、の縦半分、を横にさらに半分にした大き目の棚たなの、左ひだり隅すみのほうだった。

「少ない！」

　ミューリは嘆なげくように言ったが、結局一冊をゆっくりと引ひき抜ぬいて、抱かかえるようにして書見台まで持っていく。剣けんも弾はじきそうな堅かたい革かわの装そう丁ていで、乾かわききってひび割れている。

　小口に取りつけられた鎖くさりもぼろぼろで、長い年月誰だれも開いていなかったことを示すように、頁ページをめくると黴かびの臭においがした。

「わあっ」

　しかし好きなものの前では黴かびの臭においなど全く気にならないらしい。

　ミューリは目を輝かがやかせると、たちまち耳と尻しつ尾ぽを出していた。

　慌あわてて引ひっ込こめさせようとしたが、そうしなかったのは、ミューリの姿にそれだけのものがあったから。

　狼オオカミの血を引き、人ならざる者として生を受けた少女は、自身の血の秘密を知らされた時、この世で一人ぼっちになってしまったと泣いていた。

　けれど人の世では、狼オオカミの紋もん章しようを掲かかげ、それを家の象しよう徴ちようにしていた者たちがいる。今では数を減らしてしまったものの、決して少なくない数の人々が、狼オオカミの強さと神秘性とで、家の名を輝かがやかせていたのだ。

　ミューリにはそのことが、勇ゆう猛もうに描えがかれた狼オオカミの図ず柄がらから、痛いくらいに伝わったのだろう。

　人が体の内側から感動している姿を見るというのは、なかなかあることではない。

　そこに水を差すなどというのは、とてもできることではなかった。

　そんなミューリの様子をじっと見守り、どれくらい経たった頃か。

　ミューリは不意に目め尻じりを袖そででこすってから、なぜか恥はずかしそうに笑っていた。

「この人たちってさ」

　と、そんなミューリが言った。

「ルワード叔お父じ様のところみたいに、母様のお友達に出会ったりしたのかな」

　ミューリの名は、賢けん狼ろうホロの友の名を継ついだもので、またその友の名を今まで世に伝えてきた傭よう兵へい団だんにもちなんでいる。ルワードはミューリ傭よう兵へい団だんの長であり、ルワードの父の父の父、と遡さかのぼって始祖までいけば、実際にミューリという巨きよ大だいな狼オオカミと共に戦地を駆かけ巡めぐった者に行き着くという。

　その経けい緯いから、団の旗印は狼オオカミだった。

「かもしれませんね。家系の中興の祖と呼ばれる方たちは、紋もん章しようを採用するにあたって関わりの深い図ず柄がらを選ぶことが多いと言われています。古い時代に、あなたのお父様やルワードさんの祖先の方のように、きっと狼オオカミと力を合わせて家を興おこしたんですよ」

　この部屋にあるのは、そういう古い時代、まだ精せい霊れいが当たり前に森にいて、人と関わることの多かった頃ころの物語の残ざん滓しだった。

　ミューリもそのことに気がついたのか、顔を上げると、書物の井い戸どの底で息を吞のんでいた。

　ここはまさに圧あつ倒とうされるような時間の澱おりが降り積もった、偉い大だいなる物語の棲すみ家かなのだから。

「どんな狼オオカミさんだったんだろ」

　ミューリは言いながら、狼オオカミの紋もん章しようの毛並みを指で軽く撫なでる。

「もしかして母様だったりして」

「あり得ないわけじゃない、というのがすごい話ですよね」

　眩暈めまいがするような途と方ほうもない話だが、隣となりでミューリは銀色の尻しつ尾ぽをふわふわさせているのだから、自分はとんでもない世界の秘密を目まの当あたりにしているのだなと笑ってしまう。

「あー、でも」

　頁ページをめくっていると、ミューリの三角の狼オオカミの耳が、急に力なくへこたれた。

「この狼オオカミさんたちは、もういないかもしれないのか」

「え？」

　尋たずねると、ミューリは心に蓋ふたをするように、大きな本をゆっくりと閉じた。

「月を狩かる熊くま」

　あっ、という気付きの声を上げることもできなかった。

　かつて多くの精せい霊れいたちと戦い、森と夜の時代を終わらせたという伝説の熊くま。

　ロレンスがホロの故郷の仲間のことを調べた限りでは、ホロの仲間はその熊くまとの戦いで没ぼつしたのだろうという話だった。

　そして、おそらく月を狩かる熊くまは、この書庫にある紋もん章しようの元となった精せい霊れいたちをも、少なからず屠ほふったはず。

「あーあ、嫌いやなこと思い出しちゃった」

　ミューリは狼オオカミの血を引く者として、月を狩かる熊くまを仲間の仇かたきと思っている。その時代を生きた当の賢けん狼ろうホロのほうが、恨うらみもなにもいまさらないという感じだったのだが、このあたりは若さということもあるだろう。

　できればそんな暗い場所に引きつけられて欲ほしくないが、自分には踏ふみ込こめない領域でもあった。

　なんと言葉をかければいいのか考えあぐねた末、ミューリの背中にそっと手を当てた。

　ミューリがこちらを見て、視線が合う。

　赤くて大きなミューリの瞳ひとみは、薄うす暗くら闇やみの書庫でもなお輝かがやいている。

「兄様、そんな顔しないで」

　ミューリは困ったように笑い、顔を近づけて頰ほおと頰ほおを重ねてきた。

「兄様のそういう顔、ずるい」

「いえ、ですが」

　茶化すミューリに、言葉を続けようとした矢先のこと。

　ミューリがふと身み震ぶるいしたかと思うと、耳と尻しつ尾ぽが消える。

　そして間を空けず、扉とびらがノックされた。

　ミューリはさっさと椅い子すから立ち上がって、本を棚たなに戻もどして新しい本を手に取っている。

　仕方なく扉とびらのほうに向かい、開けた。

「ハイランド様」

「書庫はどんな感じだ？」

　扉とびらの前から横にずれると、ハイランドは中を覗のぞき見て、興味深そうなため息をつく。

　それから振ふり向むいたミューリに向けて小さく手を振ふると、ミューリはつんと顔をそむけた後、ごく小さく手を振ふり返していた。

「ふふ。あ、コル、ちょっといいか」

「はい」

　外に出るように促うながしてくるハイランドに従う前に、一度ミューリを振ふり返かえる。

　ミューリは好きにすればという感じで、本に目を落としたままだった。月を狩かる熊くまの話が出ると、いつもミューリとの関係がぎくしゃくする。人と人ならざる者との差をまざまざと見せつけられるような、そんな感じに双そう方ほうともうまく折り合いをつけられない。

　一方で、ハイランドと二人きりで会話されるのはそれはそれで嫌いや、というのもミューリの背中に透すけて見えて、尻しつ尾ぽが出ていたら神経質そうにゆらゆらと揺ゆれていたはずだ。

　やや苦く笑しようしてから、書庫を出た。

「どうしました？」

「ああ」

　静かな廊ろう下かに出て、扉とびらを後ろ手に閉めてからハイランドに尋たずねると、歯切れの悪い返事が返ってきた。

「紋もん章しようの正式な利用の手続きについて聞いてきたんだが……」

　ハイランドが言いにくそうにしているので、先回りして言った。

「特権の下か賜しは大変なことです。残念ですが、ミューリには私から説明を」

　すんなりその言葉が出たのは、むしろロレンスへの報告をどうするかの懊おう悩のうから解放される、という下心があったからかもしれない。

　ただハイランドは慌あわてたように顔を上げた。

「いや、それは問題ない。大だい丈じよう夫ぶだ」

「そう……ですか？　その、たとえば羊にまつわる建国物語がある王国で、狼オオカミの紋もん章しようは使えないなどは、理に適かなっている気もしますし……」

　ハイランドはその説明に、肩かたの力が抜ぬけたように笑っていた。

「そんな理由では却きやつ下かされないとも。髑どく髏ろでも描えがいて掲かかげたらさすがにまずかろうが」

　ミューリなら喜びそうな図案だと一いつ瞬しゆん思ってしまう。

「それなら良いのですが」

　ではハイランドが口ごもった理由はなんなのか。

　視線を向ければ、ハイランドはやっぱりため息をついてから、諦あきらめたように言った。

「紋もん章しようの利用特権を下か賜しすることは問題ない。私の名で、君たちの好きな紋もん章しようの権けん威いを保証できる。ただ、登録のために必要な項こう目もくを紋もん章しよう官かんから聞かされて、やや困ったことになってな」

　まったく想像もつかないことだった。するとハイランドは不意に数歩、書庫の扉とびらから離はなれ、声を潜ひそめて言った。

「紋もん章しようを利用する者の続ぞく柄がらだ」

「続ぞく……柄がら？」

「似たような形式の、異なる紋もん章しようなら構わないのだが……完全に同一の紋もん章しようとなると、その紋もん章しようを使う者同士の関係性が必要になると言われた」

　そういうものなのかとうなずくほかないが、理解できていないことは一目でわかっただろう。

　ハイランドは説明してくれた。

「紋もん章しようには権けん威いがあるだろう？　すると、同じ紋もん章しようを使用している者同士で仲たがいをした時、どちらがその紋もん章しようを引ひき継つぐかでもめることがある。その際にどちらに優先権を認めるべきか、特に家を継つぐような際の細かい決まりごとが、古代の帝てい国こくから連綿と続く法典に依い拠きよして制定されているんだ」

　確かに、親しん戚せき一同で同じ紋もん章しようを利用していて、なんらかの理由で争い合い、分ぶん離り独立した家系も勝手にその紋もん章しようを使えるとなれば、混乱は目に見えている。

「そこで、君とあのお嬢じようさんの関係だ」

　そこまで言われ、ハイランドを悩なやませている理由が、自分にもわかった。

　それも、痛いほどに。

「君とあのお嬢じようさんは本当の兄きよう妹だいではないと聞いているが」

「はい……。ミューリの実家で私は働き、生まれた頃ころから世話をしているというだけで」

「すると、厳密な話をすれば、雇こ用よう主ぬしの娘むすめと使用人ということになるが、その二人が同一の紋もん章しようを使うというのは、その、なんというか……」

　不道徳な気がしたのは、気のせいではなかったらしい。

　どうしても道ならぬ恋こいを想起させてしまう。

「実は、私もこの件をニョッヒラの湯屋に報告しようとして、なにか不道徳な印象があるのではと感じていまして……。良い案だと思ったのですが、軽けい率そつだったかもしれません」

「いや、君の案はとても素す晴ばらしいものだと私も思ったよ。色いろ恋こいではなく、家族でもないが、そのどれよりも強い絆きずな。そういうものはあるだろうし、あってもいい。それを象しよう徴ちようするものとして、世界で二人だけにしか使えない紋もん章しようというのは、美しいとさえ思った」

　ハイランドが本気でそう思ってくれているのは伝わるが、だからこそ、問題点の深さも同じくらい共有していた。

「名うての職人の家系のように、師し匠しようと弟で子し、という形式も取れるが」

　そちらのほうがまだしも、すんなり受け入れられる。

「ただ、師し匠しようと弟で子しという話は違ちがうだろう？」

「家庭教師と教え子とも言えるかどうか……」

「教え子では、紋もん章しようの継けい承しようなどを含ふくめた続ぞく柄がらとしては弱いな」

　問題はややこしかったが、真しん剣けんに考えてくれるハイランドを見て、ふと、微ほほ笑えんでしまう。

　その笑えみに気がついたハイランドが、不思議そうな顔をした。

「すみません。つい」

「つい？」

　聞き返され、正直に答えることにした。

「すみません。嬉うれしくて。こんなに真しん剣けんになってもらえるなんて」

　ハイランドは何度かまばたきをしてから、怒おこったように言った。

「真しん剣けんになるとも。これは君たちにとって真しん剣けんなこと、そうだろう？」

　むしろその剣けん幕まくにこちらが驚おどろいてしまう。

「いくらでも誤ご魔ま化かしの記き載さいはできるだろう。けれど、これは君とあのお嬢じようさんの絆きずなを示すものだ。そこに噓うそや誤ご魔ま化かしがあっていいはずなどない」

　それは太陽が東から昇のぼり、海が塩しお辛からいのと同じくらい、確信に満ちた言葉だった。
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　そして、ハイランドはこちらの様子に我に返ったらしい。

　ばつの悪そうな、恥はずかしそうな顔をしてから、言った。

「すまない。あまりに素す晴ばらしい話だったので、私のほうが夢中になってしまって」

　自分はとても良い人に出会えたのだと、改めて確信する。

「私の感じた喜びを、形にしてお見せできたら良いのですが」

「やめてくれ。そんなんじゃない」

　ハイランドは顔を背そむけてから、ため息をついた。

「私はそういう、家族の絆きずなみたいな話にめっぽう弱いんだ。生まれのせいでね」

　王の御ご落らく胤いん。

　ハイランドの肩かたをすくめた自じ虐ぎやく的な雰ふん囲い気きに、そうですねとも言えず、黙だまってしまう。

「まあ、その……そういうわけで、私のほうは準備万ばん端たんだ。もしも続ぞく柄がらを思いつかなければ、師し匠しようと弟で子しなど、無難なものにすることはできる」

　ハイランドはそう言うや、手で少し顔を仰あおぎ、格こう子し窓の向こうにある広場を見やる。

「まったく、私が熱くなってもしょうがないというのにな。風に当たってくる。それと、黄金の羊し歯だ亭ていの席も取ってこよう」

　止めることもできず、頭を下げて見送るばかり。

　とはいえ、うまく言葉が出てこなかったのは、頭の中をほかのことが占しめていたというのもある。

　ミューリとの続ぞく柄がらは一体なんだろう？

　兄きよう妹だいでもなく、恋こい人びとでもなく、師し匠しようと弟で子しでもなく。

　そうしてひとつずつ例を挙げていっても、しっくりするものは出てこない。

　指折り考えてみて、初めて、自分とミューリはひどく曖あい昧まいな、あやふやな関係性なのだと理解できた。

　四六時中一いつ緒しよにいて、ミューリなどは命をなげうつような真ま似ねまでしてくれて、自分ももちろんミューリにした誓ちかいは一いつ生しよう涯がい貫つらぬくつもりだ。なのに、二人の関係を表す言葉がない。

　そのことに気がつき、誰だれもいなくなった石造りの廊ろう下かで、時間が止まったように感じられた。前にも、後ろにも、無限の廊ろう下かが続き、手には鍵かぎがあるはずなのに、どこの扉とびらも開けられないというような。

　ミューリの不安は、こういうものだったのだと気がついた。

　自分の休む場所。安らかな時間を過ごす場所。そこに繫つながるはずの鍵かぎはあるのに、どの扉とびらなら開くのかがわからない。頼たよりにしているのは、一度だけ聞いた誓ちかいの言葉のみ。

　ミューリが、異性として好きだと言いながら、兄様という呼こ称しようから抜ぬけられないのも、納なつ得とくがいった。わずかに残された、手で摑つかめそうな繫つながりが、兄という糸なのだ。

　大聖堂の前で、自分は思いつきに近い形で紋もん章しようの提案をした。ミューリは喜んでくれるだろう、程度の認にん識しきだったし、なんなら自分の罪悪感を和やわらげるための、ちょっと気の利きいた贈おくり物もの程度だった。しかし、それはとてつもない意味を持っていたのだ。

　ミューリにとって、紋もん章しようの存在はきっと、扉とびらに刻まれる印になる。

　散々さまよい、冷たい石の廊ろう下かを歩いていた視線の先に、ついに見えた扉とびらの印。

　自分には、その扉とびらまでの道を、花で敷しき詰つめる義務がある。

「ですが……」

　いったい、どうすれば？

　静まり返った石造りの廊ろう下かで、無む性しように聖典が読みたくなったのだった。
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　ハイランドから言われた続ぞく柄がらの話に、おそらくちょっと動転していたのだと思う。書庫に戻もどりづらくて廊ろう下かをうろうろして、結局広場に出て、気がつけばミューリが好きそうな干し葡ぶ萄どうを買っていた。昼課の祈いのりを告げる予よ鈴れいの鐘かねが鳴って、ようやく我に返ったほど。

　紋もん章しよう使用のための手続きにかかる続ぞく柄がらの話は、ミューリに隠かくして進めることもできた。けれどハイランドが言ってくれたように、それはとても素す敵てきなものになるはずだった。噓うそや誤ご魔ま化かしを入れるのは避さけたかった。とはいえこの話を素す直なおに切り出した時のミューリの反応は読めず、情けないことだが書庫に戻もどるには勇気を振ふり絞しぼる必要があった。

　自分自身の重い気持ちが形を取ったような大きな聖堂の扉とびらを押おし開あけて、中に入る。

　ミューリは文ふ机づくえで、一心不乱に本を読んでいた。

　その背中に声をかけ、「実は……」と説明した。

　紋もん章しようが描えがかれた本を開いたまま聞いていたミューリを動どう揺ようさせないため、紋もん章しようは必ず作る、あなたのために、と強く主張した。ここでこそ自分がしっかりしなければと力を込こめていたら、ミューリの口から出てきたのはため息と、呆あきれたような言葉に、狼オオカミの耳と尻しつ尾ぽだった。

「いーまーさーら！」

　そして、肩かたをすくめて本を閉じると立ち上がった。

「私も確かに、昔はそういうことで悩なやんだりもしたけど」

　昔、という表現の仕方に苦笑いが出そうになるのを懸けん命めいにこらえていると、ミューリはひょいとこちらに手を伸のばし、目ざとく干し葡ぶ萄どうの袋ふくろを奪うばい取とり、ついでに腕うでも摑つかんでくる。

「でも、兄様も言ってくれたじゃない。神様と違ちがって、兄様はそこにいる。触さわると意外に筋肉質で、インクのちょっと酸すっぱい変な臭においがするのは確かなことだもの」

「え、臭くさいですか？」

　気をつけていたつもりなのだが、と慌あわてていると、ミューリは勝かち誇ほこったように笑う。

「ふふん、これが誰だれも知らない、私だけ知ってる薄はく明めいの枢すう機き卿きよう様。紙に書いて辻つじで宣伝しても、誰だれも信じないかもね」

「……」

　笑われたことにではなく、ミューリの賢かしこさに言葉を失ってしまう。

　紙に書かれた情報なんて当てにならない。ミューリはそう言っているのだ。

「続ぞく柄がらだっけ？　なんだっていいよ」

　後ろ手に組んだミューリは、くるりと身を翻ひるがえし、こちらの腕うでの中に踊おどるように背中から潜もぐり込こんでくる。

「私と兄様しか使えない紋もん章しようはそこにある。それで充じゆう分ぶん」

　肩かた越ごしに振ふり向むきざま、そのまま体の向きを入いれ替かえて、こちらにしがみついてくる。

　狼オオカミの尻しつ尾ぽが、ぱったぱったと揺ゆれていた。

　大人だと思えば子供で、子供だと思えば自分よりも大人。

　ミューリの背中に手を回したのは、罪人が手首を縛しばられる動作に近かったかもしれない。

「でも師し匠しようと弟で子しなら、私が師し匠しようだよね？」

　腕うでの中でミューリはこちらを見上げ、そんなことを言う。即そく座ざに否定できないところが情けなかった。

「あなたがそう言ってくれて助かりました」

　ほっとしながら、ちょっと躾しつけのなっていない犬みたいに縋すがりついてくるミューリを抱だきしめ返す。背中側のあばら骨に触ふれると、くすぐったそうに身をよじっていた。

「ですが、もう少し言葉を探してみたいと思います」

「お嫁よめさん」

「違ちがいます」

　即そく座ざに否定されても、ミューリはむしろ嬉うれしそうに笑っている。

「まあ、たっくさんお勉強してる兄様なら、なにか見つけてくれるのかも。その時には」

　と、ミューリはこちらの腕うでの中から出て、正面から見つめてきた。

「兄様の呼び方も変わっちゃうね」

　それは嬉うれしいような、寂さびしいような。

　けれどミューリが言ったように、ミューリはミューリとして、そこにいる。

「楽しみです」

　ミューリはにっと歯を見せてから、「さーてと」と言った。

「私は調べものしないと」

「しばらく時間はありますから、ゆっくりと」

　そう答えてから、少しミューリの言葉に引っかかりを覚えた。

　それに、机に戻もどって開き直していた本は、狼オオカミの紋もん章しようを集めたものではなかった。

「調べもの？　図ず柄がらを探しているのではないのですか？」

　ミューリの肩かた越ごしに本を覗のぞき込こめば、黄おう金ごん羊ひつじと剣けんを持った人の挿さし絵えが入った、厳いかめしい書体で書かれた王国の建国物語のようだった。

「図ず柄がらも見てて飽あきないんだけど、いくつかの有名な系統の紋もん章しようは、成立のお話が残ってるみたいだから」

　なぜそんな本を、と疑問に思っているのがわかったのか、ミューリが答えた。

「同じ動物の図ず柄がらでも、正面を向いていたり、横向きだったり、口に旗を咥くわえたり、剣けんを背負ったりしてる。頭が二つあったり、双ふた子ごの赤ちゃんと一いつ緒しよに描えがかれた狼オオカミの紋もん章しようなんていうのもあった。それって全部、意味があるみたい」

　紋もん章しようにはひとつの大きな物語が込こめられている。後世の人間が、自分たちという人間はどういう人物であるべきなのかと迷った時、指針とするために。

「その意味を調べて、あなたも紋もん章しようにそういう物語を込こめたい、ということですか？」

「うん。あと、できれば当人たちからお話聞けたらなって」

「そんなこと──」

　無理だと言いかけて、はたと止まる。

　少なくとも、黄おう金ごん羊ひつじについてはそうではない。

　ミューリはこちらがそのことに気がついたことを察したらしい。

「兄様、暇ひまなんだよね？」

「暇ひま、というわけでは……」

　聖典の俗ぞく語ご翻ほん訳やくを進めたかったが、主だったところはだいぶ進んできている。

　それに一週間も部屋にこもっていたのだから、ミューリはそろそろ、神様から自分のことを取り返したいと思っているだろう。

　そんなことをつらつら考えていたら、ミューリは静かな口調でこう言った。

「ここに書かれてるようなお話を、実際に知ってる人から話を聞いて、紋もん章しようを決めたいなって」

　先人の知ち恵えに倣ならうことは良いことだ。

　しかし、ミューリはやや物ぶつ騒そうなことも考えていたらしい。

「あと、この国に狼オオカミの紋もん章しようがないのは、その羊さんのせいなんじゃないのかって思ってるし」

　不敵に笑うミューリに、眩まぶしいくらいの若さを感じつつ、ため息をつく。

「イレニアさんも強い羊でしたが、ハスキンズさんにはホロさんも圧あつ倒とうされてましたからね」

「えっ、母様が!?」

　ミューリにとっての世界最強は賢けん狼ろうホロ。そのホロがやや子こ供ども扱あつかいされていたことを知ったら、ミューリはもっと驚おどろくだろう。

「ですが、そうですね。お守り屋さんで聞いた、王国建国前の話なども知らないことでしたし、興味はあります」

「でしょ？　その羊さんなら、今はなくなっちゃったっていう騎き士し団だんのこととかもたくさん知ってそうだし！」

　むしろその辺が本当の目的なのではとも思ったが、ニョッヒラを出てからずっと危険な旅続きだった。たまには平和な時間を過ごすのも悪くないし、ミューリの見聞を広める役にも立つだろう。

「ではそうしましょうか」

「うん！」

　ミューリがそう返事をしたところで、扉とびらの向こうから鐘かねの音が聞こえてくる。

「その前に腹ごしらえですね。ハイランド様が、黄金の羊し歯だ亭ていの席を取ってくれているそうです」

「羊さんの紋もん章しよう見てたから、お腹なかすいちゃった！」

　本を棚たなに戻もどし、紋もん章しよう官かんに外出の旨むねを告げて大聖堂を出る。

　大広場では初春の太陽が、等しく人々を輝かがやかせていたのだった。

　黄おう金ごん羊ひつじのハスキンズがいる場所は、ブロンデル修道院と呼ばれる、王国内でも有数の大修道院領だ。地図を確かく認にんすれば、近くはないが遠すぎもせず、馬の背に揺ゆられて四日から五日というところ。

　ハイランドは、なぜそんなところに？　とやや不思議がったが、ブロンデル大修道院領の老羊飼いとは昔の旅で知り合っていて、非常に深い知識の持ち主だったからと説明した。

　あまり町の人間と接することのない羊飼いは、年経れば魔ま術じゆつに通じると噂うわさされるくらい、神秘的なところがある。ハイランドも似たようなことを思ったらしく、不出世の顕けん学がく、と思ったのだろう。

　またブロンデル修道院は王国の歴史より古く、強大な富を持つこともあって居い丈たけ高だかで有名なため、自分たちが門もん前ぜん払ばらいされないように手紙も書いてくれた。ただ、修道院の門が開いても当のハスキンズに断られては意味がないので、ミューリがこっそりとシャロンの仲間の鳥を使い、先に修道院に手紙を飛ばしていた。

　旅程を決めている最中、ハイランドは自分たちに護衛をつけたがったが、ミューリは二人旅に邪じや魔まが入るのを嫌いやがった。その妥だ協きよう点として、旅程上の町に護衛が先乗りして、有事に備えるということになった。これは蝶ちようを追いかけ気ままに道を変えかねないミューリとの旅では、ちょっとした手た綱づなになるので自分も少しほっとする。

　馬の手配や道中の情報、それに当のハスキンズからの返事を待つのに三日ほどかかり、その間、ミューリは紋もん章しようの書庫に入いり浸びたっていた。夜に毛布の中に潜もぐり込こんでくると、本の装そう丁ていに使われている古びた革かわの匂においに合わせ、インクの酸すっぱいような匂においがして、確かに自分の匂においと似ているかもしれない、などと思ったりした。

　こうして街に残るハイランドに見送られ、自分とミューリはラウズボーンを旅立った。

　途と中ちゆうの町までは、ハイランドが借り上げている屋や敷しきに出入りする商人も商隊を組んで向かうところだというので、便乗させてもらった。馬車に揺ゆられた吞のん気きなもので、昼は火を熾おこして温かい食事にありつけたし、夕方にはきっちり予定どおり、目的の町に到とう着ちやくした。

　ハイランドが手配してくれた護衛の者とも合流し、幸さい先さき良い感じだった。

「今まで船ばっかりだったからちょっと覚かく悟ごしてたけど、旅って簡単なんだね」

　あまりに優ゆう雅がな行程なので、ミューリはそんなことを言っていた。また翌日は、商隊のうちの一人の商人が、もう少し自分たちと同じ方向に向かうと言うので、一いつ緒しよに行くことになった。初日の馬車ほど立派ではないが、毛け織おり物ものを積んだ荷馬車の荷台に乗せてもらい、ミューリは両親から聞いていた行商の旅を想像して大喜びだった。

　二日目もつつがなく終わり、旅程は半分があっという間に過ぎた。ここからはいよいよ、自分とミューリの二人旅となる。護衛が先に露つゆ払はらいとして道を確かめているし、ミューリはなにより狼オオカミの娘むすめだ。盗とう賊ぞくやらの心配はしなくていいのがとても助かる。

　問題も起きないだろうとは思うものの、夕暮れ時に町に着けば、建物の陰かげに若じやつ干かん雪が残っているのに気がついた。

「明日からは大変かもしれませんよ」

　しかしミューリは初日と二日目の延長だろうと思っていたようで、朝は意い気き揚よう々ようと早起きし、早く旅に出たくて仕方がない様子だった。

　そんなミューリが静まり返るのに、大して時間はかからないのだった。

「お尻しり痛い……」

　馬に乗るためには、俗ぞくに「尻しりを作る」ということが必要になる。馬に乗り慣れているハイランドは気を利きかして荷物に羊毛の詰つめ物ものを用意してくれていたが、ミューリはそれでも辛つらかったようだ。

　ただ、それならば歩くという選せん択たく肢しがあったが、道は春の雪解けの真っ最中で泥どろだらけ。ハイランドから借りていた衣い装しようとはいえ、お洒しや落れが好きなミューリは服を汚よごすことに抵てい抗こうがあったらしい。結局喚わめきながら馬に乗り続け、昼食を終えて再び出発という時には、半泣きで馬に乗っていた。

　三つ目の宿場町に到とう着ちやくして、そこで待ち受けていた護衛の者が見かねた様子で荷馬車を調達してくれなかったら、数日ここで足止めになっていたかもしれない。数多あまたの冒ぼう険けんの旅をお話でしか聞いたことがなかったミューリには、ほろ苦い体験となったようだった。

　とはいえ行程そのものは順調で、雪解けのぬかるみのせいで進みはゆっくりになったが、途と中ちゆうに旅籠はたごがあるので野宿にもならない。

　このまま何事もなく終わりそうだと思っていた、四日目の昼頃ごろのことだった。

「どうしました？」

　荷馬車が急に止まった。そこはなにもない草原のど真ん中で、周囲にあるのはなだらかな丘おかばかり。荷馬車の車輪が泥どろに取られたのかもしれないと思い、手伝うべく先日の町で買っておいた汚よごれてもよい服を手に取った。

　すると、御ぎよ者しや台だいに座すわる護衛が言った。

「待まち伏ぶせかもしれません」

　物ぶつ騒そうな発言だった。

「いったん荷馬車を戻もどして、私だけで確かく認にんしてきましょう」

　お尻しりが痛いと言って、荷台にうつぶせに寝ねながら紋もん章しようの図ず柄がらをあれこれ木の板に描えがいていたミューリも体を起こし、顔を見合わせる。

「待まち伏ぶせって、山さん賊ぞく？」

「山ではないから野や盗とうでしょうか。しかし……」

　荷台から道の先を見ると、自分の目では誰だれもいないように見える。ひたすらなだらかな丘おかが続き、隠かくれる場所があるようにも見えない。ミューリも目はさほどよくないので見えないようだったが、鼻をすんと鳴らして、雪解けのやや湿しめっぽい空気からなにかを摑つかんでいた。

「なんか……悲しそうな匂においがする」

　またいい加減なことを、という目で見ると、ミューリはむっとしていた。

「怒おこったりするとすぐわかるけど、本当にそういう匂においがあるんだから」

　ホロも確かそんなことが言っていたような気がする。

「ちなみに、待まち伏ぶせというのは？」

　護衛は御ぎよ者しや台だいから降り、馬の轡くつわを引いて馬を回頭させている。それでも一応声を潜ひそめて尋たずねると、ミューリは肩かたをすくめた。

「一人だけだと思うけど、私も言われなかったら道の先に人がいるってわからなかった。すごい人なんだね」

　まだ若そうに見える人物だが、ハイランドは凄すご腕うでの護衛をつけてくれたようだ。

　そして、荷馬車をいくらか戻もどして安全な場所まで移動させ、護衛は弓を手に丘おかの陰かげ伝いに向かっていった。

　なだらかな起き伏ふくにその姿が消え、しばし後のこと。

　護衛は一人の少年を肩かたに担かつぎ、戻もどってきたのだった。

　雪解けのぬかるみ残る町の往来で、ふとした拍ひよう子しに落とされた手て拭ぬぐいを、翌日になってから拾ってきた。

　護衛が肩かたに担かついで運んできた少年の第一印象が、それだった。

「怪け我がは？　意識は？」

　慌あわてて荷台から飛び降り、護衛に駆かけ寄よった。

　護衛はいったん、少年を近くの草むらに横たえる。

「無事ですよ。単なる空腹で座すわり込こんでいたようです。だろう？」

　護衛がそう言うと、泥どろだらけの顔の中で双そう眸ぼうが開き、ゆっくりとうなずいた。泥どろだらけだからよくわからなかったが、よくみれば少年はハイランドのような金色の髪かみを短く刈かり込こみ、瞳ひとみは綺き麗れいな薄うすい青色をしていた。整った容よう貌ぼうも、貴族のそれに見える。

　腹が減って全身泥どろまみれというのは、貧ひん血けつかなにかで顔から泥どろの中に突つっ込こんだのだろう。

「そういう罠わなを張って、お人ひと好よしの旅人を襲おそう連中がいるんで警けい戒かいしましたが」

　護衛がやや呆あきれたような調子で話す理由は、なんとなくわかった。それは少年の格好だ。

　薄うす手での外がい套とう一枚を羽織り、靴くつはぬかるみなど全く想定していない柔やわらかそうな革かわの靴くつ。すべての食しよく糧りようを食べ尽つくしたのか背はい囊のうはぺったんこだし、そもそもが小さい。

　そのくせ、少年の横に置かれた剣けんは妙みように武骨だ。しかも寝ね転ころがったせいでめくれた服の下には、鎖くさり帷かた子びらまでつけていた。重いうえに、まだ寒さの残る初春の旅路では体を冷やすだけで、なんの役にも立たないだろう。

　行いき倒だおれの少年は、奇き妙みようすぎる服装だった。

「浮ふ浪ろう児じの類たぐいなら見なかったことにもしたのですが」

　護衛はハイランドから、自分たちの旅の無事を頼たのまれている身だ。

　そういう冷たい判断も仕事のうちなのだろうが、実際には少年を担かついで連れてきた。

　なにか理由がある、ということだろう。

「この道の先には、ブロンデル大修道院領があるだけですよね？　修道院の関係者でしょうか」

　武装しているのも、修道院に詰つめる護衛というのならわかる。けれど、それだと明らかに旅慣れていない感じの服装と、空腹で行いき倒だおれるという間ま抜ぬけさがそぐわない。

「いえ、私も驚おどろきましたが、騎き士し見習いです」

「えっ」

　声を上げたのは、荷台の上から遠巻きに事態を見守っていたミューリだ。慌あわてて荷台から降りようとして、泥どろだらけの道にためらい、前の町で仕入れた安物の靴くつに履はき替かえて、恐おそる恐おそる降りてきた。

　少年は女の子がいると気がついて、歯を食いしばりながら体を起こしていた。

　そんな様子に護衛が小さく笑う横で、水と食べ物を持ってきたミューリが、少年に手て渡わたしていた。

「火も熾おこしたほうがいいんじゃない？」

　その一言で、介かい抱ほうすることが決まったようなものだ。

「では私がやりましょう」

　護衛はそう言って、水の入った革かわ袋ぶくろにやや乾かわいたパンを受け取った少年を見やった。

「小こ僧ぞう、共に行きたければ、この方たちに事情を説明しろ」

　この三人の中で誰だれが決定権を持っているか、ということをきちんと知らしめてくれる。

　少年はやや卑ひ屈くつそうな上うわ目め遣づかいで護衛を見てから、ゆっくりと、しかし大きくうなずく。

　そして、今すぐにでも口をつけたいだろうに、気き丈じように背筋を伸のばすと革かわ袋ぶくろとパンを膝ひざの上に置いて、言った。

「私の名は、カール・ローズと申します」

　声はがらがらだし、唇くちびるもひび割れている。

　ただ、そうなってもなお失わない高貴さのようなものがあったし、それは勘かん違ちがいではなかったらしい。
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「私は騎き士し見習い、聖クルザ騎き士し団だんの騎き士し見習いです」

　武骨な剣けんに、場ば違ちがいな鎖くさり帷かた子びら。そしてなぜ護衛が少年を助けたのかの理由がわかった。

　わからないのは、なぜこの少年が、こんな場所にいるかということだ。

「聖クルザ騎き士し団だん！」

　ミューリが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「それって、すっごく南の海に浮うかぶクルザ島で戦う騎き士したちだよね!?　金の籠こ手てに銀の甲かつ冑ちゆう、翻ひるがえる赤い外がい套とうには騎き士し団だんの証あかし！　世界最強の聖クルザ騎き士し団だん！」

　ニョッヒラの湯屋でその手の話を聞いてばかりいたミューリ。

　しかも聖クルザ騎き士し団だんは、数多あまたある騎き士し団だんの中で、もっとも有名なものだ。ミューリが興奮するのも当然だが、自分はやや警けい戒かい度を上げる。

　それは聖クルザ騎き士し団だんという、存在そのもののせいだ。

「私はまだ見習いなので、その装備のいずれも遠い存在ですが……」

　少年、ローズは恥はずかしげだが、誇ほこらしさも垣かい間ま見みえる。それに騎き士し見習いとはいえ、どこの騎き士し団だんも騎き士しになるには高貴な家いえ柄がら出身でなければならないと聞いたことがある。

　やはりこの少年は、名のある家の子し弟ていなのだ。

「しかし……なぜその聖クルザ騎き士し団だんの見習い騎き士し様が、こんな場所に？」

　聖クルザ騎き士し団だんは、教皇の懐ふところ刀がたなとして有名だった。南の海に浮うかぶクルザ島を拠きよ点てんとし、あらゆる異い端たんと信しん仰こうの敵を殲せん滅めつすることを信条とする。つまり、現在の王国とは最も相あい性しようの悪い相手なのだ。

　ただ、神しん罰ばつの地上執しつ行こう代理人を自じ認にんする彼かれらのこと。もしも王国に乗のり込こむのだとしたら、もっと大々的なものになるだろうし、決して、見習いが一人でとぼとぼと道を歩き、行いき倒だおれるなんて間ま抜ぬけなことにはならないはず。

　それは戦いくさの前の偵てい察さつという役目にしても、そうだ。

　こんな貧ひん弱じやくな装備で送り出すなど、手て練だれの戦士たちのすることとは思えない。

「それは……その……」

　ローズは口ごもる。

「騎き士しは仮に敵に捕つかまったとしても、簡単に口を割らないんだよ、兄様」

　ミューリがなぜか得意げに言う。聖クルザ騎き士し団だんの立ち位置を知ったうえでのことではないのだろうが、ミューリの無む邪じや気きな様子に、ローズはむしろほっとしたようだった。

「助けていただいたにもかかわらず、詳くわしく言えないことを申し訳なく思います。ですが、私は団の命を帯びて、この道の先にあるブロンデル大修道院に手紙を届ける途と中ちゆうなのです」

「そうなの？　私たちもそこに行くんだよ！」

　ミューリの様子に、ローズは見た目より落ち着いた、大人びた笑え顔がおを見せる。

「皆みなさまは巡じゆん礼れいの途と中ちゆうでしょうか」

　良い家の子し弟ていで、教皇の懐ふところ刀がたなと称しようされる騎き士し団だんの見習いというからには、信しん仰こうにも篤あついのだろう。なんの疑問もなくそのように問われ、口ごもってしまう。

「ちょっとややこしいんだけど」

　そこを引き取ってくれたのは、ミューリだ。

「私と兄様は、兄様って言っても、兄様は父様の下で働いていて、私の本当の兄様じゃないんだけど」

　早口の説明にローズはややぽかんとしつつも、うなずいている。

「広い世の中を知る旅に出ている最中で、ラウズボーンっていう街で紋もん章しようのことを調べてたの」

「ははあ……それは分家かなにかのためでしょうか」

　ローズは紋もん章しようという存在が普ふ通つうの地位にいるのだろう。特に疑問にも思わずそう言っていた。

「うん。そんな感じ。それで、調べてたら昔の王国にはたっくさんの騎き士し団だんがあったって聞いて、そういうことに詳くわしい人に話を聞きに行くんだ」

「ブロンデル修道院領で羊飼いをされている方が、古い話に詳くわしいということなので」

　ローズはミューリとこちらの顔を見比べて、うなずいていた。

「なるほど。私が皆みなさんと出会えたのは、まさに神のお導きだったようですね。皆みなさんはこの王国にあって、正しい信しん仰こうの持ち主のようです」

　一いつ瞬しゆん感じた引っかかりは、気のせいではなかったらしい。

　ローズは人と話して活力が戻もどってきたのか、顔に精せい悍かんさを取とり戻もどして、言った。

「ラウズボーンから来られたということは、あの悪名高い薄はく明めいの枢すう機き卿きようとやらの話をご存知では？」

　不意を衝つかれたこういう場面の対応で、自分はミューリにまったく敵かなわない。

「うん、噂うわさなら聞いたよ。それより、お腹なかすいてるんでしょ？　話は後でもできるよ」

　ローズはなにか言おうとしたが、ちょうど良い頃ころ合あいいで腹の虫が鳴る。

　女の子の前で腹を鳴らせば、騎き士し見習いでなくとも年とし頃ごろの男の子は赤くなるだろう。

　ミューリはけたけた笑って、「お代わりもあるからね」と言っていた。

　ローズは恐きよう縮しゆくしきっていたが、結局パンに口をつけ、そうなると少年の食欲は止められるものではない。

　護衛の熾おこした火で焼いた塩しお漬づけ肉と合わせ、結局パンを三つも平らげたのだった。

「一日に三回もお祈いのりするの？　え、食事の時は一いつ切さい喋しやべっちゃだめ？　食事の際に銀の指輪で毒見をするって本当？　見分けられたことある？」

　食事をして落ち着いたローズを、ミューリはここぞとばかりに質問攻ぜめにしていた。詩人の詩し吟ぎんやまた聞きによるものではなく、本物の騎き士し見習いが目の前にいるのだ。

　どっさり聞き集めた話を確かめたくて仕方ないのだろうが、半分くらいはわざとそうしている感じもあった。

　ローズが食事の前に口にした、悪名高い薄はく明めいの枢すう機き卿きよう、という言葉。

　護衛の青年は、少し離はなれた荷台の脇わきに自分を呼び、荷物を片付けるふりして話しかけてきた。

「身分が身分なので、見捨てるわけにもいかず連れてきてしまいましたが」

　あまり感情を感じさせない顔は、命令すればローズを縛しばり上あげてどこかに捨てることもいとわないように見えた。

「いえ、困っている人を見捨てるわけにはいきません。それに幸い、私を私だと気がつかれるようなこともないかと思います」

　ローズと話しているミューリは、何食わぬ顔でイレニアと名乗っていた。

「それなら良いのですが、気になるのは、なぜあの騎き士し団だんの人間が王国に、ということです」

　それは自分も疑問だった。

「服装も含ふくめて、準備万ばん端たんという感じではありませんよね」

「南の本ほん拠きよ地ちから、そのまま着てきた服という感じです。戦いくさのために来ているとは到とう底てい思えません」

　だとすると、考えられる可能性は多くない。

「脱だつ走そう兵へい？」

「怪あやしいものではない、と私に伝えるために、騎き士し団だんの封ふう蠟ろうがされた手紙を見せてきました。脱だつ走そう兵へいなら身分を隠かくすでしょう。ああいうところは、摑つかまれば過か酷こくな下働きが待っています」

　確かにそんな気もする。

「ただ、私にはひとつ仮説があります。長くなるので、彼かれを修道院に送り届けた後にいたしましょう」

　護衛がそう言い終えるのと、火を熾おこす際に使った薪たきぎの残りやらを荷台に積つみ込こみ終わるのは、ほぼ同時だった。あまり話をしていると、ローズに勘かん繰ぐられる。

　ただ、そこまでの警けい戒かいは必要なかったかもしれない。

「兄様ー」

　と、ミューリが困ったように駆かけ寄ってきたのだ。

「おなかいっぱいになって火に当たったら、安心して寝ねちゃったみたい」

「……」

　焚たき火びの横で眠ねむりこけているローズを見て、自分は思わず護衛と顔を見合わせてしまう。いよいよ戦いくさのためにやって来た戦士とも、そのための下準備にやって来た密みつ偵ていとも思われない。

　ローズを見て思い出すのは、かつての自分だった。

　神学者を目指して故郷の村を当てもなく飛び出し、結局あっという間に行き詰づまって物もの乞ごい同然にふらふらしていた。そしてにっちもさっちもいかなくなった時、通りかかったロレンスとホロに助けられた。今のミューリにまで続く、長い物語の始まりだ。

　そして、ミューリはもちろんその話を母親から聞いていたらしい。

「兄様も昔はあんなだったって、母様から聞いた」

「私もパンを三つくらい食べましたよ」

　そう答えると、ミューリは楽しそうに目をぱちぱちさせていた。

「修道院まではまだ遠いですか？」

　護衛にそう尋たずねると、小さく肩かたをすくめられる。

「予定よりかは遅おくれそうですが、夜には着けるかと」

「なら向かいましょう。疲つかれている子を野宿させるのはよくありませんから」

　護衛は無言でうなずき、火の始末をして、泥どろのように眠ねむるローズを抱かかえ上あげて荷台に乗せる。

　まあまあ乱暴な扱あつかいでも、ローズは目を覚まさない。

　それに、苦しそうな寝ね顔がおは体の不調ではなく、悪い夢を見ているせいのようなのだ。

「神よ……」

　何度かそう呟つぶやいているのが聞こえた。

　ミューリは沸わかした湯に浸ひたした手て拭ぬぐいで、そんなローズの顔を拭ぬぐってやっていた。

　そして服が汚よごれるのも構わず、その顔を膝ひざに乗せると頭を撫なでていた。

　ローズは寝ねながら泣いてもいた。

　誇ほこり高たかく、世に聞こえた最強の騎き士し団だんというには、その姿はあまりに傷つき、か弱かったのだった。

　ローズは目を覚ました途と端たん、悲鳴のような声と共に体を起こしていた。

「わ、あ、わ」

　ばたばたと自分の体を撫なでているのは、なにか盗ぬすまれていないかと確かめていたのかとも思ったが、その手が左腰こしに触ふれたところで、剣けんを探していたのだとわかった。

「剣けんはここ。手紙はお前の胸」

　護衛が身み振ぶりを交えてそう言った。念のため、ということでローズの剣けんを取り上げていた。

　手紙の話を出され、ローズはようやく自分が眠ねむりこけていたことを思い出したらしい。

　空を見たのは、すでに真っ暗だったから。焚たき火びが赤々と燃え、鍋なべが煮にえている。

「あ……えっと」

「すみません。本当はあなたが寝ねている間に修道院までたどり着く予定だったのですが」

　その言葉に、護衛が隣となりで顔をうつむかせていた。夜までに到とう着ちやくするつもりが、道中の道が思いのほか悪く、荷馬車の車輪を取られて立ち往生してしまったのだ。

　距きよ離り的にはもう目と鼻の先ということだったが、冷ひえ込こみもきつくなさそうだったので、無理をして道に迷うよりはと、野宿することにした。もちろん護衛の責任ではないと言っているのだが、本人は自責の念に駆かられているようだった。

「そ、そうでしたか……すみません、取り乱してしまいました」

　ローズは腰こしを下ろし、そこにミューリが飲み物を渡わたしていた。宿場町で買った牛の乳に蜂はち蜜みつと葡ぶ萄どう酒しゆを混ぜたものは、ミューリのためにと用意したものだが、まだ子供の面おも影かげを残す少年にもちょうど良いだろう。

　そして、ミューリはそのままローズの隣となりに座すわる。

　ローズがこの場で孤こ立りつしてしまうのを、気の毒だと思ったのかもしれない。

「寝ねている間、ひどくうなされていましたが」

　気き遣づかう意味もありつつ、探さぐりの意味も当然あった。

　ローズはすぐに両方の意味を悟さとっていたようだが、目線を下げて口は開かない。

「その服装も、この地方での旅には不向きかと思います。もしよければ……お力になりますが」

　うつむくローズに、ミューリは鍋なべから羊肉やら玉ねぎやらをどっさりすくって、目の前に差し出す。ローズが顔を上げれば、なにも言わずにただ微ほほ笑えむのみ。焚たき火びの赤々とした明かりの中でもわかるくらい少年は顔を赤くして、ミューリの手から椀わんを受け取っていた。

　それだけを見ていれば、どこにでもいる良家の子し弟ていだ。

　けれどローズが特とく殊しゆな立場にいるのは、世事に疎うとい自分でもすぐにわかる。

　そして騎き士し団だんのことは、道中で護衛が噂うわさ話ばなしを聞かせてくれた。

「あなたはブロンデル修道院に救きゆう援えんを要よう請せいしにきた。あっていますか？」

　その問いに、手にしたまま膝ひざの上に置いていた椀わんの中身がこぼれそうになるくらい、ローズの体が震ふるえた。

「な、なぜそれを、まさか手紙を──」

「手紙は見ていません。騎き士し団だんの状じよう況きようと……あなたの様子を見れば、自然と導かれることです」

　少なくとも護衛はそう言った。

「兄様、そんな尋じん問もんみたいなことしないでよ」

　と、口を挟はさんだのはミューリだ。

「答えなくてもいいよ。兄様たち意地悪だから」

　ミューリはローズの味方につく。

　ミューリが味方につけば心も開き易やすかろう、という護衛の冷れい徹てつな判断による作戦なのだが、半分くらいは本気で味方をしている気がした。なんと言ったって、ローズはミューリ憧あこがれの騎き士し団だんの中でも、伝説級のところに所属するのだから。

「いや……君のお兄様たちは意地悪ではないよ」

　護衛の見立てたとおりか、ローズはそう言って、椀わんをいったん置いた。

「皆みなさんには助けていただきました。眠り込んでしまったところを運んでもらい、食事まで……。見たところ、商家の御一行のようです。私のような者の動向は気になるでしょう」

　ミューリより少し年上、という程度なのに、折り目正しい話し方だった。

「それに、早晩明らかになることです。だから」

　と、ローズは隣となりのミューリを見た。

「そんな顔をしないで。僕ぼくは大だい丈じよう夫ぶだから。ほら、せっかくの美しい顔が台無しだよ」

　そう言って、安心させるように笑ってみせたのだ。可か愛わいいと言われ慣れていても、美しいと言われるのは初めてだったのかもしれない。ミューリが驚おどろき、恥はじらう姿など、そうそう見られるものではない。

　見習いとはいえ、弱き者を援たすけ、悪を掃はらう高潔なる騎き士し。

　ローズはそれに相応ふさわしい人物のようだった。

「お知りになりたいことがあれば、ご質問ください。一宿一飯のお礼です。私の知ることであれば、なんなりと」

　行いき倒だおれていた時からは想像もできない力強さで、ローズはそう言った。

　護衛は無言でうなずき、取り上げていた剣けんを手に取って、焚たき火び越ごしにローズに向けて放り投げた。

「剣けんは強き者の側にいたがるだろう」

　剣けんを反射的に受け取っていたローズは、護衛に認められたのだと気がつき、律りち義ぎに頭を下げていた。

「では、聞きたいのですが」

　コホンと咳せき払ばらいをして、護衛から聞いた話を繰くり返かえした。

「あなたたち聖クルザ騎き士し団だん……いえ、正確には、聖クルザ騎き士し団だん内にあるあなたたちの分隊は、貧ひん窮きゆうにあえいでいた。その噂うわさは、本当なのでしょうか」

　聖クルザ騎き士し団だんは、教皇の名の下もとに集つどい、信しん仰こうのために戦う集団だった。そして教会が国をまたいで遍へん在ざいするように、騎き士し団だんもまた、各国からの精せい鋭えいが集つどうことで成立している。

　異教徒との戦いくさが激しかった頃ころは、聖クルザ騎き士し団だんに自国の騎き士しが何人所属しているかで、その国の信しん仰こう的な格のようなものが決まったらしい。そのために王や諸しよ侯こうはこぞって勇ゆう猛もうな兵士を送り、競きそって寄付金を積み上げたという。

　そんな具合なので騎き士し団だん内部も一枚岩ではなく、国ごとの分隊に別れ、我らこそが真の神の意志の担にない手て、とつばぜり合いをしていて、基地では衣食住さえ別らしい。

　騎き士しの話が大好きなミューリは、そんなの常識だよと言わんばかりだったが、そうなると導かれる結論がある。

　ウィンフィール王国も当然聖クルザ騎き士し団だんに分隊を作るほどの寄付の担にない手てだったが、その王国は今や教皇と真っ向から対立している。

　王国からすれば、聖クルザ騎き士し団だんに寄付を送って分隊を維い持じするのは、いわば敵に塩を送るようなもの。翻ひるがえって教皇側から見れば、自分たちに敵対する国の金で働く武力集団が手元にいて、味方面していることになる。

　結果、聖クルザ騎き士し団だんのウィンフィール王国分隊は、王国からの寄付金を止められ、基地内で孤こ立りつしているとのことだった。しかも王国側には薄はく明めいの枢すう機き卿きようと呼ばれる怪あやしげな者まで現れ、教皇側に攻こう撃げきを加えている。分隊はそんな王国の民たみということで、信しん仰こうの正当性まで疑われているのだ。

　そういう話が海を跨またぐ貿易商人たちの間で流れていたと、護衛は教えてくれた。

　そしてローズは、こう答えた。

「……飢うえとは、信しん仰こうの貧しさを言うものです」

　騎き士し団だんの名めい誉よのため、貧ひん窮きゆうしているとは答えられないのだろうが、実情はわかった。

「では、王国に戻もどってくるという噂うわさも？」

　ローズはゆっくりと考えた末に、口を開く。

「私たちは困難な状じよう況きように置かれていますが、それは王国内にある、教会組織や聖職者の皆みなさんにも言えると思います。ですから、私たちは」

　ローズは胸に手を当て、そこに手紙があることを確かく認にんしてから、言った。

「連帯を訴うつたえにきました」

　賢かしこい少年だ、と思った。

　騎き士し団だんの基地にいられなければ、騎き士したちは王国に戻もどるしかない。

　しかし教会と対立する王の軍門に降くだってしまうことは、彼かれらの教会騎き士しとしての存在意義に関わってしまう。窮きゆう余よの策として取られたのが、王国内の教会組織に受け入れてもらう、という案だったのだろう。

　おそらくは限られた資金の中、王国を刺し激げきせず目立たない形でその可能性を探さぐるため、ローズのような少年たちを先行させたのだ。

「さっき、あなたは、早晩明らかになることだからと仰おつしやいましたが」

　ローズは頷うなずいた。

「私たちのような先せん遣けん隊たいに続いて、分隊長の率いる船がクルザ島を出発しているはずです。遠からず王国のどこかの港に到とう着ちやくすると思います。島での環かん境きようは……日に日に悪くなっていますから」

　友愛や仲間意識というものは、あくまで同じ側にいる者たちに向けられるもの。

　ウィンフィール王国出身の騎き士したちは、騎き士しである以前に、王国の民たみと見なされた。

　寄付金も途と絶だえて、周囲の目も厳しく、基地にいられなくなった彼かれらは流る浪ろうの民たみとなり、居場所を探すことになる。しかし教会と王国、両方に属する身分ゆえの困難が付きまとう。

　騎き士したちの置かれた状じよう況きように同情していると、膝ひざの上でこぶしを握にぎり締しめたローズが、絞しぼり出だすように言った。

「私たちの信しん仰こうには、なんの変化もないというのに……」

　そして、こぶしの上に涙なみだが落ちる。

　ローズは自分が泣いていることに気がついて慌あわてていたが、肩かたに添そえられたミューリの手に、余計こらえられなくなってしまったようだ。ミューリはローズの頭を抱かかえるようにして抱だいて、こちらを見た。困ったような、困こん惑わくしたような顔だった。

　王国が教会と戦うことについて、自分は少なからぬ正義を感じている。教会は特権に胡坐あぐらをかき、悪習に染まってきた。それはいつか正されるべきであり、それが今だと思っていた。

　しかし世に変化を巻き起こせば、それが大きなものを動かすことであればあるほど、巻まき込こまれる者たちが出る。それは、教会に属する者でも例外ではないのだ。

　教会側にも確かな信しん仰こうの持ち主はいて、自分はそういう者たちを傷つけたかったわけではない。かといって、大きなうねりとなっている世の中の動きはもう元に戻もどすことはできないし、戻もどすことが正しいとも思えない。

　このローズの悲しみと苦しみを前に、自分は手をこまねくことしかできなかった。

　自分の行動が、考えてもみなかった人たちを傷つけている。

　謝罪も、無視も相応ふさわしいとは思えない。

　こういう時に、祈いのりや信しん仰こうは無力だ。

　せめて自分にできることとして、焚たき火びに薪たきぎを追加するくらいしかなかったのだった。

　翌朝、自分が目を覚ました時にはすでにローズの姿はなかった。

　熾おき火びを木の枝でいじっていた護衛が、日の昇のぼる前に出立しましたよと教えてくれた。

　見習いとはいえ、騎き士したるものが人前で涙なみだを見せてしまったからでしょう、と淡たん々たんと説明してくれた。

　聖クルザ騎き士し団だんは、王国と教会の争いの間かん隙げきに飲のみ込こまれた、哀あわれな一艘そうの船だった。少なくともその隙すき間まを広げたことに加担していることを思えば、彼かれの涙なみだの何割かには責任がある。

「無事に修道院は受け入れてくれるでしょうか」

　朝食用だろう、牛の乳を沸わかしていた護衛はこちらを見て、視線を火に戻もどしてから答える。

「難しいでしょうね」

「ですが、あの聖クルザ騎き士し団だんですよ。迎むかえ入いれるのは名めい誉よなことでは」

「ブロンデル修道院のような長い歴史を持つ大きな組織が、目に見える危険を抱かかえ込こむとは思えません。騎き士し団だんはどちらの陣じん営えいにとっても敵であり、味方でもある。戦地で最も辛つらい目に遭あう立場です」

「……経験が？」

　尋たずねると、肩かたをすくめられた。

「ハイランド様に拾われる前は傭よう兵へいでした。その前は、領土を取って取られてを繰くり返かえす国境の村にいました。忠誠を誓ちかうべき領主がころころ変わり、我々は常にその誰だれからも信用されず、迫はく害がいされました。ずっと同じ土地にいたはずなのに、永遠にさまよっていたような記き憶おくしかありません」

　言葉を継つげないでいると、護衛は小さく笑った。

「おかしかったのは、料理です」

「料理？」

「国境で隣となり合あっていても、食習慣は違ちがっていましてね、一方は肉を鍋なべで煮にる習慣があって、もう片方は肉と言えば焼いて食べるものでした。目まぐるしく領主が変わるたび、我々は肉を鍋なべに入れたり炭で焼いたりしたのです。仲間と見なしてもらえるように」

　その時のことを思い出したのか、護衛は薄うすく笑いながら、ため息をついた。

「そして新しい領主をもてなすたび、こんな肉は偽にせ物ものの味だ、と地面に捨てられるわけです。我々はなにも変わっていないのに、というあの小こ僧ぞうの言葉は、痛いほど染みましたよ」

　そして、護衛はふと真顔になって顔を上げた。

「失礼しました。つまらない話を」

「いえ……」

　護衛はもう無表情に、火の調整を続けている。

　人の立場や敵味方など、天気よりもうつろいやすいあやふやなもの、という話だ。

　ため息交じりに立ち上がり、荷馬車の荷台を覗のぞいてみると、荷物を枕まくらに寝ね転ころがったままのミューリはすでに起きていて、一枚の布切れを見つめていた。

「なんですかそれ？」

「ん」

　ミューリは喉のどの奥おくで小さく返事をすると、億おつ劫くうそうに体を起こし、両りよう腕うでを高く上げて伸のびをした。

「あの騎き士し様からもらったんだよ。いつか立派になったら、また貴女あなたに会いにきます、だって」

　ミューリが手にしていたのは、教会の紋もん章しようの前に交差した剣けんが配置された、聖クルザ騎き士し団だんの紋もん章しようが染そめ抜ぬかれた布だった。

「お話に出てくる騎き士しみたいな騎き士しさんだったけど……本当は泣き虫さんだね。涙なみだの匂においがするもの」

　騎き士しが竜りゆうを倒たおす冒ぼう険けんの途と上じよう、身分の証あかしとして騎き士し団だんの紋もん章しようが染そめ抜ぬかれた服の一部を、村の娘むすめに託たくしていく、なんていう展開は吟ぎん遊ゆう詩し人じんの唄うたでは定番だ。

　まさか実際にあることだとは、と思っていると、ミューリが紋もん章しようを鼻にあてたまま、悪いた戯ずらっぽくこちらを見ていた。

「これ、恋こい文ぶみだよね？　兄様もやきもち焼く？」

　返すのは、疲つかれたような笑えみだ。

「彼かれはとても素す晴ばらしい男性だと思います」

　ミューリはたちまち頰ほおを膨ふくらませるが、ふっと紋もん章しようを息で吹ふいてから、言った。

「あの男の子、王国のこの辺の生まれだって言ってた」

　おそらくローズのほうが年上なのだが、そのローズを男の子呼ばわりするミューリにもしっくりきて、なんだか笑えみがこわばってしまう。

「すっごく大変そうだったから、一度おうちに帰ったら？　て聞いてみたんだ。あの子、貴族様でしょ？　雰ふん囲い気きが上品だもの」

「騎き士しになるには自由身分が必要ですから、そうでしょうね」

「でも、この辺の生まれなら、こんな季節にあんな薄うす着ぎじゃ大変なことになるってわかってる気がしたんだけど……聞いたら、土と地ち勘かんなんて全然なかったみたい。単に部隊の偉えらい人が、あの子がこの辺出身だからって理由で送ったんだって。本当は、小さい頃ころに追い出されて以来、来たことなんてなかったって」

　出立前、まだ星のまたたく時間に、ミューリとローズが顔を寄せ合って会話をしている様子が目に浮うかぶ。

　ずいぶん微ほほ笑えましい情景だが、それ以上に気になる言葉があった。

「追い出されていた？　家をってことですか？」

「男兄弟の六番目なんだってさ。家を継つげるのは一番上のお兄さんだけ。二番目か三番目のお兄さんは、一番上のお兄さんになにかあった時のために大事にしてもらえるけど、やっぱり大人になったら他のみんなと一いつ緒しよに、ぽいだって」

　貴族の長子制度だ。

　複数人の子供に財産を分ぶん割かつ相続させれば、土地は細切れになり、富は散り散りになる。

　そのため、鳥が巣から弱い小鳥を外に捨てるように、不要な子供は外に放り出される。

「そういう要いらない男の子たちの行く先が、騎き士し団だんなんだって。だから逆に、長男の人はなかなか騎き士しになれないみたいだよ。全然知らなかった」

　ニョッヒラの湯屋で面おも白しろおかしく語られるのは、騎き士したちの理想的で空想的な世界だ。

　高潔な精神の持ち主たちが志願して集まり、正義のために戦い続け、時には悪を討うち取とり、伝説の化け物を屠ほふり、困難に陥おちいった人々を救う。

　しかし現実の騎き士し制度は、一皮むけば生々しい現世の事情によって形作られている。

　あるいはだからこそ、彼かれらは理想的な姿を追求するのかもしれないが。

「格好良くて、きらきらしてるだけだと思ってたなあ」

　ひとつの夢から覚めてしまったような、そんな言い方だった。

「あ、でも」

　と、そんなミューリがこちらを見る。

「兄様は格好良くて、きらきらしたままだからね？」

　見みえ透すいた言葉に、苦笑いしか出ない。まとわりついてくるミューリをいなしながら、ローズが歩いていったであろう方角を見た。

　彼かれらは聖クルザ騎き士し団だんにあって聖クルザ騎き士し団だんでなく、ウィンフィール王国民にあって、ウィンフィール王国民ではない。

　そこに妙みような既き視し感かんがあると思ったのは、自分とミューリの関係に似ていると思ったから。

　紋もん章しようの利用において続ぞく柄がらを決められないのと同じように、彼かれらは立ち位置が曖あい昧まいなため、誰だれからの支し援えんも当てにできず、孤こ立りつ無む援えんに陥おちいっている。

　さまよえる騎き士したちに、適切な名前があらんことをと祈いのるばかりだ。

「ねえ、この紋もん章しよう、どうしたらいいかな？」

　ミューリは、重すぎる物をもらってしまった、という顔をしていた。

「彼かれの気持ちです。大切にしなさい」

　するとミューリは肩かたをすくめ、半目にこちらを見た。

「兄様は女の子のこと、ほんっとうにわかってない！」

「ええ？」

　荷馬車からひらりと降りるミューリに、言葉もなく立たち尽つくす。

　ただ、朝食を食べ出発した後、荷台で腰こし帯おびに房ふさ飾かざりのように紋もん章しようを縫ぬいつけているのを見て、やれやれと苦く笑しようしたのだった。

　距きよ離り的には目と鼻の先、という護衛の表現は間ま違ちがっていなかった。

　日が昇のぼり、今日も雲のない青空の下をしばらく行けば、ほどなく大きな石いし壁かべで囲まれた建物が見えてきた。

「すごい、要よう塞さいみたい……」

「ものすごく古い修道院ですからね。起源は蛮ばん族ぞくとの戦いの時代にあるとか」

　そう言うと、ミューリは感心したようにうなずいていた。

　ただ、大きさに感動しているミューリとは裏腹に、自分には子供時代の記き憶おくと比べ、ブロンデル修道院は少し縮んだように見えていた。もちろん石いし壁かべは古びたもので、何百年とそこにあって神の家を守っているから、作り直したということではない。

　自分が大きくなったのだろう、と感かん慨がい深ぶかくなる。

　あの頃ころの自分はまだミューリよりも幼く、雪降る中、馬の背に乗ってたどり着いた。賢けん狼ろうホロの尻しつ尾ぽに一番触ふれられたのはあの時かもしれないと思ってつい笑ってしまうと、ミューリにきょとんとされた。

「お会いになられるのは、羊飼いの方でしたか」

「はい。敷しき地ちの中に建物があったかと。なんにせよ、一度修道院に挨あい拶さつを」

　その言葉にミューリが少しまごついていたので、笑って頭を撫なでてやる。

「広い修道院ですから、ローズ少年とは会えないかもしれませんが」

「会ったほうが気まずいの！」

　立派になったらまた会いにくると言われ、紋もん章しようの切きれ端はしを手渡されていた。

　それで一日と間を空けずに顔を合わせたら、確かに気まずいかもしれない。

「ハイランド様からの手紙を渡わたしてきましょう」

　護衛はそう言って身軽に御ぎよ者しや台から降り、正門のほうに駆かけていく。

　ミューリはそんな様子を荷馬車の荷台から見て、言った。

「鶏にわとりの修道院も、こんなに大きくなるの？」

　鷲わしの化け身しんシャロンを、鶏にわとり以外の呼び名で呼ぶ気はさらさらないらしい。

「どうでしょうね……。ここの修道院は多くの貴族や大金持ちから寄付を受けて、手広く商あきないをやっていたそうです」

「鶏にわとりも兄様の出で来き損そこないも、お金かね儲もうけは下手そうだから大きくならないか」

　ばっさり切って捨てるミューリに苦笑いするが、修道院は商あきないが下手なくらいでちょうどいいのではと思う。このブロンデル修道院も財産を溜ため込こみすぎたせいで、窮きゆう地ちに陥おちいった際には支し援えんの手が伸のびるどころか、その死肉をむさぼろうとする商人たちに群がられていた。

「でもこれだけ広かったら、騎き士し団だんのひとつやふたつ置けるよね」

「……」

　ミューリは頑かたくなにこちらを見ないで、修道院の正門を睨にらみつけている。

　ミューリも聖クルザ騎き士し団だんの立ち位置を知り、王国との関係を知った。

　彼かれら自じ身しんに罪があるわけではなく、まだ見習いの少年が、まったく土地にそぐわない装備のまま慣れない土地に送おくり込こまれ、救きゆう援えんの手紙を携たずさえて走る羽目に陥おちいらなければならない理由などない。

　ミューリが不ふ機き嫌げんなのは、ローズたちの巻まき込こまれた状じよう況きようもそうだが、彼かれらがそうなってしまった原因に手を貸している、ということもあるはずだった。さりとてどちらが悪いとも言えず、同時に両方が共存する道もまた見つからない。

　そのもどかしさに、苛いら々いらしているのだろう。

「護衛の人はああ言いましたが、聖クルザ騎き士し団だんは全教会組織の誉ほまれです。きっと受け入れてもらえますよ」

　その言葉にミューリはうなずき、もう一度うなずいて、「だったらいいな」と言っていた。

　ほどなく護衛が戻もどってきて、巡じゆん礼れいは受けつけていないが、羊飼いには会うことを認めてくれたと教えてくれた。ハイランドの手紙でさえそれが限界なことを知って、やや面食らっているようですらあった。自分としては、子供時代に来た時の居い丈たけ高だかな印象そのままで、なぜか嬉うれしくなる。

　正門脇わきにある通用門から荷馬車ごと入り、羊飼いの住まう畜ちく舎しや以外には出入りしないこと、と警備の兵士から厳命された。

　修道院はちょっとした町程度の大きさの敷しき地ちを持ち、羊飼いの住まう畜ちく舎しやは隅すみのほうに置かれていた。

「わ、すごい羊さんの匂におい」

　その建物は、やはり子供時分に来た時よりも幾いく分ぶん縮んで見えた。

　そして兵士が建物の扉とびらを叩たたくと、ほどなく一人の老ろう爺やが出てきたのだった。

「ご無ぶ沙さ汰たしております」

　シャロンの仲間の鳥に頼たのんで手紙を先に渡わたしてはいたが、ハスキンズは岩のように固い顔をピクリとも動かさない。ミューリはといえば、いつもの威い勢せいは消え、自分の後ろに隠かくれていた。

「ほらミューリ、ご挨あい拶さつなさい。あなたのご両親も、かつて助けていただいたのですから」

　相手はやや背が高いものの、髪かみも髭ひげも長い、なめした革かわ製せい品ひんのような老人だ。

　それでもミューリには真の力がわかるのか、王族を前にしている時とは比べ物にならないほど腰こしが引けていた。

「こ、こんにちは、ミューリと、言い、ます」

　尻しりすぼみにそう言って、また隠かくれてしまう。

　ハスキンズは無言のまま、そんなミューリからこちらに視線を向ける。

「まさかあの狼オオカミの、娘むすめの顔を見ることになるとは」

　呆あきれたように言われ、ハスキンズは顎あごをしゃくると、建物の中に入っていく。

　ついてこい、ということだろう。

「ねえ兄様……本当に、羊さんなの？」

　あの賢けん狼ろうホロでさえ尻しり込ごみさせた伝説の羊だ。

　ミューリがしっかりすごさを認にん識しきしてくれたようで嬉うれしいばかり。

「あなたでも敵かないませんか？」

　尋たずねてみると、すごい速度で首を横に振ふられた。

　ウィンフィール王国王家の紋もん章しようは、獅し子しの鬣たてがみのごとく盛り上がった肩かたの筋肉でしっかり大地を踏ふみしめる、偉い大だいなる羊の図ず柄がらだった。

　賢けん狼ろうでさえ子こ供ども扱あつかいするほどに古い時代を生きた羊は、我々の知る羊とは違ちがうのだろう。

「入りましょう」

　護衛は荷物を担かつぎ直し、ミューリはこちらの腰こしのあたりを摑つかむ手にギュッと力を込こめて、ついてきた。

　その建物は外から見ると三階建てだが、中は吹ふき抜ぬけで二階部分が半分ほど板いた敷じきの物置になっていて、ややがらんとした印象だ。一階部分は外と地続きになっている場所があって、羊が出入りできるようになっている。今も外からもこもこの羊が入ってきて、出ていく時にはさっぱりした見た目になっていた。

「毛け刈がりの最中でしたか」

「悪いが仕事をさせてもらうよ」

　ハスキンズは人の首さえ切り落とせそうな大きな鋏はさみを手に取って、そう言った。

　間が悪かったのは間ま違ちがいなかろうが、今すぐ出ていけと言われることもなかったので、腕うでまくりをして自分も鋏はさみを手に取った。

「手伝いましょう」

　護衛が不思議そうな顔をしていたが、やがて荷物を下ろすと鋏はさみを手に取り、結局ミューリも手伝って、羊の毛け刈がりにみんなで勤いそしんだのだった。

　竈かまどではなく、焚たき火びを囲むような囲い炉ろ裏り形式なのは昔から変わっていなかった。

　炭にかぶせてあった灰を取り除き、いくらか薪たきぎを放ほうり込こんだところで、涼すずしい顔立ちの青年が鉄製の水差しと木の器うつわを運んできた。バターの香かおりがする、初めて目にする飲み物だった。

「……羊さん？」

　ミューリがその青年に問いかけると、青年は微ほほ笑えむだけで、その場を離はなれた。

「聞いたこともない東の国から来た者だ。これはその土地の飲み物だという」

　ハスキンズはこの修道院領に、羊の化け身しんたちの故郷を作っている。様々な土地から居場所を求め、仲間がやって来るのだろう。その営みは数十年、ことによると百年を超こえているはずだ。

　イレニアはハスキンズとは考え方が合わなかったと言っていたが、二人とも似たような強さを持つ者たちだった。

「それで、今日はなに用かね」

　羊の毛刈かりを一通り終えた後、護衛は他の羊飼いたちと一いつ緒しよに羊毛を洗いに行った。気を利きかして席を外してくれたのかもしれない。

「古い時代のお話を伺うかがいたく」

「古い話？　また聖遺物の話でも探しにきたのか」

「もうなくなっちゃった騎き士し団だんの話とか」

　ミューリは自分の背中からひょいと顔を出してそう言うと、また後ろに隠かくれてしまう。

　ハスキンズは静かにまばたきをして、ため息をつく。

「そんな話を聞きに……？　文字どおり古い話だ。それに、騎き士し団だんの話ならば王国の文書館に残っているはずだが」

「できれば当事者のお話を伺うかがいたく」

　居住まいを正して、言った。

「私とこのミューリの、二人だけが使える紋もん章しようを作ろうと思っています。騎き士し団だんや王家の設立譚たんには、あなたのような立場の者が少なからず関わっていたかと思い」

　口にするとやはり、非常に落ち着かなくなる意味が込こめられていることに気がつく。

　ただ、背中に隠かくれるミューリが背中に額を当てているのがわかれば、こうしてあげるのがミューリの気持ちに向き合うために最大限にできることなのだ、と思い直す。

「……私の記き憶おくが確かなら」

　ハスキンズは身じろぎもせず、言った。

「お前は薄はく明めいの枢すう機き卿きようと呼ばれていたな」

　ハスキンズは当時から隠いん遁とん者しやではなかった。今も羊の仲間たちを守るため、しっかり目と耳を開いている。羊の仲間を利用して、普ふ段だんから修道院領の外の情報を集めさせているのだろう。

「その聖職者と、狼オオカミの娘むすめの取り合わせとは……水と油を混ぜようとするような試みだな」

「はい。ですから、二人だけの紋もん章しようをと」

　ある種の誓ちかいの代わりに。

　そんな言葉が透すけて見えたのだろう。

　ハスキンズは背中が盛り上がるように見えるほど、大きく息を吸った。

　驚おどろいたようにも、笑いをこらえたようにも見えた。

「以前も面おも白しろい理由でやって来たが、今回もまたひとしおのようだ」

　そして、呆あきれたように首を傾かたむけると、ごきりと骨が鳴る。

「昔の話だったか？　聞いたところで、参考になるとも思えんが」

　そう言って、焚たき火びの中に置かれていた鉄製の水差しを取り、自分の器うつわに注いでいた。取っ手に胡桃くるみかなにかの木が用いられた、なかなか意い匠しようの凝こったものだ。ハスキンズの趣しゆ味みとは思えないので、ここに暮らす羊たちの趣しゆ味みだろうが、なんとなくここでの順調な生活が垣かい間ま見みえてほっとする。

　濃のう厚こうなバターの香かおりが広がり、自分も器うつわに口をつける。

「参考にならないなんて、そんなことないよ」

　そう言ったのは、ミューリだ。

「私は兄様から紋もん章しようのことを言われて嬉うれしかったけど……大きな街の、本がたくさんある倉庫で調べたら、そんな簡単に作っちゃいけないものかもって思ったから」

　ハスキンズは硝子ガラスのような眼めでミューリを見ていたし、自分もやや驚おどろいてミューリを見た。

「あなたが出てくるご本を読んだけど、すごかった。大だい冒ぼう険けんだった」

「……はしゃいでいたのはあの小こ僧ぞうだけだ」

　初代国王が父親から若くして所領を受うけ継つぎ、一貴族としてこの島から蛮ばん族ぞくを追い出す戦いくさに参加したのが建国物語の始まりだとあった。もちろん王国の設立を描えがく物語なのだから、誇こ張ちようや脚きやく色しよくがどっさり入っているだろう。多くの人は、要所要所で現れては王を助ける黄おう金ごん羊ひつじを、その最たるものだと受け止めているはず。

　けれどハスキンズのその言葉ひとつで、あそこに書かれていた話はほとんど真実なのだと気がついた。見上げるばかりに巨きよ大だいな黄金の毛並みを持つ寡か黙もくな羊と、希望に燃える元気な若い貴族。あの設立譚たんでは書ききれないくらい、愉ゆ快かいな冒ぼう険けんがあったのではと思わせた。

「紋もん章しようっていうのが、そういうものの塊かたまり……みたいなものだとしたら、私と兄様にはまだ早いかもしれないって思った。あの書庫に私たちの紋もん章しようを並べたら、ほかのみんなに失礼かもって」

　あんなに喜んでいたのに、ミューリはことのほか冷静に受け止めていたらしい。

　裏返せばそれくらいの物語が欲ほしい、と言っているようにも聞こえたが、そんな思考はハスキンズの笑い声に搔かき消される。

「あの狼オオカミの娘むすめとは思えない殊しゆ勝しようさだ」

　寡か黙もくな野の賢けん人じん、といった風ふう体ていのハスキンズだが、笑うと思いのほか優やさし気な老ろう爺やに見えた。

　そんなハスキンズはバターの香かおりがする飲み物を啜すすり、言った。

「お前の母は実に生意気な狼オオカミだったが……」

　当時のぎすぎすしたやり取りを思い出し、なんとも言えない気持ちになる。

「そうだな。物語はあったとも。今では誰だれもがおとぎ話だと思うだろうことが。もはや人の世では誰だれも真に受けない、時に埋うもれた話がね」

　ハスキンズは、ため息をついた。

「そもそも、この修道院に黄おう金ごん羊ひつじの伝説が残っているからと言ってやって来たのも、後にも先にもお前の両親だけだ。白状すれば」

　ハスキンズはそこで言葉を切って、肩かたをすくめた。

「嬉うれしかった。我らは時代の流れの底にある、砂さ礫れきの下に身を隠かくすことを選んだ身だ。まだその流れに抗あらがおうとする者たちがいるのだと、眩まぶしく思ったものだ」

　往時を懐なつかしむように目を細め、ハスキンズは小さく笑う。

　その様子に、もしかしたら鉄製の水差しはハスキンズが選んだものではないのかと思った。

「お前の両親たちは、私に息いき継つぎをさせた。むこう百年はまた踏ふん張ばれるだろう」

　ハスキンズは、ミューリを見た。

「明日のために過去を知りたいという若き狼オオカミよ。なにを聞きたいのだ？」

　ミューリは耳と尻しつ尾ぽをぽんと出し、自分の陰かげから前に出た。

「もちろん最初は、あなたと王様のお話！」

　ハスキンズは左右非ひ対たい称しように顔をゆがめ、「思い出せるかな」などと言って、語り始めたのだった。

　初代国王と共に、まだ王国ではなかったこの島を統一する戦いくさの話。お守り屋で聞いた話の印象とは違ちがって、古代の帝てい国こくが教会の兵士と共に乗のり込こみ蛮ばん族ぞくを蹴け散ちらした後、速すみやかに国内の統一に進んだわけではないようだった。古代の帝てい国こくが衰すい退たいする中、教会も遠く離はなれた島国にいつまでもかかずらっていられず、やがて土地に根付いた帝てい国こくと教会の騎き士し同士で覇は権けんを求め、相争ったらしい。ハスキンズはその混乱に乗じて島に渡わたってきて、漁夫の利を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっていたそうだ。

　ブロンデル修道院や、ラウズボーンの大聖堂、あるいは現在まで残る主だった王国の都市もまた、この時代に建てられた要よう塞さいや各勢力の拠きよ点てんが元もとになっているとのことだった。

　島では争いと一時の平和を、百年か二百年に渡わたって繰くり返かえしていたという。

　ウィンフィール建国の父、ウィンフィール一世が現れたのはそんな時代だった。

　戦乱の時代によくあることで、戦いくさに斃たおれた父の後を継ついで、若くして所領を得た。羊の隠かくれ里ざとを作ろうと放ほう浪ろうしていたハスキンズは、この若者ならば利用できるのではと思って近づいたのが二人の出会いの最初らしい。

　そして、すぐにその若者の性格に驚おどろいたという。野望に燃えるというより、底そこ抜ぬけの楽天家で、平気で分の悪い戦いに首を突つっ込こんでは、苦難に陥おちいっている者たちを助けたりしていた。

　その無む邪じや気きな様子になんとなく放っておけず、時には黄おう金ごん羊ひつじの力を使って陰いんに陽ように助けていたが、ある日、決定的なことが起こった。野営の最中、自じ陣じんに迷まよい込こんできた野生の羊を部下が捕とらえた時、王はその羊を夕食にするのではなく、毛に手紙を巻きつけて放したらしい。

　その手紙には、黄おう金ごん羊ひつじに対する感謝がつづられていた。

　この若者が島を統一すれば、きっと平和な土地になるとハスキンズが確信したのは、その時だったらしい。こうしてハスキンズは正体を明らかにし、その若い貴族に正面から手を貸して、国内統一の夢に近づいていった。

　その流れにはミューリでなくても、魅み了りようされてしまった。

　途と中ちゆう、護衛がやって来て、洗った羊毛の塊かたまりを絞しぼるための木製万力のような物を用意するため中断したが、夕方頃ころには島国を統一し、かつての若い貴族が王になる一方、黄金の毛並みを持つ羊は古い時代に属する者として、表おもて舞ぶ台たいから身を引く決意を告げたところまでたどり着いた。

「その後は全然会わなかったの？」

「一度、偶ぐう然ぜんにあの小こ僧ぞうがここにやって来て、鉢はち合あわせたくらいだ。お互たがいもちろん知らぬ顔をしたが、その年は王宮が羊毛を山ほど買い上げていった」

　燻いぶした銀のような男たちの関係に、ミューリはきつい酒でも飲んだかのようなため息をついていた。

「それから後となると、死に目に呼びつけられただけだ。戦いくさの最中に貸した金を返さねばならない、とかいう理由を携たずさえ、使者がここに来た」

　戦いくさの物語で時折ある話だ。貧しい村に敗軍の兵が立ち寄って、食事や寝ね床どこを用意してもらった後、律りち義ぎに借用証を残していく。そして数年後、奇き跡せきの勝利を果たし王になり、貧しい村に黄金を携たずさえて戻もどってくる。

「どんなお話をしたの？」

　語るべき言葉は山ほどあったはず。ミューリの問いに、ハスキンズは肩かたをすくめた。

「なぜ紋もん章しようの羊は毛が短いんだと問とい詰つめてやった」

　そう言われて紋もん章しようを思い出すと、確かに四つの足がはっきり見て取れる毛の長さだ。するとハスキンズの真の姿は、しっかり毛の長い羊だということになる。しかも黄金の毛並みを持つ羊といわれ、その毛皮からは金が採れるという伝説の元にもなっているので、毛並みには一家言あったのかもしれない。とはいえ、王の死の床にあってそんなことを言う羊飼いに、周囲の重臣たちはさぞ驚おどろいただろう。

「王様はなんて？」

　ハスキンズは、ちりちりと燃える炭に目を落とし、ふてくされるように言った。

「もさもさしていたら格好良くないだろう、と」

　その答えにミューリは吹き出し、腹を抱かかえて笑っていた。

　けれど目じりに涙なみだが浮うかんでいるのは、単に笑いすぎというわけではないはずだ。

　永遠の別わかれ際ぎわの、二人の最後の言葉。

　島の統一にあって二人が出会い、協力し合ったのは、必然だったのだ。

「そんなわけで、今の紋もん章しようになっている。紋もん章しようの図ず柄がらなど、そんなものだ」

　突つき放はなすような物言いは、照れくさかったのかもしれない。

　しかしミューリはそんなハスキンズの話に、尻しつ尾ぽの毛が湿しめるくらい笑ったり感激したりしていた。

「……そんなお話があるなんて、ずるい」

　ミューリの心の底からの言葉に、ハスキンズは無表情のまま答えた。

「羊飼いは、隣となりの草地ほど青く見えるとよく言うものだ」

「えー？」

「聞き集めた話では、お前たちも相当なものだが」

　ミューリはこちらを見て、なぜか一方的にがっかりしたような顔をしてみせる。

「確かに冒ぼう険けんはしてきたけど……兄様は、その王様みたいに機知に富んでないもの」

　ひどい言われようだが、死の床での会話のようなことはできないだろう。

　そういうのはむしろ、ミューリの両親によく似合う。

「しかし、話をしていたら日が暮れてしまったな……なんだ、羊はまだ集められないのか」

　振ふり向むいて畜ちく舎しやを見やり、ハスキンズは言った。

「お前、少し行って集めてきてくれないか。狼オオカミだろう？」

「はーい」

　ミューリはいつになく素す直なおに返事をして、席を立って駆かけていく。

　自分も行くべきかと思ったところ、ハスキンズがふと言った。

「あの狼オオカミたちはうまくいったのか」

　ハスキンズが、あの二人のその後を気にしていることに、少し嬉うれしくなる。

「いや、愚ぐ問もんだな。うまくいってなければあの娘むすめはいない」

「温泉郷のニョッヒラという場所で、ロレンスさんと湯屋を開いています」

「ニョッヒラの湯屋？」

　やや驚おどろいたように片目を上げたが、それもすぐに小さな笑えみに変わった。

「どこか物もの憂うげなところのある狼オオカミだったからな。賑にぎやかな所に居場所を見つけられたのなら、重ちよう畳じようだろう」

「代わりに、娘むすめのほうは少し賑にぎやかに育ちすぎてしまったようで……」

　そう言うと、ハスキンズは笑って、こちらの器うつわに飲み物を注ぎながら言った。

「かもしれない」

　その直後、ミューリに追い立てられた羊の群れがいっぺんに畜ちく舎しやの中に入ってきて、静かだった畜ちく舎しやはたちまち大おお騒さわぎになったのだった。

　夕食の最中はかつて王国に存在した騎き士し団だんの話を聞いていて、ミューリの興味は尽つきなかった。けれども王国の建国物語とは違ちがい、大昔の騎き士し団だんは怪あやしげな者たちが少なくないようで、盗とう賊ぞくからの鞍くら替がえも多かったようだ。

「誰だれもが新天地を求め、この島に殺さつ到とうしていた。神の名の下もとに戦いくさが正当化され、土地を手に入れれば正当な身分が保証されるのだから、過去を清算したい者たちにはうってつけだ」

「王様が実は大盗とう賊ぞくっていう演目の劇を見たことがあるけど、それなのかな」

「どこにでもある話だ。戦いくさの倣ならいで、勝てば王となり、負ければ賊ぞくと見なされる」

「それはなんとなくわかるけど……たくさんあった騎き士し団だんのほとんどが、適当に紋もん章しようを作ったのはがっかりかも」

　ミューリや、その母親のホロなどと過ごしてきたせいか、人ならざる者はあちこちにいるような気にもなってくる。けれども実際はそうでもなく、あれだけ数がある紋もん章しようの起源に、なんでもかんでも人ならざる者が関わっているというわけではないようだった。

「超常の存在ではあるが、かつて本当に存在したかもしれない……程度が、権けん威い付けにちょうど良いのだろう」

　そんな話をしている間、護衛は少し離はなれた場所で他の羊飼いと共に鍋なべを囲んでいた。

　こういう場所で安全を確保するには、まずその場にいる者と親交を深めるべし、ということのようで、頼たよりになるし、都合も良かった。

「そういう意味で、紋もん章しようなど、気軽に作っても構わんものだろう」

　ハスキンズの言葉に、ミューリが上うわ目め遣づかいに言う。

「毛も短くされちゃうし？」

　老羊は軽く顎あごを上げ、咳せき込こむように、二、三度笑った。

「そうだ」

　ミューリはこちらを見て、にこりと笑う。

　ミューリは紋もん章しようのことを自分よりもよほど深く考え、受け止めていた。

　そして大切なものだと思うからこそ抱いだいていた懸け念ねんは、なくなった、ということだろう。

　わざわざハスキンズのところに来てまで過去の話を聞く必要があるのか、とも思いはしたが、きちんと意味はあった。

　ハイランドからもらった休きゆう暇かの時間を、ラウズボーンで部屋に引きこもり聖典の翻ほん訳やくに費ついやさなくて良かったと、少し自じ嘲ちよう気味に思う。

「ところで」

　そんな折に、ハスキンズが言った。

「お前たちの直前に来たあの小こ僧ぞうは、お前たちとどんな関係なのだ？」

　ローズのことだろう。頻ひん繁ぱんに来訪者があるわけでもない修道院なら、関係性を疑われるのも仕方ない。

「聖クルザ騎き士し団だんの少年、のことですよね？」

　いかにも、とばかりにハスキンズは温めた葡ぶ萄どう酒しゆを啜すする。その感じから、修道士のふりをしてこのブロンデル修道院で暮らす仲間の羊もいるのだろうな、と思った。

「道中で行いき倒だおれていたところを介かい抱ほうしました。この寒さなのに、ろくに服も重ねず、代わりに鎖くさり帷かた子びらを着き込こんでいるようなおかしな装備で、空腹と寒さにやられていたようでした」

「頭から道に突つっ込こんでて、泥どろ鼠ねずみだったよ」

　ミューリの追加の説明に、ハスキンズは小さくうなずく。

「お前たちに同道者がいる、という連れん絡らくはなかったし、あの小こ僧ぞうだけが弱々しく門を叩たたいているのに、妙みようにお前たちの匂においがしたからな。気になったのだ」

　なるほど、と理解する。

「私たちの、というよりかは、こちらのミューリでは」

　ハスキンズはほんの少し片かた眉まゆを上げ、そのとおり、とばかりに肩かたをすくめた。

「私に惚ほれちゃったみたい」

　あっけらかんと言うミューリに、ハスキンズはついに笑い、葡ぶ萄どう酒しゆを置いた。

「お前たちより先に、お前たちの匂においがする少年がやって来た。修道士から聞けば、聖クルザ騎き士し団だんの使いだという。私は混乱した」

「混乱？」

　不思議に思って聞き返すと、ハスキンズは静かな目をこちらに向けてくる。

「私の記き憶おくの中では、お前は実によくできた子供だった。私のような生き方をしていると、少し素す直なおすぎると不安になるほどにな」

　ふいに昔の話を持ち出され、恥はずかしくなる。

　ただ、そう言われて思い出すのは、空いた時間にハスキンズから教えてもらった、冬の季節の草原での歩き方や過ごし方だ。

「だから、お前たちがこの修道院へ、王の密命を受けてやって来た可能性は、十にひとつかふたつ、くらいだと思っていた」

「あっ」

　思わず声を上げてしまい、その衝しよう撃げきで薪まきが爆はぜたような気がした。結構な声量だったらしく、離はなれた場所で宴えん席せきを囲んでいた護衛が、ちらりとこちらを窺うかがったのが見えた。

　ただ、なんと言ったらいいのかわからない。この時期、この情勢で、この場所へと来るというのに、そんな可能性などまるで考えていなかったからだ。

　ここは王国の歴史より古い、強大な富と権力を保持しているブロンデル修道院。薄はく明めいの枢すう機き卿きようが古い知ち己きを頼たよりにそこにやって来るなど、いかにも一ひと癖くせありそうな訪問だと思われる理由がたっぷり揃そろっていた。

「いや、言い訳は結構」

　証しよう拠こは揃そろっている。

　そんな言い方だったが、証しよう拠こには二通りある。

　有罪と無罪。

　そして、無罪だったようだ。

「隠かくしごとをしているかどうかくらい、私にもわかる。本気でなにも考えていないなと、すぐにわかった」

　恥はずかしさに首をすくめると、隣となりのミューリがため息交じりに言った。

「私があの男の子からもらった布切れを腰こし帯おびに縫ぬいつけてる時も、微ほほ笑えましげにしてたんだよ」

「え？」

　間ま抜ぬけに聞き返すと、ミューリは怒おこっていいのか笑っていいのかわからないような顔をしていた。

「エーブお姉さんから教えてもらった言葉。保険、だよ」

　そこまで言われてようやく繫つながった。

　自分たちにはハイランドを通じた王国の偵てい察さつである、と修道院から疑われる理由が十分にある。

　ハスキンズは古い知り合いだし羊の化け身しんなので、味方になってくれる可能性があるとしても、修道士たちはわからない。では面めん倒どうごとを避さける可能性を高めるにはどうしたらいいか。

　全教会組織の誉ほまれである、聖クルザ騎き士し団だんの紋もん章しようを身に着けていればいい。よもや敵中の敵の紋もん章しようなど身に着けはしないだろうから。

「兄様は、私がいないと崖がけから落っこちちゃう羊さんだもの」

「群れにも一頭か二頭は必ずいる」

　狼オオカミと羊飼いの見解が一いつ致ちする稀まれな瞬しゆん間かんだろう。

　できればそんな矢や面おもてには立ちたくなかったと、目を逸そらすしかない。

「ずいぶんその名が世に聞こえていたから、一体どうなったのかとやや楽しみではあったが」

　ハスキンズは言って、温めた葡ぶ萄どう酒しゆの入った鉄製の水差しを傾かたむけてくる。

「その楽しさは想像を上回ったようだ」

　褒ほめられているような、褒ほめられていないような微び妙みようなところだったが、少なくとも疑いは抱いだかれずにほっとした。この後またミューリに間ま抜ぬけだなんだとなじられるのは、甘あまんじて受けるしかないようだが。

「あるいは今の世に名が広まるのは、そういうところなのかもしれない」

　前向きに評価されている、と思っておく。

　やや葡ぶ萄どう酒しゆがすっぱい気がしたが、ほっと体の温まる一杯ぱいではあった。

　羊飼いたちの朝は早い。

　しかも修道院のそれとなれば、晩課の祈いのりに合わせて一日を開始するので、夜明けというより真夜中に目を覚ます。ハスキンズたちの軒のきを借りている身としては、彼かれらが仕事の準備をしているのに眠ねむりこけているわけにもいかない。

　そんなわけでミューリにはきちんと起きるように、と言いい含ふくめておいたのだが、その心配はなかったらしい。むしろニョッヒラにいては体験できない羊飼いの生活に興きよう味み津しん々しんで、ハスキンズたちにくっついて、真っ暗な草原に出ていってしまった。

　本来なら自分もついていくべきだったのかもしれないが、ハスキンズから無理をしないでいいと言われた。足手まといになると思われたのだろうことは、護衛がミューリにくっついていくのは止められなかったことから明らかだ。

　がらんと静まり返った畜ちく舎しやで、焚たき火びの音と遠くから聞こえる修道士たちの祈いのりの声、それに畜ちく舎しやに残されたわずかな羊たちの声を聴きいていたら、眠ねむ気けに抗あらがうのは無理だった。うとうととしてしまい、次に目が覚めたのはすっかり日も昇のぼりきり、ほっぺたに泥どろの跳はねをつけたミューリが、羊たちと一いつ緒しよに帰ってきた頃ころだった。

「毎日は大変だけど、たまにならすっごく面おも白しろい」

　あまりに素す直なおな感想に苦笑いしてから、顔を拭ふいてやり、髪かみも梳とかし、朝食を囲む。

　その後は羊の毛け刈がりや刈かった毛の後工程も見学し、これには自分も参加した。

　刈かったばかりの毛を洗うために近くの小川に運んだり、水に沈しずめたり、誰だれかが川の底から引っ張っているのではと思うくらい重くなった毛を引っ張り上げ、それを絞しぼったり。

　腕わん力りよくのないミューリは雪解け水の冷たさが残る小川に足を浸ひたし、毛が流されないようにぶるぶる震ふるえながら上から踏ふんづけたり、大きな木製万力にぶら下がって水を絞しぼったりしていた。

　その後の昼食は、ホロとロレンスに拾われた時に食べたパンに次いで、美お味いしかったかもしれない。

　そんな牧歌的な時間を過ごし、わずかの午ご睡すいを挟はさんだ後のことだった。

「書庫を見たい？」

　午後の羊の毛け刈がりのため鋏はさみの手入れを手伝っていると、ミューリにそう言われたのだ。

「昔のお話が残ってるから見たいってハスキンズお爺じいさんに言ったら、見られるように話をしてくれたらしいんだけど、寄付が必要だって」

　そして、右手を出してくる。

「……事前に相談しなかったのは、わざとですね」

「あのハイランド様が書庫に入る前、お金払はらってるの見たからね」

　悪びれもせずに笑え顔がおで言われる。

　すでに話は聞けたのだから、お金を払はらってまで書庫で本を見る必要はないのでは、と言われることを想定していたのだろう。

　路銀の類たぐいはすべてハイランド持ちなので、無む駄だ遣づかいは戒いましめるべき。

　しかしハスキンズが根回しをしてくれたのなら、頭の固い兄もいまさら断れまい、という算段だろう。こういうところばかりめきめき成長していくのだ。

　ブロンデル修道院の書庫となると、銅貨数枚で、というわけにもいかないだろう。それに書物の維い持じ費用と手間を知っている身としては、意地悪で寄付を要求しているわけではないこともわかる。質は悪いが安くもないリュート銀貨を財さい布ふから見つけ出した。

「帰りの食事代から引いておきますからね」

　銀貨をミューリの手に、小言と一いつ緒しよに載せた。

「いーっ」

　ミューリは牙きばを見せてそんなことを言って、ハスキンズの下もとに駆かけていく。

　そうして日が暮れるまで帰ってこなかったのだが、夕食の良い香かおりに負けないくらいインクと革かわと埃ほこりの匂いをさせて帰ってきたと思ったら、ずいぶんおとなしくて、しおらしかった。

　なにか悲しい話でも見つけたのだろうかと、寝ねる時に同じ毛布の中に潜もぐり込こんできたので心配したのだが、ミューリは散々ためらった後に、こう言った。

「一日ごとに、寄付が要いるんだって……」

　腕うでの中で上うわ目め遣づかいに見てくるミューリに、ため息をつく。

「あなたも詰つめが甘あまいですね」

　ミューリはふくれっ面つらで胸に顔を埋うずめ、誤ご魔ま化かしてくる。翌日は銀貨を握にぎりしめ、朝課が終わると共に書庫に向けて駆かけていった。

　そんなことはありつつも、平和な時間に感謝して、昨日と同じように羊飼いたちの作業を手伝った。こんな生活を繰くり返かえし、夜は思し索さくの時間に当てられたら素す晴ばらしいだろうなと思う。王国と教会の争いが落ち着いたら、ミューリが言うような修道院の建設は大変だろうが、こういう生活を行う修道会のようなものを作るのはどうか。

　そんな吞のん気きなことを考えていたのを、きっと神がご覧になっていたのだと思う。

　午前中の作業を終えて畜ちく舎しやに戻もどれば、毛け刈がりのために先に戻もどされていた羊たちが、ちょっと落ち着かない様子を見せていた。なにごとかと思う間もなく、気がついた。

　屋根の部分に開けられた天窓の桟さんに、一羽わの鷲わしが止まっていたのだ。

　見み間ま違ちがえるはずもない、シャロンだった。


[image: ]


　ハスキンズはもちろんその鷲わしが尋じん常じようの鳥ではないとすぐに気がついていたし、自分の反応から、知り合いらしいとも察していた。

　とはいえ他の人間の目があるここで、気軽に話しかけるわけにもいかない。ハスキンズは何食わぬ顔で口笛を鳴らし、シャロンに向けて腕うでを出せば、シャロンは少し面めん倒どうくさそうではあったが舞まい降おりてきて、その腕うでに止まった。
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「どこかの貴族の下もとから逃にげ出だしてきたのかもしれないな」

　ハスキンズはそんなことを聞こえよがしに言って、手伝ってくれ、とこちらに話を振ふる。

　蔓つるで編んだ大きな籠かごの中身を空けて、おそるおそるシャロンにかぶせた。籠かごに入れられる直前まで、シャロンがじっとこちらを見ていたのは、わざとだったと思いたい。

　そうしてハスキンズとシャロンの三人で畜ちく舎しやを出てから、ハスキンズが言った。

「ラウズボーンで暴れていた徴ちよう税ぜい人にんというのはお前か」

　甲かん高だかく短い鳴き声は、返事というより不満の声だろう。ハスキンズは小さくため息をついて、籠かごの蓋ふたを取る。そして近くにあった大きな納な屋やのような建物の扉とびらを開け、そこに入る。

　紡つむいだ糸の保管場所のようで、ムッとするような羊毛の匂においに満ちていた。

『噂うわさに聞いた黄おう金ごん羊ひつじが、まさか伝説どおりの場所にいるとは思わなかった』

　シャロンの言葉に、ハスキンズは小さなため息のみを返していた。

「なにか楽しいお知らせ、というわけではありませんよね」

　シャロンは今いま頃ごろ、修道院を建設するための建物を検分しに行っているはずだった。

『残念ながらな。修道院の予定地が想像以上の荒あれ放題で、長居できなかったから早々にラウズボーンに帰り着いた途と端たん、面めん倒どうごとと対面だ。するとお前たちは吞のん気きに旅行中だという。ハイランドがここに向けて早馬を出しているが、それを待っていたら二日か三日は無む駄だにする。さっさと荷物をまとめて帰路につけ。道中で早馬と行き会うだろう』

　シャロンのことはハイランドに秘密なので、シャロンの判断で飛んでくれたのだ。

『私はクラークに不在がばれたら困るから、一刻も早く戻もどりたい。質問は手短にしてくれ』

　シャロンはクラークにも正体を秘密にしていた。信しん頼らいしていないとかではなく、クラークの優やさしさから、正体を知らせることはクラークの負担になると思ったのだろう。

「面めん倒どうごとというのは？」

『聖クルザ騎き士し団だんがラウズボーンにやって来た』

　一いつ瞬しゆん驚おどろきに目を見開いたが、すぐに腑ふに落ちることがあった。

「……大聖堂が門戸を開いていますから、一時的に頼たよる先として選ばれたみたいですね」

「出来ごとというのは羊の群れと同じだ。一頭が現れると、次から次に後続がついてくる」

　そんなハスキンズとのやり取りに、シャロンは鳥らしい無表情ながら、なんの話だ？　という不ふ機き嫌げんそうな顔をしていた。

「ここにくる途と中ちゆう、聖クルザ騎き士し団だんの騎き士し見習いの少年に出会ったんです。装備もろくに整えず、行いき倒だおれるような行程で、救きゆう援えんの手紙を胸に忍しのばせて」

　シャロンは港町の商人たちに怖おそれられる、徴ちよう税ぜい人にん組合の副組合長だった。聖クルザ騎き士し団だん貧ひん窮きゆうの噂うわさは耳にしたことがあるだろうし、ローズの話だけでなんとなく察したのだろう。

　羽を広げ、呆あきれるように身み震ぶるいした。

『戦いくさではないのか』

「その可能性はとても低いと思いますが……もちろん、平和な表敬訪問でもないと思います」

『ふん。我々は薄はく明めいの枢すう機き卿きようと繫つながっている。異い端たん者しや狩かりの名めい簿ぼがあれば、筆頭に名が挙がってるだろう。それについては？』

　シャロン本人が空を飛んできたのは、これが理由だったらしい。シャロンは鷲ワシの化け身しんだが、相方のクラークは普ふ通つうの人間なので、シャロンとしてはクラークを守らなければならない。

「ないとは言いきれませんが……」

　ハスキンズを見やると、黄おう金ごん羊ひつじは言った。

「考えにくい。異い端たん者しやを狩かる余よ裕ゆうがあれば、救きゆう援えんの手紙を持たせた小こ僧ぞうが一人、ぬかるみをとぼとぼ歩いてはいまい」

　シャロンは納なつ得とくしたのかしていないのかわからないが、ひとまずそれ以上質問はしてこなかった。

『なんであれ穏おだやかではない。私は戻もどる』

「は、はい。お疲つかれさまでした」

　ばさばさと納な屋やの中で羽ばたいたせいで、羊毛の埃ほこりが舞まう。

　咳せき込こんで手で払はらっているうちに、換かん気きのためだろう開けっ放しになっていた木窓から飛び去っていった。

「行くのかね」

　ハスキンズの短い問いかけだった。

「行きませんと。おそらくハイランド様が対応を余よ儀ぎなくされているはずですから」

　ハスキンズはその答えにふっと目元を緩ゆるませ、言った。

「足元はおろそかかもしれないが、正しい方向を見ている」

「それは」

「足元は側にいる者が見ている。自信を持って大おお股またに進めばいい。私の物語では、少なくともそれでうまくいった」

　底そこ抜ぬけに楽天的な若い貴族と、泥どろを啜すする覚かく悟ごの下もとに古い時代の息い吹ぶきを今に伝え続ける年老いた羊。彼かれらはそうしてひとつの時代を駆かけ抜ぬけたのだ。

　私たちはそんなに凄すごいものでは、と言いかけたが、すんでのところでこらえることができた。

　ミューリはまさにその凄すごいものを、紋もん章しように込こめたいと望んでいる。

　ならば自分が否定してはならない。

「参考にさせていただきます」

　肩かたをすくめたハスキンズに背中を叩たたかれ、納な屋やから出た。

「えーと、まず護衛の方に出発を告げないといけませんが……」

　いきなり街に帰ると言われたら、拒きよ否ひはしないまでもいぶかるかもしれない。

「鷲ワシのことが秘密なら、胸むな騒さわぎの原因は聖母像が涙なみだを流したから、とでも言っておこう」

　ここはブロンデル修道院なのだから、危難を告げるそんな奇き跡せきもあるだろう。

「では私はミューリを呼んできます」

　そうして走りかけた時、またハスキンズが言った。

「いや、書庫へは私が行こう」

「え？　大だい丈じよう夫ぶです。十年以上前に来たきりですが、書庫の場所は覚えていますよ」

　あの時は商人がたくさんいて、確か聖遺物の目録のようなものを見せられた。

　初めてロレンスたちの役に立てた気がして張りきったものだ。忘れるはずもない。

　ハスキンズはなおなにか言いたそうにしていたが、結局口をつぐんでいた。

　小走りに駆かけ、記き憶おくのとおりに進んでいき、書物を盗ぬすみ出だそうとする者を威い嚇かくするために彫ほられた悪あく魔まの像の下を潜くぐり抜ぬけ、書庫の管理官を探す。

　鼻の長い瘦やせた管理官は、億おつ劫くうそうに利用者名めい簿ぼを指さしてくる。

　連れの者に急用です、と告げれば、肩かたをすくめられた。

「では書しよ籍せきはそのままにして、書物の鍵かぎだけこちらに持ってきてください。慌あわてて片付けられては、本が傷いたむ恐おそれがあります」

　書物に鍵かぎ。最近はだいぶ減ってきているが、古い書庫ならば、小口に鍵かぎをつけて鎖くさりで書見台に繫つながれているところが少なくない。

「心得ました」

　と答えれば、管理官はこちらが書物に縁のない無知な者とは違ちがうと思ったのか、大おお仰ぎようにうなずいて、扉とびらを開けてくれた。

　たちまち漂ただよう埃ほこりと革かわ、それにインクの匂においに懐なつかしい気持ちにいっぱいになりながら、深遠な森のような書庫を奥おくに進んでいく。

　そして書見台にかじりつくようにして、大きな本を広げていたミューリの背中を見つけた。

「ミューリ」

　他に利用者もいなかったが、なんとなく癖くせで声を潜ひそめて名を呼ぶ。

　するとよほど集中していたのか、飛び上がらんばかりに驚おどろいていた。

「あ、えっ、え、兄様？」

「ミューリ、さっきシャロンさんが来て、ラウズボーンの街に──」

「は？　鶏にわとりが？」

　たちまち不機嫌になりかけたミューリだが、こちらの視線に気がついて慌てていた。

「あ、これは、兄様っ」

　ミューリがぱたんと大きな本を閉じても、その時にはすでに自分の手が横に積まれた本に伸のびている。ざっと開けば、なんの本かすぐに明らかになった。

「……あなた、この本は……」

　ミューリは下した唇くちびるを嚙かみながら目を逸そらし、全身で返事を拒きよ否ひしていた。

　しかし、言い訳の余地もない。三冊目も、四冊目も開けば、内容はほぼ同じ。

　そこにあるのは熊くまの挿そう画がであり、そのうちの一枚ははっきりと、巨きよ大だいな熊くまが月に手を伸のばしていた。

「……」

　ミューリは頑かたくなに返事をしない。ニョッヒラでも一度こうなると手ごわかった。

　悪いことをしたというのは言いがかりだと、徹てつ底てい抗こう戦せんを決きめ込こんでいるか、悪いとわかっていても謝あやまる気はない、と腹をくくっているかのどちらかだからだ。

　そして月を狩かる熊くまの話をこっそり読みにきていたのは、その両方だろう。

「……とにかく出ましょう。シャロンさんがラウズボーンの街の様子を教えてくれたんです」

　ミューリの手を取ると、ミューリはなんの反応も見せないが、振ふりほどきもしない。

　熊くまの話題は、自分たちの間では扱あつかいに困る代しろ物ものになっていた。自分がそうであるように、ミューリもどういうふうにふるまえばいいのかわかっていないのかもしれない。

　手を引けばついてきてくれるだろうと信じ、残る手で机の上の鍵かぎを拾い集める。

「全部で何本ですか？」

「……五本」

　数はあっている。うなずいて書庫を出て、管理官に手て渡わたして外に出た。

「ああ、そうか」

　と、書庫の前にある石段を下りてから、気がつく。

「お寝ね坊ぼうのあなたが夜中に起き出し、羊を外に連れ出すのにもついていったのは、ハスキンズさんとこのことを話すためだったんですね」

　だからハスキンズは、護衛がついてくるのは止めず、自分だけを止めた。それからミューリが熊くまの本を読みに書庫に行っていることと、熊くまの話を自分が嫌いやがることを知っていて、書庫に行く自分を止めようとしたのだ。

　となると、ひとりでに導かれることがある。

「じゃあここに来たのが、そもそも──」

「それは違ちがう」

　ミューリが言って、立ち止まる。

「……本当に、紋もん章しようのことも聞きたかった」

　わざわざ噓うそも言うまい、と思ったし、噓うそだと信じたくない理由もあった。

　ミューリは紋もん章しようをとても楽しみにして、ありったけの大切なものを詰つめ込こみたいと考えて、ここに紋もん章しようの話を聞きにきた。

　それが単なる口実だったと言われたら、あまりに悲しすぎる。

「ミューリ」

　その名を呼んで、力なく繫つながれている手を少し振ふった。

「ここを出て街に向かえば、ずっと護衛の人がいます。それに街に到とう着ちやくしたら、また大おお騒さわぎの渦か中ちゆうかもしれません。話をしましょう」

　ミューリは道に迷った女の子のように力なく立たち尽つくしていたが、やがてゆっくりと、窺うかがうようにこちらを見た。

「鶏にわとりは、なんて？」

「ラウズボーンに、聖クルザ騎き士し団だんが来たそうです」

　ミューリの目が見開かれる。

「ですが、いきなり街に攻せめ込こまれた、という感じでもなさそうです。荷造りまでの間に少しお話しするくらいの時間はあるでしょう」

　ミューリが視線を逸そらしたのは、こちらを見たくないからではなく、この敷しき地ちにいるはずのローズを探したのかもしれない。

　そして、こちらに向き直る。

「兄様、怒おこらない？」

　怒おこられたくないというより、怒おこり出されると面めん倒どうくさいというような聞き方に、むしろいつものミューリだとほっとする。

「場合によります」

　ミューリははっきり嫌いやそうな顔をして、ため息をついたのだった。

　沈ちん黙もくの掟おきてがある修道院はことに静かで、物音といえば羊の声か、敷しき地ち内の畑で働く修練士が行きかう足音くらい。

　シャロンが飛び去った納な屋やの陰かげにあった木箱に並んで座すわり、ミューリは言った。

「ハスキンズお爺じいさんに、王国の話と騎き士し団だんの話を聞きたかったのは本当だから」

　つんけんした話し方なのに、口調そのものはちょっと弱い。

　ミューリとしてもそこは疑われたくないということだろう。

　うなずくと、ミューリはため息を挟はさんでから言う。

「でも、熊くまのことを聞きたかったのも本当」

　精せい霊れいの時代を終わらせたという、月を狩かる熊くま。

　何百年か前に起きたという、月を狩かる熊くまと他の精せい霊れいたちの争いの伝説は、人の世にもおとぎ話として残っている。熊くまの爪つめによってできた渓けい谷こくや、山を引ひっこ抜ぬかれてできた湖に、その山が海に放り投げられてできた島、という話だってある。

　ひとつひとつは荒こう唐とう無む稽けいに思えるその話だが、そういう古代の話をたくさん集めた時、別の姿が見えてくる。熊くまは森や山の王たちと戦い、土地から土地へ移動していたのではないか。最後には西の海に到とう達たつし、姿を消したのではないか。

　そして、月を狩かる熊くまに多くの精せい霊れいたちが殺されたため、彼かれらの時代は終わったのではないか。

　ミューリの両親であるホロとロレンスたちの旅でも、そこまでの話は集まっていた。

　月を狩かる熊くまというのはおそらく実際にいて、多くの者を屠ほふったのも事実。

　だが、ホロとロレンスたちの集めた話では、ひとつの謎なぞが残ったままだった。

　月を狩かる熊くまはその後、どこに行ったのだ？

　その問いの答えに関する話を、北の島とう嶼しよ地域で知り合った鯨くじらの化け身しんであるオータムから聞いた。それが海の底に残る、巨きよ大だいな足あし跡あとという話だ。

　しかもその足あし跡あとは、人の世に出回る、ある噂うわさと符ふ合ごうしていたのだった。

　人は技術力によって森を切り開き、船に乗って世界地図を広げてきた。謎なぞだった暗がりは照らされて、精せい霊れいの時代の生き残りはますます居場所を減らしていく。そんな時代にあって、神秘を減らしていたはずの新しい知識が、古い伝説の新たな一面を照らし出していた。

　それが西の海の彼方かなたにあると言われる、新大陸の話だった。

　奇くしくも月を狩かる熊くまが姿を消したのも、西の海。

　ミューリにとって月を狩かる熊くまの話とは、母である賢けん狼ろうホロの故郷の友を殺あやめた仇かたきであると同時に、とてつもない冒ぼう険けんの始まりを告げるかもしれない存在なのだ。

　片方の手だけで摑つかむのならば、そっと外すことができたかもしれない。

　しかしこのミューリが両方の手でがっちり摑つかんでいたら、手放させることは容易ではない。

「ハスキンズさんなら当時の話、月を狩かる熊くまが暴れていたまさにその時の話を知っている……そう考えたんですね？」

　口にしてみればすぐに連想できそうなものなのに、まったく想像もしていなかった。そもそも自分は、ブロンデル修道院を訪おとずれるということの意味さえ、全く深く考えていなかった間ま抜ぬけなのだ。この話のように尺度が壮そう大だいすぎると、尚なお更さら隣となりになにが置かれているのか見えなくなる。

「だって、母様はその時代には少し離はなれた場所で吞のん気きに麦ばく穂すいを見つめてたって言うし、鯨くじらさんは海の底でのんびりしてたって言うし、イレニアさんは私よりちょっと年上なだけだって言うんだもの」

　イレニアの見た目は確かにミューリより数歳さい年上のお姉さんだが、きっと実年ねん齢れいは自分よりはるかに高い……とは思ったが、言わないでおいた。

「あの時代の話を知ってる存在なんて、道みち端ばたに落ちてる金の塊かたまりより貴重じゃない。それに、イレニアさんはハスキンズお爺じいさんと仲が悪いって言ってたし」

　時代の流れの底にある、砂さ礫れきの下に身を隠かくそうと決意した身、とハスキンズは自身を評していた。一方のイレニアは、人ならざる者たちの国を創ろうと決意し、海のはるか先を見み据すえている新時代の申し子だ。

　目的は似ていても、手段や考え方は真逆と言っていい。

　二人はまさに、古い時代と新しい時代だった。

「でも熊くまの話を聞きに行きたいなんて言ったら、兄様は絶対にだめって言うはずだもの」

「それは……まあ……」

「そうしたら紋もん章しようの話が出てきて、書庫で本を読んでたら、羊さんの紋もん章しようとか、そういう聞きたいことがいっぱい出てきた。で、そっちなら兄様を説得できそうだと思った」

　こちらがミューリを生まれた頃ころから世話しているように、ミューリは生まれた頃ころからこちらのことを見つめている。そして最近では、ミューリのほうがだいたい一枚上手だ。

「それに、私が知りたかった熊くまの話は、多分兄様が思ってるのと違ちがうことだよ」

「え？」

　ミューリは月を狩かる熊くまを仇かたきと見なしている。その時にミューリが見せる暗い目を見るのが辛つらくて、ミューリにはこの話に関わって欲ほしくないと願っている。

　ただ、目の前のミューリは復ふく讐しゆうの炎ほのおを揺ゆらめかせるのではなく、記き憶おくの中に身を沈しずめるように、遠い目をしていた。

「たっくさんの本の中の紋もん章しようを眺ながめてて、おかしいなって思ったことがあったの。紋もん章しようの起源に関する本を調べれば調べるほど、その変な感じは大きくなっていった」

　ミューリはそう言って、顔を上げると道の先に向かって手を上げた。

　見れば、ハスキンズがいた。

「紋もん章しようには物語があったり、理由があったりする。海で戦う騎き士し団だんなら、口に帆ほを咥くわえた亀かめさんの図ず柄がらにするとか」

　ユラン騎き士し団だんだった気がする。

　しかし、それと熊くまの話がどうかかわるのかわからない。

　そう思っていたら、ハスキンズがやって来た。

「怒おこられたか」

　ハスキンズは真面目な顔なので、冗じよう談だんかどうかわかりにくい。

　ミューリはふてくされたように肩かたをすくめた。

「お前が怒おこるから黙だまっていて欲ほしいと言われた」

　ハスキンズに怒おこっても仕方ない。

　ただ、聞きたいことはあった。

「ミューリとどんな話を？」

　月を狩かる熊くまの話。

　ミューリはその存在について、紋もん章しようにまつわる話を見ていて違い和わ感かんを抱いだいたという。

「驚おどろくような話だ。私も目を瞠みはった」

　そして、もはや驚おどろくようなことなどこの世になさそうなハスキンズが、そう言ったのだ。

「あれがもう何百年前の話なのか……時の中で風化して、もはやそれ以上削けずれることのない河原の石のようになっていた。まさかそこに、考えてもみなかった面があるなどとどうして思う」

　野の賢けん人じんと称しようされる羊飼い。

　その羊飼いが、太陽を見上げながら言った。

「あったのだな。生まれた頃ころから見ているあの太陽に、まだ問いかけるべき言葉があるように」

　ハスキンズがミューリに協力したのは、単に幼い少女のためを思って、ということではなかったらしい。そこにはそうするべき、価値があったのだということなのだから。

「兄様、狼オオカミの紋もん章しようと一いつ緒しよ」

　ミューリが言った。

「熊はどの存在よりも強かったのに、紋章はほとんど残ってなかったんだよ」

「……」

　紋もん章しようには流行がある、とお守り屋の店主は言っていた。

　その点で、狼オオカミは古代帝てい国こくの旗印だったこともあり、古すぎることが理由で廃すたれていった。

　けれども狼オオカミの神秘的なたたずまいや、あるいは森の中を駆かけ巡めぐる狩人かりゆうどとしての姿は、今でも傭よう兵へいたちに人気がある。

　ならば山の象しよう徴ちようとして鹿しかや、海の象しよう徴ちようとして亀かめが選ばれたように、力の象しよう徴ちようとして熊くまの紋もん章しようが作られないのは、確かにおかしかった。

　あらゆる古いにしえの精せい霊れいが敵かなわなかった、暴力の王。

　熊くまの紋もん章しようが世に溢あふれる要素は、揃そろっている気がした。

「一度そうやって疑問に思ったら、聞き集めた昔話にもどんどん不思議なことが出てきたの」

「私も問われて言葉に詰つまったものだ」

　ハスキンズが、透すきとおった目をこちらに向けてくる。

「月を狩かる熊くまの伝説は常に夜と一いつ緒しよだが、それはなぜだ？　と問われたのだから」

　自分もまた戸と惑まどった。もちろん問いそのものの意味は分かる。確かに月を狩かる熊くまと言われると、月という単語のせいか、夜の印象と強く結びついているからだ。

　しかし、なぜそんなことを問うのか。単におどろおどろしい存在を語るための便法に過ぎないのでは。

　そして、ミューリにとってはそうではなかったのだ。

「兄様、月を狩かる熊くまは山に腰こし掛かけるくらい大きいんだよ。夜ならともかく、昼間は一体どこに身を隠かくしていたって言うの？」

「……」

「あっちこっちで悪さして、恨うらみも買いまくってたはずなのに、のんびりお昼ひる寝ねなんて絶対無理でしょ？　そうでなくたって、あそこの山で山より大きな熊くまが寝ねていたっていうおとぎ話がどっさり残っていたっておかしくない。だって、手を伸のばしたら月も狩かれるくらいに大きな熊くまなんだから」

　言葉がなかったし、即そく座ざに喉のどから出かけたものといえば、おとぎ話にそんな指し摘てきは野や暮ぼ、というものだった。

　その言葉が出なかった理由に、我ながら呆あきれる。

　なにせ目の前には、ウィンフィール王国建国に手を貸した、伝説の黄おう金ごん羊ひつじがいるのだから。

　その伝説上の存在であるハスキンズが、静かに言った。

「月を狩かるという呼こ称しようは大おお袈げ裟さだったか？」

　ハスキンズは自身の言葉に、ゆっくりと首を横に振ふる。

「私は仲間と共に逃にげる時、こう思ったものだ。どれだけ走ろうとも、まるで離はなれている気がしない。奴やつの黒い影かげは常にそこにあった。月に照らされ、まさに月のようにそこにあった。それほどの巨きよ大だいさだったのだ」

　距きよ離り感を失うほどだったのだろうが、同時にここでもまた、夜だ。

「その熊くまが昼間になにをして、どこで寝ねているかなど……」

　ハスキンズは、半分笑っていた。

「想像すらせん。あれはそういう対象ではなかった」

　近すぎるゆえに見えなかったこと、というのはあるだろう。

「だが、言われてみれば確かにそうだし、人の目にもっと触ふれたはずだ。各地に残る、その土地に住む我々のような存在と同様にな」

　ミューリの母親である賢けん狼ろうホロも、北から南に旅する過程で、いくつかの目もく撃げき談が現在にまで残っていたらしい。

　ならば月を狩かる熊くまは、もっとはっきり残っていてもおかしくない。その勇ゆう猛もうさに驚きよう嘆たんし、その神こう々ごうしさにあやかろうとする王たちがいたっておかしくない。

「狼オオカミの紋もん章しようが少ないのは残念だけど、昔は多かったって記録にも確かにあるし、今も使っている人たちがいる。でも、熊くまはそれが極きよく端たんに少ない。月を狩かる熊くまの話が事実なら、おかしなくらいに」

　ミューリの言葉はもっともな疑問に満ちていた。なにか釈しやく然ぜんとしない。

　古い言い回しでも、熊くまのように強い、というものがあるくらい、力を表現する存在の代名詞なのだ。紋もん章しようの図ず柄がらに採用されるには、それだけでも十分な気がする。

　今なお森の中で見かける普ふ通つうの熊くまでさえ、狼オオカミの群れより厄やつ介かいかもしれないのだから。

「それで熊くまの紋もん章しようのことを調べたら、熊くまの紋もん章しようを使ってる家は大昔に絶えてるのが多かった。まるで呪のろわれているみたいに」

「え？」

　聞き返すと、ハスキンズが少し楽しそうに言った。

「この年とし頃ごろの子供は、とんでもない発想をすると思ったものだ」

　ミューリは赤い瞳ひとみをぱっちり開き、こちらを見つめていた。

　理知的な、そして溢あふれるほどの想像力に満ちた若い瞳ひとみだ。

「月を狩かる熊くまは、人に化けられるんじゃない？」

　目の前に答えがあるのに、いつでもそれを利用できるわけではない。

「これが、熊くまが昼間になにをしていたかの答え。普ふ通つうに寝ねてたんだろうね。で、そうなると西の海に消えた、なんて話もなーんか変な感じがするんだよね」

　恐おそれを知らない若さを持つミューリは、想像の世界でもためらいなどしない。

「もしかしたら、身を潜ひそめたかったのかもね」

　ひとつの時代を終わらせるほどの戦乱の後、勝者もまた、なぜか時の流れの中に消えてしまった。

　なぜかと問うた時、自ら消えたとするのなら、答えとしては最も簡単だ。

　ただ、そうなるとミューリの話は、ついさっき出てきた奇き妙みような疑問に、不気味な答えを出すことになる。

「だとすると…………熊くまの紋もん章しようの家が少ないというのは……」

「そう」

　ミューリが、にやりと笑う。

「月を狩かる熊くまが殺して回ってるんじゃないかって。自分の存在を隠かくすために」

「いや、えっと……」

　ミューリの話はなんとなく不可解な熊くまの話に説明をつけてしまうが、こじつけ感はもちろんある。なぜそんなことをしたのか？　というのが最大の理由だ。わざわざ夜にだけ現れて、ひとつの時代を終わらせて、世界に文字どおりの爪つめ痕あとを残した後に世界を征せい服ふくするでもなく、自身の存在を隠かくすために西の海に消えたと見せかけることまでした。さらには人の世にも記き憶おくが残らないように、自分の存在を崇あがめる者たちを殺して回って……。

　そして賢かしこいミューリの賢かしこさは、到とう底てい自分の及およぶところではなかったらしい。

　もちろんそこにも考えを至らせていたのだ。

　むしろ輝かがやく顔を見る限り、そここそが、肝かん心じんかなめの肝きもだったのだとわかった。

「羊と狼オオカミでは、見ている世界が違ちがう。いや、この娘むすめに関して言えば、触ふれてきた物語の数が違ちがう、というほうが正しいやもしれない」

　ハスキンズの呟つぶやきに、ニョッヒラでは誰だれよりも物語が大好きなミューリが、言った。

「ねえ兄様。月を狩かる熊くまが滅ほろぼしたひとつの時代の後、覇は者しやになったのは誰だれ？」

　足元が崩くずれ落おち、ぽっかりと奈な落らくの底が空くような感覚。

　まさか、そんな、馬ば鹿かな。

　ミューリは言った。

「兄様は、神様に会ったことがある？」

　悪い夢に、目を覚ましたまま突つき落おとされた。

　それくらいの衝しよう撃げきであり、ミューリの言葉が遠くに聞こえた。

　もちろんその考えが正しいという証しよう拠こはどこにもない。笑い飛ばすことにすら値あたいしないような、子供の空想だと無視することもできる。

　だが、ハスキンズがこう言うのだ。

「聖典は複数の人間が著あらわした、神の御み言こと葉ばを集めたものだ。しかし神の目もく撃げき談そのものはどこにもない。さらにその教えにもやや奇き妙みようなところがある。薄はく明めいの枢すう機き卿きよう殿どのは、確か聖典を俗ぞく語ごに翻ほん訳やくするような作業をしていたと思うが、こう思ったことはないか？　万ばん物ぶつは神がおつくりになられたのに、なぜ教会は人ならざる者を目の敵かたきにするのだと」

　そして、かつて人ならざる者たちと戦った熊くまがいた。どういう理由なのか、森の精せい霊れいたちを殺して回っていた。

　性格的には真反対のはずの、ミューリとハスキンズが同じ側に立っている。

　自分にどうして耐たえられよう？

「あとね、兄様。これは私がもしかしてって思ってハスキンズお爺じいさんに聞いたんだけど」

　ミューリはそれから、咳せき払ばらいして言った。

「熊くまの化け身しんに会ったことある？　って」

　ハスキンズを見れば、答えは明らかだった。ハスキンズ自身、百年前に落とした納な屋やの鍵かぎを草原で見つけたような顔をしていた。

「ない。私は会ったことがないのだ」

　狼オオカミの化け身しんはホロだけではない。羊の化け身しんもハスキンズだけではない。

　鹿しかも、兎うさぎも、他の化け身しんもきっとそう。

　ならば、熊くまもまた、そうであってしかるべき。

「十数年ほど前、ここに現れたおかしな連中は面おも白しろい話を持もち込こんできたが、今回は輪をかけて面おも白しろい」

　荒こう唐とう無む稽けいか、さもなくば気き宇う壮そう大だいか。なんであれ誰だれも考えてもみなかった尺度の話であり、誰だれも試みようとすらしなかったような考え方。

　ぐるぐると天地がひっくり返るような眩暈めまいの中、しかし北ほつ極きよく星せいのように目につく点もあった。

「では……新大陸の話は、噓うそ？」

　海の底に残っていた月を狩かる熊くまのものと思おぼしき足あし跡あとは、西の海の果てに消えたという目くらましのためだったのか。

　新大陸の話がいかにも熊くまと繫つながりそうなのは、たまたまだということか。

　その問いに、ミューリはハスキンズを指さした。

「ハスキンズお爺じいさんと仲の悪い、イレニアさんの話を思い出して」

「……あの小羊は、お前の母以上の生意気さだ」

　ふわふわの黒い髪かみの毛けが印象的なイレニアだが、ミューリが尻しり込ごみするようなハスキンズと意見を戦わせ、袂たもとを分かったというのだからなかなかのものだが、どうやらホロ以上の難物だったらしい。

「私の考えはこう。まず、月を狩かる熊くまは自分たちの国を創ろうとした」

　大戦争を起こしていたのだから、その仮定はすんなり頭に入る。それに目の前のハスキンズも、あのイレニアも、方法こそ違ちがえど同じことを目指している。

「でも戦いの後、熊くまだけで王国を作るのは大変だったのか、それとも人間の世界を裏から操あやつったほうが早いと思ったのか、教会を作った。けど、それはやっぱり次善の策ってやつで、本当は熊くまだけが暮らす新天地が欲ほしかった」

「北の大地でさえ、当時から人によって森の闇やみを払はらわれ始めていた。人というのはその数と、特に技術という独特の力によって、我らの世界には存在しなかった影えい響きよう力りよくを持ち始めていた」

「……だから、人のいない場所を求めて？」

　狼オオカミと羊はその問いに答えず、ただ人である自分を見つめるのみ。

　こんなばかげた話、まともに検討しろというのだろうか。

　なによりそれが正しければ、自分たちの崇あがめていた神は全くの作り物どころか、熊くまだというのだから。

　首から提さげた紋もん章しようを、縋すがるように握にぎった。

「あなたは、それが正しいと？」

　ミューリに問いかける。

　可か愛わいがっていた妹としてではなく、信しん仰こうそのものを否定せんとする者として。

「全部正しいのは、難しいと思うよ」

　こちらの真しん剣けんさを知って矛ほこを収めた、という感じではなかった。

　ミューリは賢かしこく、その頭の良さはこちらが舌を巻くほどで、真しん剣けんに考えたことについては、あの賢けん狼ろうホロに匹ひつ敵てきする冷れい徹てつさを見せる。

「特に、月を狩かる熊くまが教会を作ったって言うところ。ここは、そうだったらすっごい面おも白しろいなって。兄様も、ぽかんとしたでしょ？」

　悪いた戯ずらっぽく笑って見せる様に、怒おこればいいのかさえわからなくなった。

「ただ、もし熊くま本人が神様だとしたら、教会にはこの修道院みたいに、熊くまの人たちがわらわら集まってると考えたほうが自然でしょ？　なのにハスキンズお爺じいさんくらい長生きしてる羊さんでも会ったことがないって、あり得るかなあって」

　教会組織は教皇を頂点として、その直下に枢すう機き卿きようと呼ばれる者たちが何人かおり、執しつ政せいを行っている。世界地図は彼かれらの采さい配はいによって分ぶん割かつされ、それぞれの土地を大司教や司教といった職階制度に従った人々が治めている。

　どの立場の人も人目に触ふれる機会が多く、それは異い端たん審しん問もん官かんですら同様だ。

　町で偶ぐう然ぜん人ならざる者同士がすれ違ちがえば、おそらく互たがいにわかるはず。

　誰だれも気がつかないなど、あり得ない。

「可能性としては、月を狩かる熊くまは海を渡わたってあっさり新大陸を見つけ、こっちでせっせと教会を作ってた熊くまたちと一いつ緒しよに海を渡わたった、とも考えられる。これだと、ハスキンズお爺じいさんでさえ熊くまたちに出会ったことがない理由も説明できる。もちろん……」

　と、後ろ手に組んだミューリは、意地悪そうに笑って小首を傾かしげた。

「兄様が神様に会ったこともない理由もね」

　眉まゆ尻じりを吊つり上あげると、ミューリはわざとらしく頭を抱かかえて距きよ離りを空ける。

　けれど怒いかりの言葉なんて出てくるはずもない。

　そんな荒こう唐とう無む稽けいな話に本気になるのは、寝ね言ごとに真面目に返事をするようなものだ。

「信じて、とか言うつもりはないよ」

　ミューリは言って、屈くつ託たくなく笑う。

「でもお話としては、すっごく面おも白しろくない？」

　耳と尻しつ尾ぽが出ていたら、ぱたぱた振ふられていたかもしれない。

　毒気が抜ぬかれるには十分すぎるくらいの、無む邪じや気きさだった。

「ふるーい昔話にも本当の出来事があって、そうだとするとおかしなところがあって、最近になって新しく出てきた噂うわさ話ばなしがある。しかもなんとなく繫つなげてみたら、うっかり繫つながっちゃいそうな雰ふん囲い気きまである。そんなの放っておくなんて、もったいないでしょ？」

「あなたは……」

　そうとだけ言って、もう言葉にはならない。

　ミューリにとっては、あらゆることが玩がん具ぐなのだ。

　けれど、そんなミューリを見てふと思い出す。

　ミューリはニョッヒラから出てきてすぐの頃ころ、商会の壁かべに張られた世界地図を前にして、呟つぶやいていた。耳と尻しつ尾ぽを隠かくさないでもいられる土地がどこかにあるのだろうか、と。

　世界はこんなにも広いのに、ミューリという少女には冷たく作られている。

　ミューリには、悲しい顔や、めそめそした様子は似合わない。

　むしろ世界を丸ごと玩がん具ぐにして、途と方ほうもない法ほ螺ら話にわくわくしてくれていたほうが、そんな冷たい世界への意い趣しゆ返しのようで、胸がすく気もする。

「月を狩かる熊くまの話について、ふたつ約束してください」

「？」

　ミューリは目をぱちぱちさせて、こちらを見た。

「昔の狼オオカミたちの仇かたき討うちだと思わないこと」

　その言葉には、ハスキンズもミューリを見やる。ミューリは自分よりも、むしろハスキンズのほうを気にしていたので、復ふく讐しゆうについてはなにか言われたのかもしれない。

　ホロの時もそうだったが、若い狼オオカミをたしなめる老羊、ということだろう。

「ふたつ、目は？」

　とはいえミューリも簡単には返事をしない賢さかしらさを持っている。

　仕方なく、ふたつ目を言った。

「神はいらっしゃいます」

　多分、と口の中で付け加える。

　ミューリは目を丸くした後に笑いそうになって、さすがに笑ってはいけないと思ったらしい。

　ごほんと咳せき払ばらいをしてから、肩かたをすくめた。

「神様なんていないほうがいいよ。そうしたら、兄様はずっと私を見てくれるんだし」

　その自信はどこから来るのだと言いたいが、それがミューリとも言える。

　それに、その軽口は落としどころでもあった。

「それから、熊くまの話を集める時には私をたばからないでください」

「ふたつって言ったのに！」

　ミューリは口を曲げ、頭を搔かいてからいったんハスキンズを見る。

　ハスキンズがいつもの無表情のままなので、肩かたをすくめて空を仰あおぐ。

「はーいっ」

　そして、こちらの差し出した手を、おざなりに握にぎってくる。

　悪いた戯ずらがばれてふてくされた、お転てん婆ばな女の子そのままに。

「紋もん章しようを作るとしたら」

「？」

　ミューリがこちらを見る。

「そっぽを向いた狼オオカミの図ず柄がらにしたらどうでしょう」

「はあ!?」

　ミューリは怒おこってこちらの腕うでを叩たたいてくる。

　その手を受け止めながら、けれども悪くないのではと思った。

　足を揃そろえて座すわり、そっぽを向いて遠くを見つめる狼オオカミの絵。

　それは面おも白しろそうななにかを探し、常に先を見み据すえた狼オオカミの姿にも見える。

　その視線の先には、誰だれも想像もしたことのないような世界が広がっていて、今にも駆かけ出しそうにそわそわしている。

　ミューリにそれ以上似合っている図ず柄がらなど、想像もできない。

「兄様の馬ば鹿か！」

　自分より大人なようでいて、時折とんでもないことを言い出す少女。

　静かな修道院に、そんなミューリの罵ば声せいが響ひびき渡わたったのだった。

　荷造りをし、慌あわただしくブロンデル修道院を後にした。

　用意をしている間中、ミューリは読みかけの書庫の本とローズのことを気にかけていたが、どちらもハスキンズが後のことを請うけ負おってくれた。ミューリを気に入ってくれたのかもしれない。

　こうして護衛とともに帰路につき、シャロンの言ったとおり、二日目の昼頃ごろ、街かい道どうの上でハイランドからの使いと行き会った。使者はこちらがのんびり荷馬車に揺ゆられているのを見て、馬に乗って足を速めて欲ほしいと急せかしてきた。尻しりのことでひどい目に遭あったミューリはあくまで断るかと思ったが、滞たい在ざいしていた先では羊の毛け刈がりの真っ最中だった。ミューリはたっぷり羊毛を詰つめた袋ふくろをもらってきていたので、今度は大だい丈じよう夫ぶのはず、と言っていた。

　羊毛の詰つめ物ものおかげか、あるいは幾いく分ぶん尻しりに耐たい性せいがついていたのか、早馬に乗のり換かえたミューリは音を上げず、三日目の夜にはラウズボーンの市壁に到とう着ちやくした。翌日まで待たされるかとも思ったが、ハイランドが書いてくれた通行証を見せることで無事に街に入る。

「王国と敵対する教会の、最精せい鋭えいの騎き士し団だんです。注意しましょう」

　ミューリはふかふかの羊毛の詰つめ物ものの上で、もぞもぞしつつうなずいていた。

　使いの者は、少なくとも街を出る時には一いつ触しよく即そく発はつのような雰ふん囲い気きではなかった、と言うものの、事態がどうなっているかわからない。

　やや寂さびしい感じのする旧市街を通り抜ぬけ、川を渡わたり新市街に入る。

　時刻は夜。とっくに日が暮れて久しく、ブロンデル修道院ならばすべてが眠ねむりについている頃ころだ。その時刻にあって、ラウズボーンはいつになく賑にぎやかに見えた。

　道のあちこちでかがり火が焚たかれ、人が繰くり出だし、剣けんのようなものを振ふり回まわしている。

　教会から騎き士しの集団が送おくり込こまれてきての厳げん戒かい態勢……には、とても見えなかった。

「わ、兄様、見てあれ。木と布で作った甲かつ冑ちゆう？」

　馬の背に揺ゆられ、ふわふわの羊毛の詰つめ物ものの上に座すわったミューリが、辻つじの一角を指差しながらそう言った。そこでははりぼての甲かつ冑ちゆうを着た男たちが、房ふさ飾かざりのついた木もつ剣けんをゆるゆると打ち合い、台詞せりふを叫さけび、また打ち合っていた。

「あの台詞せりふ、有名なタールダンクの戦いだよ」

　そういう名前の戦いを描えがいた有名な演目らしい。

　こんな夜よ更ふけに辻つじで演劇など取りしまられそうなものなのに、あっちこっちで楽器が搔かき鳴ならされ、人々が騒さわいでいる。共通しているのは、演じられているのがいずれも騎き士しを題材にしたものということ。

　一体なんなのかと思いながら、貴族たちの邸てい宅たくが並ぶ瀟しよう洒しやな地区に到とう着ちやくすれば、こちらはさすがに静かだったが、いそいそと夜のお祭まつり騒さわぎに出かけようとする身なりの良さそうな人たちとすれ違ちがう。

　数日ぶりのハイランドの屋や敷しきは、かがり火の猥わい雑ざつな明かりに満ち満ちた街中を通ってきたせいか、ひどく静かに感じられた。しかし、それは気のせいではなかったようだ。

　下男に迎むかえ入いれられると、先導してくれた使者と護衛が、揃そろって驚おどろきの声を上げ、駆かけ出して外に行ってしまう。

　ミューリと顔を見合わせていたら、扉とびらを開けて意外な人物が顔を見せた。

「おや、馬ば鹿かに早いな」

「エーブさん？」

　ハイランドの屋や敷しきに主は不在で、代わりに美しい娘むすめを連れた大商人がいたのだった。

　エーブの側には、いつも微ほほ笑えんでいる美しい娘むすめがいる。砂さ漠ばく生まれだと言い、エーブが外に出る時は派手な傘かさを彼女に差しかざす娘むすめは、南で流行している茶を煮に出した後、ミューリには生の葡ぶ萄どうを出してくれた。こんな季節に生の葡ぶ萄どうなど、一体どこから仕入れてくるのかわからないが、ミューリは大喜びで緑色の皮ごとしゃくしゃくと食べていた。

「私がここにいるのは、留守番さ」

　そう言うエーブが手にしているのは、ミューリがここに来るまで尻しりの下に敷しいていた、羊毛の詰つめ物ものだった。中の羊毛の具合を確かめているので、仕入れのことでも考えているのだろう。

「ハイランド様は大聖堂に？」

　屋や敷しきが静かなのも、多くの下男や下女がそちらについていっているからだろう。

　とはいえ、そうすると血相を変えて屋や敷しきから出ていった使者と護衛の様子が気になる。

「大聖堂で騎き士し団だんと話し合いを続けている、ということになっているが、体のいい人ひと質じちだな」

　驚おどろいて椅い子すから立ち上がりかけたものの、エーブはおろか、ミューリも吞のん気きにしゃくしゃくと葡ぶ萄どうを食べ続けている。

「今のところは大だい丈じよう夫ぶなんじゃない？」

「いや、ですが……」

　ごくんと葡ぶ萄どうを飲のみ込こんで、ミューリは肩かたをすくめる。

「街がこんなに賑にぎやかなんだもん。騎き士し団だんの人たちは大聖堂にこもりっぱなしとかじゃなくて、ちょくちょく表に出てきてるんじゃないかな」

「……」

　あまりに見てきたかのように言うので、なにも言えずにエーブのほうを見る。

「まるで見てきたかのようだ」

　エーブは言って、もてあそんでいた羊毛の詰つめ物ものを傘かさ持ちの娘むすめに渡わたした。

「事実そのとおりだ。騎き士し団だんは街に入る前に、お行ぎよう儀ぎ良く正式な使者を大聖堂に差し向け、市政参事会の同意を待ってから沖おき合あいに船で現れた。入城の行進もあくまで丁てい寧ねいだった。さすが聖クルザ騎き士し団だん、という評判がいっぺんに立った」

「そう……なのですか？」

「大聖堂前では希望する衛兵に稽けい古こをつけているし、街の娘むすめたちはこぞって若い騎き士しの頭に花輪を載せたがっている。聖クルザ騎き士し団だんで戦う騎き士しとなれば、ちょっとした伝説の英えい雄ゆうみたいなものだからな。しかもラウズボーンの都市貴族出身の騎き士しもいるから、そりゃあ盛り上がるさ。この通り沿いに家があってな。今夜もお祝いの客がこぞって押おし寄よせて、大宴えん会かいだろう」

　その言葉に、しくしくと胸が痛んだ。

　ブロンデル修道院がある地方出身だったというローズ。

　しかしそのローズは、口減らしのために幼少の頃ころ、家から遠く離はなされていた。

「まあ、君が嫌いやそうな顔をしているとおりで、当の騎き士し本人は複雑だろうがね。道中で拾った見習い騎き士しから話を聞いたんだろう？」

　ローズの話もすでにしてある。

　ため息交じりにうなずくと、エーブは茶を啜すすった。

「黄おう金ごん羊ひつじ騎き士し団だんなら、王宮への取り立てもあるし、うっかりどこかの領主の娘むすめと結けつ婚こんできるかもしれない。それでなくたって、普ふ段だんは気軽に会いに行ける土地にいる。だが聖クルザ騎き士し団だんだ。クルザ島の位置を地図に描えがける奴やつがどれくらいいるんだ？　年季の入った貿易商人でも、なかなか難しい」

「神様にすべてを捧ささげて、聖クルザ騎き士し修道会に入るんだよね？」

「よそで子供をこさえて、家か督とく争いの火種を作られないよう、生しよう涯がい独身の誓ちかいを立てさせる必要があるからな。あそこは、ある種の出で稼かせぎだ。稼かせぐのは金ではなく、名めい誉よのね」

「名めい誉よの？」

　聞き返せば、エーブはコホンと咳せき払ばらいをする。

「あら、あなた様の弟君は聖クルザ騎き士し団だんに？　ご立派ですわ、そんな家いえ柄がらならうちの娘むすめを任せても安心ですわね、てなもんだ」

　貴婦人の声真ま似ねをするエーブに、ミューリは大笑いしていた。

「弟君の活かつ躍やくを享きよう受じゆするのはすべて兄さ。それで良い嫁よめを娶めとり、信しん仰こう篤あつい家の家長として名を高め、順調に出世する。その間に弟君は、年中暑くてろくに木も生えない岩だらけの島で、なんの楽しみもなく剣けんを振ふる毎日さ」

　エーブの言いたいことはわかったが、俗ぞく世せいの利益ばかりが人間の幸せではない。

　ローズはきっと、金貨を数えるよりも聖典の頁ページを繰くっているほうが心落ち着く類たぐいの人間のはず。聖クルザ騎き士し団だんに集つどうのは、少なからぬそういう人たちのはずだった。

　だからこそ、教会と対立する王国出身ということで、信しん仰こうまでもが疑われているというのは、本当に辛いことだろうと思う。

「王国出身の騎き士したちが集つどう分隊を率いるのは、ウィントシャーというまあまあ名の知れた家いえ柄がらの出身者だがね、部下想おもいの良い奴やつなのだろうな」

　エーブは少し目を細め、なにか痛みをこらえるような笑えみを口元に浮うかべていた。

「最後の晩ばん餐さんならぬ、最後の凱がい旋せんを部下に味わわせているんだよ」

「……」

　しゃくっという葡ぶ萄どうを頰ほお張ばる音がした。

「やっぱり、解散しちゃうの？」

　ミューリの言葉に、エーブはしばし視線を上げなかった。

　エーブもかつてはこの王国で貴族であり、没ぼつ落らくによってその座から滑すべり落おちた。

　その目が見ていたのは、最後に生家を後にした時の光景かもしれない。

「王国からは寄付金を止められ、教皇や周りの仲間からは敵だと見なされている。この状じよう況きようはもう数年変わらないだろうし、良くなるとも限らない。信しん仰こうに生きる騎き士したちも、腹は減るし、装備は傷いたむ。どこかの物好きな大商人でも捕つかまえれば、当面の生活費は賄まかなえるかもしれないが、そうまでしてもなお、あの高潔なる聖クルザ騎き士し団だんと言えるだろうか？」

　それゆえの、解散。

　せめてもの部下たちへのはなむけとして、まだ騎き士し団だんの体を保っているうちに王国に戻もどり、騎き士し団だんとして人々から歓かん待たいを受けさせよう、ということなのだ。

　今までは実家ばかりが享きよう受じゆしていたその名めい誉よを、せめて最後には騎き士し本人たちに振ふり向むけようと。

「では、ハイランド様は、ある種の歓かん待たい役やくとして、大聖堂に詰つめているということですか？」

　傍ぼう系けいとはいえ王族なので、ハイランドが出向けば騎き士したちの面メン子ツも立つだろう。

「だいぶそういう知ち恵えが回るようになったな。そのとおり。少なくとも民衆からは、王家の人間がつきっきりで騎き士し団だんをもてなしている、という構図になる」

　含ふくみのある言い方に、眉まゆを顰しかめる。それが気のせいではないのは、ミューリもなにか探さぐるような目つきをしていたことからも明らかだ。

　ただ、ミューリはその間も葡ぶ萄どうをしゃくしゃく言わせていたので、どうにも気が散った。

「騎き士し団だんの王国上陸には、なにか隠かくされた理由があると？」

　ミューリの手から葡ぶ萄どうを取り上げようとしたが、頑かたくなに拒きよ否ひされた。

「私の性格が悪いせいかもしれないがね、そう思える。それと、葡ぶ萄どうならたくさんある」

「いえ、私が食べたいわけでは……」

　ミューリはべーっと舌を見せて、また一粒つぶ口に放ほうり込こむ。

「教皇様からなにか密命を受けて、ということですよね。しかし……戦いくさという感じはしないのですが」

　まさか和解の使者だろうかと思ったが、そうなるとローズの存在がしっくりこない。

　和解の使者として送おくり込こまれた者たちが、救きゆう援えんの手紙を持って道を走るだろうか。

「戦いくさのやり方にも色々ある。わかりやすい例としては、商人の縄なわ張ばり争いだ」

　ミューリのお転てん婆ばを楽しそうに眺ながめていたエーブは、椅い子すの背もたれに背中を預けながら、言った。

「対立する商会がふたつあって、片方が片方の縄なわ張ばりである分野、たとえば、生の葡ぶ萄どう輸入業に進出したいと考えているとしよう」

　面おも白しろそうな話だと思ったのだろう。ミューリが居住まいを正してエーブを見た。

「ふたつの商会は仲が悪い。これから葡ぶ萄どうを輸入したいと思っている商会が、輸入権のために金を積んでも、邪じや魔まをされたり、まともに取り合ってもらえずその分野に参入できないとする。よくある話だ。組合ってのは特にこういう時のためにあるからな」

　新規の参入者への妨ぼう害がい、という話はよく耳にする。

「この手の揉もめごとでは、邪じや魔まをしている商会に殴なぐり込こみっていうのも、そう珍めずらしくない。力ずくで話をつける場合だ」

　戦いの空気にミューリが目を輝かがやかせていて、年とし頃ごろの妹を持つ兄としては、ため息をつく。

「だが、それは失うものが大きい。街中での評判っていうものもある。ではどうするか？」

　エーブはぱんと手を叩たたき、揉もみ手でをした。

「息のかかった小さな商会にこう言うんだ。おい、お前のところでちょっと生の葡ぶ萄どうを勝手に輸入しろ、とね」

「ええっと……？」

　輸入業の参入を断られたから、別の商会を使って密輸入をする。

　安易な解決策であるし、小さな商会にやらせるのなら、大した儲もうけにもならなそうに思える。

「なにか問題が起きるだけ、というような気がするのですが」

「まさにそれが目的なんだよ」

　エーブは言って、にやりと笑う。

「小さな商会が葡ぶ萄どうを輸入していたら、即そつ刻こく見つかって吊つるし上げられる。するとそこに、件くだんの商会が出てきてこう言うんだ。なにか揉もめごとですか？　なるほど、うちと懇こん意いの商会がそんなことを。これは申し訳ない、では今後似たような問題が起きないように、輸入について話し合いでもしませんか……ってな。それでようやく、他の商会は交こう渉しようのテーブルに引きずり出されたと気がつく。仮にそういう定番の手段だとわかっていても、では小さな商会の密輸入をどうするのかって話になる」

　ミューリが尻しつ尾ぽを出していればぶんぶん振ふっていそうな話だが、小さな商会が騎き士し団だん、対立する大きな商会が王国と教会、ということだろう。

「騎き士し団だんは、揉もめごとを起こすために寄こされた？」

「王国はこの間のラウズボーンの騒さわぎで、守勢に回っただろう」

　王宮の事情もこの商人には筒つつ抜ぬけらしい。耳の早いエーブにため息をついて、答える。

「はい。そのために時間をもらって、少し出かけていました」

「下草に火はすでについていて、燃えているのは教会側の陣じん営えいだ。世間の風当たりが強く、内部からも改革の声が出ている教会側としては、時間が経たてば経たつほど足元が崩くずれていく。ラウズボーンの騒さわぎをきっかけに戦いくさになってくれていたほうが、いっそ楽だったろう。だからここで待ちを選んだ王は、なかなかに賢かしこい。いや、焦あせって徴ちよう税ぜい人にん討とう伐ばつの軍勢を向けたのが老ろう齢れいの王だから、賢かしこいのは次期王のほうかもしれないが」

　エーブはそんなことを言って体を起こすと、テーブルの上に行ぎよう儀ぎ悪く身を乗り出して、ミューリの抱かかえていた葡ぶ萄どうの房ふさにわずかに残った一粒つぶをつまんで口に放ほうり込こむ。

　さしものミューリも文句を言えずおとなしかったが、こちらになにか言いたげな目を向けてくる。自分にどうしろというのだろうか。

「世間の目もあり、なにか大きな理由がない限り、教会の側から戦いくさを仕し掛かけることは難しい。かといってこのままでは状じよう況きようが悪化する一方だから、王国を再び戦いの場に引っ張り出さなければならない。そこで自軍を見回して、都合の良いのを見つけることとなった」

「それが、騎き士し団だん……」

「そうだ。ちょうど異教徒との戦いくさも終わり、活かつ躍やくの出番もなさそうだしな。最後の使い道としては悪くない。ウィンフィール出身の騎き士したちなら、故郷の王国に戻もどる大義名分がある。そこで、ちょっと故郷に戻もどって火種を作ってこい、というわけだ」

　口の中が苦くなるのは、理り屈くつとしては理解できても、心情的に理解したくなかったから。

　エーブはテーブルの向かい側で、涼すずしい顔をしていた。

「教皇が後ろで糸を引いてるなら、まずこの流れだと思う。お前がそんな顔をするってことは、王国の少なくない連中もまた同じ顔をして、騎き士し団だんのために譲じよう歩ほするだろう」

　ローズの話がなければ、まさかそんなこと、と思ったかもしれない。

　だが、救きゆう援えんの手紙を持たされたローズは、あんな軽装でまだ冬の名残なごりを感じさせる悪路に放り出されていた。きっと王国のあちこちの街かい道どうで、似たような見習いが泥どろまみれになって目的地を目指していたはず。

「ハイランド様も、同意見ですか？」

「あいつは根が善良だから、はっきり悪意に満ちた計画は考えずとも、半ば強ごう引いんに教皇から命令されてやって来た、程度には考えるだろう。だから私をここの留守番に据すえたんだろう」

「それは……？」

　わからず聞くと、ミューリが言った。

「そこの商人さんは悪い商人さん。元々は王様の敵を支し援えんしてる人でしょ？」

　あっと息を吞のむ。そうだ、エーブは王位を狙ねらい、内乱も辞さないと目されている王位継けい承しよう権第二位のクリーベント王子を支し援えんしていた。

　とすると、またこの混乱に乗じてクリーベント王子となにか企たくらまないために、監かん視し下に置いておくつもりなのかと思ったが、それにしては自身の屋や敷しきに呼びつけるなど、少し大おお袈げ裟さすぎる気がした。これでは言い訳の余地なく監かん視しということになるし、エーブがおとなしく従うのもよくわからない。

　考えられるのは、従っておいたほうが良さそうだ、とエーブが判断するくらい、ハイランドから大きな疑いを持たれている、ということ。

　王。第二王子。聖クルザ騎き士し団だん。

　三つ頭の中で並べてみて、気がついた。

「敵の敵は、味方？」

「王様の敵同士が手を組んじゃうと大変だから、いかにも仲ちゆう介かいしそうな人を見張らないとね」

　聖クルザ騎き士し団だんがラウズボーンにやって来た理由としても、可能性の候補に挙がる。

「ひどい濡ぬれ衣ぎぬだが、王族から本気で疑われてるようだから、従っておくしかない」

「私も怪あやしいなと思ってるけど」

　葡ぶ萄どうの最後の一粒つぶを頰ほお張ばりながらミューリが言う。

　エーブは嫌いやそうな顔をして、大きなため息をついた。

「前の騒さわぎでは、あれだけ手をかけた計画を全部お前らにひっくり返されたんだ。次になにか企たくらむ時には、お前たちを最初から誘さそうよ」

　しゃくっと皮の弾はじける音がする。

「というわけで、葡ぶ萄どうのお代わりはどうだい、お嬢じようさん？」

　こういうのも根回しというのか、エーブのいかにも悪そうな笑えみに、ミューリは大喜びで返事をしたのだった。

　ウィンフィール王国が維い持じしていた聖クルザ騎き士し団だん員いんは、正式な騎き士しが三十名、見習いが十名、そのほかに彼かれらの身の回りの世話をする雑用係が二十名ほどだという。

　たったそれだけ、という規模感に拍ひよう子し抜ぬけしていたら、騎き士し団だんのことを話してくれていたミューリに睨にらまれた。

「あのね、兄様、聖クルザ騎き士し団だんの騎き士し様は、爵しやく位い持ちの貴族様が開かい催さいした馬ば上じよう槍やり試合で、少なくとも五回は優勝しないとなれないんだよ。それだけでもうすごい強いの。一いつ騎き当とう千せんなんだよ。つまり三十人だと、三千人の兵に匹ひつ敵てきするんだから！」

　ハイランドの屋や敷しきの部屋で熱弁するミューリに、一言挟はさむ。

「一いつ騎き当とう千せんで三十人なら、三万人です」

「あ、あれ？」

　指を折って数え直している様子に、ため息をつく。

　するとミューリは狼オオカミの耳をぴんと立てて、急にこちらに向き直る。

「そんなことより！　騎き士し様たちを見に行こうよ！　ねえ、いいでしょ!?」

　今朝は起きてからずっとこれだった。

　馬に乗っての強行軍で疲つかれたのか、目覚めこそ遅おそかったものの、突とつ然ぜん毛布を跳はね飛とばして起き上がると、開口一番に騎き士しを見に行きたいと言い出したのだ。

「だめです」

「なんで！」

「なんでって」

　聖典の俗ぞく語ご翻ほん訳やくのため手にしていた羽ペンを置いて、何度も繰くり返かえした説明をもう一度言った。

「私たちは聖クルザ騎き士し団だんからはもっとも恨うらまれていておかしくない立場です。ローズさんの呟つぶやきを忘れたわけではないでしょう？　今も外で密命を帯びた人が、私たちを見張っているかもしれません。騎き士し団だんの目的がわからない以上、慎しん重ちようになるべきです」

　ミューリは顔の形が変わるくらい頰ほおを膨ふくらませ、ついでに尻しつ尾ぽの毛も膨ふくらませていた。

「誰だれもいないよ！　見張ってるのはエーブお姉さんの部下の人だけ！」

　諦あきらめの悪いミューリはエーブにも大だい丈じよう夫ぶかどうか聞きに行っていたが、賢かしこいエーブはのらりくらりと返答をかわしていた。

「紋もん章しようの図ず柄がらでも決めていたらいいじゃないですか」

　そう答えたら思いきりそっぽを向かれたので、やはり紋もん章しようの図ず柄がらはそっぽを向いた狼オオカミにすべきではと思った。

　そんなことをして過ごしていたところ、大聖堂でハイランドの側についていた護衛が、手紙を持ってやって来た。

「昼の礼拝に？」

「はい。正確には昼の礼拝の最中に、薄はく明めいの枢すう機き卿きよう様にお越こしいただけないかと」

　自分の代わりにミューリが返事しようとしたのを手で止めて、尋たずねる。

「ですが、私は騎き士し団だんからは恨うらまれる身の上では」

「ですから礼拝の最中なのです。騎き士しの面々は朝、昼、夜の礼拝は欠かしません。その間ならば、他の人員に気づかれず、内密に話ができると」

　そういうことかと思うものの、なにか奇き妙みような気がした。

「話……というのは、ハイランド様とですよね？」

「いえ、ウィントシャー分隊長殿どのです」

　ウィンフィール王国出身者をまとめるという人物だ。

「ハイランド様曰いわく、ウィントシャー様はあなた様の知ち恵えをお借りしたがっていると」

　異い端たん者しやとして難なん詰きつされるのでは、と思わなくもなかったが、ハイランドがそう言うのだからなにか理由があるのだ。

　同席していたエーブに視線を向けると、肩かたをすくめられた。

「なにを企たくらんでいるにせよ、話をしてみたらどうだ。私からも護衛を出すし、こいつを連れていけばそうそう荒あらごとにもなるまい」

　エーブはミューリの頭をこんこんと小こ突づく。

　手紙を届けてきた護衛の者は、少女のいるところで高潔な騎き士しがことを荒あら立だてるはずもない、と受け止めたようだが、もちろん違ちがう。ミューリなら三十名の騎き士しが束になってかかってきても勝てるかもしれない。

　ただ、ハイランドからの手紙に視線を落とし、脳のう裏りに浮うかんだのはローズの姿。騎き士し団だんが教皇に命令されてなにか企たくらんでいるのなら、あれほど無様な救きゆう援えんを送るとは到とう底てい思えない。

　だとすると彼かれらは真に助けを求めているのかもしれず、ならば手を取る義務が自分にはあると思った。

「伺うかがいましょう」

　椅い子すから立ち上がり、そう答えたのだった。

　手紙の中には、捕ほ縛ばくはしないと分隊長から誓せい約やくをもらっているとあったが、それでも変装しておくに越こしたことはなかろうと、商人風の格好に着き替かえてから屋や敷しきを後にした。

　エーブの手配する馬車に乗ればまたひどく目立つので、徒歩で向かった。

　ミューリは憧あこがれの騎き士したちに会えるとあって、足と地面の間に隙すき間まが空いていそうなほどふわふわとした足取りだった。

　ラウズボーンの街は相変わらず賑にぎやかで、あっちこっちで騎き士し道どう物語を歌ったり演じたりする者たちを見かけたし、露ろ店てんで木もつ剣けんを売り、騎き士し団だんの紋もん章しようを彫ほり込こむ職人の出店まであった。

　大聖堂前の広場で目立ったのは、花売りの姿だ。エーブが言っていた、街の娘むすめたちが騎き士しに花輪を送りたがるというのはたとえ話ではなく、本当のことだったらしい。

「あなたも一輪買いますか？」

　試ためしに聞いてみたら、ミューリに睨にらまれた。

「兄様、私は本気で騎き士し団だんを尊敬しているんだよ」

　ちゃらちゃらと花を送るような、市し井せいの娘むすめと一いつ緒しよにするな、ということらしい。

　難しい年とし頃ごろの女の子なので、おとなしくうなずいておいた。

　そうして露ろ店てんの大おお騒さわぎを抜ぬけ、大聖堂に向かえば、そこに待っていたのは輪をかけた大おお騒さわぎだった。

「……どうやって中に入りましょうか」

　礼拝には騎き士したちも参加するとあって、街中の人々が押おし寄よせているらしい。行列が大聖堂の中までぎっしり続いていて、若い助司祭や見習い聖職者たちがあたふたと列整理をしていた。

「通用門がありますから、そちらに回りましょう」

　ハイランドの遣つかわしてくれた護衛が、耳打ちしてくる。案内されて大聖堂の横手に回ると、覗のぞき穴のついた鉄製の扉とびらがあった。

「ハイランド様のお客人です」

　護衛が言うと、奥おくで鍵かぎを開ける音がして、扉とびらが開く。

「ここまで人の熱気が届いてるね」

　通された出入り口から進むと、いったん階段を少し上り、身しん廊ろうの周りに配置された回かい廊ろうの中二階にあたる廊ろう下かに出た。廊ろう下かは身しん廊ろう側にも壁かべがあって、誰だれが歩いているか見えない仕組みになっている。おそらくは貴人なども利用する通路なのだろう。

　等とう間かん隔かくに設けられた小さな格こう子し窓から、礼拝の人々でごった返す身しん廊ろうの様子を覗のぞき見ることができた。

　まさに人の海といった感じで、そのざわめきと熱気が、冬の間の冷気が残る石造りの廊ろう下かにも手で触ふれられそうなほどに流ながれ込こんでくる。

「あ、騎き士し様」

　ミューリがそう言って、窓に顔を押しつけていた。

　参列者の前方に、深しん紅くの外がい套とうを身にまとった集団がいた。誰だれも彼かれも背が高く、肩かた幅はばが広く、がっしりとした体型で、周囲からは良くも悪くも浮ういている。

　その誰だれもが頭に花輪を載せたり、外がい套とうに花を縫ぬいつけられたりしていた。

　今は各おの々おのが、話しかけにくる子供たちの相手をして、忙いそがしくも平和そうな光景だった。

「すごい人気ですよ」

　先導してくれる若い助司祭がそう教えてくれた。

「王国の黄おう金ごん羊ひつじ騎き士し団だんも滅めつ多たに見ることはできませんが、それでも時折、操船の演習で船がラウズボーンに寄港したりします。もちろん大おお騒さわぎになるわけですが、聖クルザ騎き士し団だんとなると誰だれもが話にしか聞いたことのない存在ですからね」

　騎き士しという存在の、いわば頂点に立つ存在。しかも王国を代表して海を渡わたり、日々鍛たん錬れんに励はげみ、神に仕えている、ということになっている。

　その裏側を垣かい間ま見みた身としては、その華はなやかささえ、やや残ざん酷こくに見えた。

「こちらです」

　助司祭はこちらの胸中に気がついていたのかどうか、あくまで道案内に努め、自分たちを人目につかないようにして大聖堂の執しつ務む室に導いてくれた。

　空から見下ろすと縦に長く作られた大聖堂は、正面入り口から半分くらいまでが、一いつ般ぱんの人々が入れる身しん廊ろうで、祭さい壇だんも大聖堂の中心部付近にある。それより奥おくになると聖職者が立ち働く場所であったり、大型の寄付をする貴族たち専用の礼拝堂や、貴賓のために用意された部屋などになる。

　奥おくに向かうと、身しん廊ろうがどれほど騒さわがしかろうとも急に静かになるので、不思議な感じはする。

　その一室で護衛たちと待っていたら、扉とびらの外から足音が聞こえ、ハイランドが現れた。

「せっかく羽を伸のばしに行ったというのに、呼よび戻もどしてすまなかったな」

「滅めつ相そうもありません。それよりも、私の知ち恵えを借りたいとか……本当なのでしょうか？」

　敵として捕とらえにきたのならわかるのだが。

　そう思っていたら、ハイランドは言った。

「私もたばかられているかもしれないが、もしそうでなかった時、後こう悔かいすると思ったんだ」

　そして、言った。

「ウィントシャー分隊長は、助けを求めている。部隊の存続のために」

　自分も同じ気持ちだったので、良い人に仕えられたと改めて思ったのだった。
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　大聖堂の鐘かねが鳴らされ、昼の礼拝が始まった。石いし壁かべに切られた窓から、昼の暖かな日差しと鐘かねの音が聞こえてくれば、それだけで一日を平和に過ごせるというものだろう。

　そんな中、大聖堂の貴族用の礼拝堂に集まったのは十に満たない人々で、その中に一人、略式の甲かつ冑ちゆうを身にまとった老騎き士しがいた。

「お初にお目にかかる。聖クルザ騎き士し団だんウィンフィール分隊を率いる、クロード・ウィントシャー分隊長だ」

「ハイランド様の召命に応じ、旅をしております、トート・コルと申します」

　正式に扶ふ持ちをもらっているわけではないので、仕えている、とは言わなかった。

　それに自分が騎き士し団だんに敵視された時、ハイランドに累るいが及およぶのを少しでも避さけたかった。

「噂うわさには聞いていたがずいぶんお若いな」

　柔にゆう和わな笑えみからは少なくとも敵意は感じられないが、と思っていたら、後ろのほうでもじもじしている気配を感じた。

「ウィントシャー殿どの、ちょっとよろしいか」

　見かねたようにハイランドが言った。

「こちらはこのコル殿どのの妹君で、騎き士しが憧あこがれだというのだ。これまでの旅では少なからぬ貢こう献けんをされた才女で、この場に同席させてもらった」

　ミューリがハイランドを目を見開いて見つめ、それからウィントシャーを見た。

「ほほう、これはこれは光栄なこと」

　そう言って、老騎き士しは大おお仰ぎように深しん紅くの外がい套とうを手で払はらい、片かた膝ひざをついてミューリの手を取った。

「聖クルザ騎き士し団だん正騎き士し、クロード・ウィントシャーと申します」

「あっ……わっ……あっ」

　顔を真っ赤にしたミューリが、今にも耳と尻しつ尾ぽを出してしまいそうな顔でこちらを見る。

「不ふ肖しようの妹、ミューリと言います」

「ほほう。お名前もお美しい」

　老騎き士しに微ほほ笑えまれ、ミューリは呆ほうけたように頷うなずくばかりだ。

　騎き士しに花輪を送るような真ま似ねはしないなどと言いながら、もしかしたら気き後おくれしてできなかったのかもしれないなと思った。

「ありがとうございます。ウィントシャー殿どの」

　ハイランドが言って、ウィントシャーはもう一度ミューリに微ほほ笑えんでから立ち上がる。

　ミューリは握にぎられた右手を大事そうに胸のあたりに引き寄せて、宝物をどこかに隠かくすように、自分の後ろに身を寄せてきた。

「まず、私の求めに応じ集まっていただき、感謝する」

　ウィントシャーが礼を言った。

「我々が良からぬ策を巡めぐらせ、貴君らに危害を加えると疑う向きもあったはずだ」

　実際にこの場には、ハイランドの護衛が都合三人、エーブがよこしてくれた護衛が二人いる。廊ろう下かの外でも、自分たちをブロンデル修道院に連れていってくれたあの護衛が、急きゆう襲しゆうを警けい戒かいして見張っている。

　対するウィントシャーは、たった一人だ。

「正しい状じよう況きようを述べれば、我わが部下たちには諸君らを快く思わない者が少なくない。そのために、彼かれらと離はなれられる唯ゆい一いつの時間である、礼拝を使わせてもらった」

　ローズの件でそれは理解している。

「私たちは教会を滅ほろぼそうとしているわけではありませんし、異い端たん信しん仰こうを広めるつもりもありません。それだけはご理解いただければ」

　いまさらだが、言わずにもおれない。

　ウィントシャーは深くうなずいていた。

「教会と金の問題は、古くからある頭痛の種だ。異教徒を殲せん滅めつし、信しん仰こうの正しさを世に知らしめるためには、軍資金がいる。信しん仰こうと祈いのりだけではどうにもならない現実であり、我々はそのことをなんら恥はじることはないが、その金によって飽ほう食しよくや色欲に溺おぼれる聖職者が出ることに、言い訳の余地はない」

　力強い話し方は、それだけで魔まよけになりそうな迫はく力りよくがある。

「王国の活動には一定の理解を示す」

　儀ぎ礼れい的な挨あい拶さつかどうか。ハイランドはひとまず目礼をして、受け入れていた。

「しかしそうは思わない勢力もいる。王国を悪と見なし、異い端たん信しん仰こうの牙が城じようと見なす者たちだ。そして我らは王国の出身者であり、黄金の羊の紋もん章しように見送られてクルザ島を目指した身でもある。それゆえに我らもまた、真の信しん仰こうを失ったはずだ、と見なされている」

　その大きな潮流に手を貸した張本人が二人ここにいるが、ウィントシャーはそれには触ふれない。

「我々の信しん仰こうに揺ゆるぎはない。神もそのことをご存じのはずである。しかし、祈いのりだけではどうにもならない現実というのは、ここにもある。我らはこのままでは部隊を維い持じできないのだ」

　切実なウィントシャーの言葉だったが、ハイランドは苦しげに答える。

「寄付金再開は王へ打だ診しんしているところです。しかし……騎き士し団だんとしてのあなたたちに寄付を続けるのは、非常に難しいことが予想される」

　ウィントシャーは頷うなずいた。

「王国の事情も理解する。もしも戦いくさになれば、我らは前線に立つことになる。王国からの寄付で購こう入にゆうした武器と盾たてを持ち、王国の兵士と戦うことになるだろう。そこにはかつての友や、兄弟、あるいは父の姿さえあるだろう。仮に参戦を避さけられたとしても……それはそれで我らにとても大きな決断がつきつけられる。我らの立場は曖あい昧まいなままだろう」

　あくまで教皇の懐ふところ刀がたなとして王国と戦うのか、それとも王国民として、あるいは王国の寄付によって維い持じされている身として、主君には剣けんを向けないのか。

　もちろん、神のお導きによってどちらにも与くみしない、という選せん択たく肢しもあるかもしれないが、いずれにせよウィントシャーたちは辛つらい立場に残されることになる。

　彼かれらは一体何者なのだ？　と、全方位から白眼視されるのだから。

「だとすると」

　自分の発言に、全員の視線が集まった。

「私にできることとはなんでしょうか」

　騎き士し団だんに足りないのは、端たん的てきに言えば金だ。

　自分には最も縁えん遠どおい代しろ物ものであり、それならばエーブが呼ばれるべきだったのではと思った。

「失敬。話が遠回りになった。騎き士しなどをやっていると、どうも話が長くなる」

　ウィントシャーはそう言って、咳せき払ばらいをした。

「薄はく明めいの枢すう機き卿きよう殿どの。そなたには多大なる影えい響きよう力がある。我々が存続できるよう、その影えい響きよう力を借りられまいか」

「影えい響きよう力を？　いえ、仮に私にいくばくかの影えい響きよう力というものがあるとしても……その、言いにくいことですが、それは皆みな様さまの邪じや魔まになるものでは……」

　薄はく明めいの枢すう機き卿きようという名前は、王国が教会に対たい抗こうするための、わかりやすい象しよう徴ちようとして祭り上げられている。

　それはつまり、聖クルザ騎き士し団だんに対しては敵でしかないということだ。

「通常ならば、そうかもしれない。しかし、今、我々はいわばあっちこっちの陣じん営えいから見放され、必要とされなくなっている」

　その言い方に卑ひ屈くつなところはなかったが、割り切った物言いに、むしろ聞いているほうが胸の痛みを感じてしまう。

　ウィントシャーはそんなこちらを見て、優やさしげに微ほほ笑えんだ。

「ではここで、その薄はく明めいの枢すう機き卿きよう殿どのが不意に我らを絶賛したらどうか。たとえばそう、敵ながら天あつ晴ぱれ、などと」

　その見た目こそ、明るく語る、信しん仰こう心に満ちた清せい廉れんなる騎き士し。そのウィントシャーがなにを言いたいのかわかり始め、自分の心の一部がどんどん固くなっていく。

「教皇様はそなたたちの存在に手を焼いている。なぜなら教会側には、信しん仰こうに名高い誰だれそれが現れた！　などという話がないからだ。そこにそなたが、対等な、ある種の好敵手として我々を認めるのだ。すると教皇様や枢すう機き卿きようのお歴々は、なんと考えるか？」

　固くなった心に無理やり空気を入れるように、息を吸う。

「……敵と、対等に渡わたり合あえる存在」

「いかにも。戦うことが神から与あたえられた使命である我らにとって、これ以上ない存在意義となろう」

　どちらの味方なのかわからず、どちらの陣じん営えいからも敵視されていた騎き士したち。

　それが薄はく明めいの枢すう機き卿きように対たい抗こうする存在として、あるいは教会から離はなれようとしている民衆の心を繫つなぎとめる存在として、利用価値が出てくる。その利用価値の分だけ、ウィントシャーたちは騎き士しとして生きながらえることができる。

　ウィントシャーはそういうことを口にしているのだ。

　日々祈いのり、剣けんを振ふるい、訓練に明け暮れ、いざ戦いくさの際には先せん陣じんを切って命を懸かける彼かれらが、いわば敵に褒ほめられることでその存在を保とうとしている。敵と戦うのではなく、おもねることで。

　ウィントシャー自身、騎き士しの風上にも置けぬみっともないことを口にしている、という自覚はあるのだろう。それは張りついたような、明るすぎる笑え顔がおを見ても明らかだ。

　しかし彼かれは部下たちを率い、部隊存続のために行動する義務がある。たとえ相手が何者かよくわからない若造であり、まさに自分たちを苦境に追いやっている者だとしても、躊躇ためらわない。

　目的のためならば、いかなる屈くつ辱じよくにも耐たえてみせようとする、老練な戦士。

　彼かれの前に膝ひざをつきたくなるのを、どうにかこらえるほかなかった。

「もちろん、教皇様の剣けんとして、そなたをこの場で叩たたき切きる、という選せん択たく肢しもあろう。だが、それは王国との戦いくさを意味するし、この大聖堂にて聞き集めたそなたの評判から、正しいこととも思われない」

　どこまでが世辞かわからないが、故国である王国と戦いくさをしたくない、というのは本音だろう。

「仰おつしやりたいことは……理解したかと、思います。私に求められている、役割も」

　ウィントシャーはうなずき、あくまで友好的に、言った。

「そなたからすれば、これはわざと敵を強くするような話を持もち掛かけられていることになる。おかしな話だと思うだろう。しかし、理解して欲ほしい」

　生まれてからずっと騎き士しだったような男が、こちらを見る。

「我ら聖クルザ騎き士し団だんウィンフィール分隊。騎き士し団だんの叙じよ事じ詩しにある、いくつもの戦せん役えきの花形として登場してきた。その栄えい誉よある部隊の歴史を、どうかここで終わらせないで欲ほしい」

　ウィントシャーがそう言うのと、大聖堂の大きな鐘かねが鳴なり響ひびくのはほぼ同時だった。

　ウィントシャーは鐘かねに邪じや魔まされた自分の言葉をあえて言い直しはせず、鐘かねが鳴り続く中、じっとこちらのことを見つめていた。

　今まさにその旅路を終えようかとしている者たち。

　もう一度前に進むためなら、敵にさえすがりつく。

「返事を待っている」

　その一言の後、ウィントシャーはハイランドに会合の礼を言い、足早に部屋を後にした。

　礼拝が終わり、他の騎き士したちが戻もどってくる。屈くつ辱じよく的な申し出のことを気取られれば、彼かれらは剣けんを抜ぬくかもしれない。

　誰だれもが動けない中、ハイランドに視線を向ける。

　心優しき王族は、しかし安易な笑えみは見せず、こちらの肩かたに手を置いた。

「この計画は、王に上じよう申しんすべきだと思っている」

　意外な発言に顔を上げれば、ハイランドはこちらの肩かたから手を離はなし、壁かべに掲かかげられた教会の紋もん章しようを見る。

「聖クルザ騎き士し団だんの騎き士したちは、今や風ふう前ぜんの灯ともし火びとなり、自信を失いかけている。彼かれらに、再び希望を取とり戻もどさせるため、ウィントシャーは王国にやって来た。ここならば、彼かれらを祝福してくれる人々がいるからだ」

　エーブも同様の見解だった。

　しかし、ハイランドは決して、エーブが言うような素す直なおなだけの人物ではなかった。

　ハイランドはまた別の側面から、騎き士しを巡めぐる現実を見つめていたのだ。

「だがこれはある意味、彼かれらの示じ威い行こう為いだと言える。我らには民衆からこれほどの人気があると、見せつけているのだ」

　いったい誰だれに、と問うまでもない。

　王だ。

「騎き士し団だんの分隊が解散となれば、その報は王国中に隈くまなく広がり、大きな反はん響きようをもたらすだろう。王たちの判断に疑問の目を向ける者も多く出るはずだ。ただ、本当に厄やつ介かいなのは、そういう一時的な影えい響きようではない」

　ハイランドの目は、もっと大きなものを見つめていた。

「たとえば、この先大規模な異い端たん騒そう動どうや、異教徒との戦いくさがないとも限らない。その時に分隊がなければ、王国だけが聖クルザ騎き士し団だんの騎き士したちを派は遣けんできず、信しん仰こうの戦いにおいて置いてきぼりになる。世界の歴史から名が消えるわけだ。今この分ぶん岐き点は、王家の未来を左右しかねないのだ」

　教会と争っても、教会そのものを王国から排はい除じよはできないように、完全に手を切ることはできないし、それが正しいとは思えない。

　異教徒との戦いくさが再び燃え上がった時、未来の王がこう言われるところを想像すればいい。

　お前たちはあの時、騎き士し団だんを解散させた不信心者ではないか、と。

「そもそも騎き士し団だんへの寄付の停止も、大貴族たちに教会との戦いの覚かく悟ごを示すため、争いの初期に実じつ施ししたものだ。王の本音では、そう長く続けるつもりはなかったのではないかと思う。もちろん……この争い自体も」

　王国と教会が睨にらみ合いになり、三年が経過した。

　初期には、すぐに手打ちになるような構想があったのかもしれない。

「聖クルザ騎き士し団だん内にウィンフィール王国の影えい響きよう力を残すためなら、王はこの案を間ま違ちがいなく採用するはずだ。問題は……」

　と、こちらを見た。

「君に噓うそをつかせることになってしまうことだろう」

「それは──」

　言いかけたが、言葉は続かなかった。噓うそとは言わないまでも、欺ぎ瞞まんの匂においを払はらいきれないのは事実なのだから。

　ただ、自分がウィントシャーの案を受け入れれば、騎き士し団だんは民衆の人気を追い風に、目もく論ろ見み通り教皇にとって存在価値を持ちうるかもしれない。

　それに、この案で本当に噓うそをつくのは自分ではない。

　ほかならぬ、ウィントシャーだ。

「ひとつ、ハイランド様のご意見を伺うかがいたいことが」

「なんだろうか」

　ハイランドは王族で、自分とは天と地ほどの身分差がある。

　行けと言われたら行くしかないし、山を動かせと言われたら試みるしかない。

　けれどハイランドは同じ目線で語ってくれる。

　そのハイランドに、尋たずねた。

「ウィントシャー様は、この計画がうまくいった後も、騎き士しを続けるでしょうか」

　そんな気がまるでしなかった。

　ハイランドは唇くちびるを引き結ぶ。

　それが答えなのだろう。

　石いし壁かべに切られた窓から、再び大聖堂の鐘かねの音が聞こえる。

　誰だれかを犠ぎ牲せいにして全体を前に進ませる。

　戦士としてはそれが正しいのだとしても、自分には確信を持つことができない。

「少しお時間をください」

　ハイランドは無言のまま、うなずいたのだった。

　ウィントシャーは騎き士しとしてあり得ないような申し出をしてでも、部隊を救おうとしている。

　もしその案が進んだ場合、多くの騎き士しは違い和わ感かんを抱いだいたままながら、上意下達の組織ゆえにウィントシャーが決断したことに粛しゆく々しゆくと従うだろう。しかもそれで部隊が救われるのだから、大半の者たちは疑問を飲のみ込こむのではないか。

　けれどそこに欺ぎ瞞まんを感じないわけがないし、きっと真実は噂うわさという形で漏もれ伝わる。あまりにも不自然なのは少し冷静に考えればわかるからだ。

　それでも、大多数の民衆は細かいことなど気にしないし、この案は王国にも、教皇にも利益があるのが肝きもだった。どちらにも利益があるのなら、おそらくうまくいってしまう。

　そう考えた時、部隊の中に生じた歪ゆがみをどうするか、簡単に想像がつく。

　あの老騎き士しが、たった一人で、すべてを引き受けるのだろう。

「助けてあげられない？」

　大聖堂からの帰り道、とぼとぼと歩くミューリが言った。

　ウィントシャーから淑しゆく女じよのもてなしを受け、顔を真っ赤にしていたミューリ。

　憧あこがれの騎き士しを目まの当あたりにし、同時にその現実を見た。信しん仰こうを胸に剣けんを振ふるう高潔の騎き士したちは、その実、世の生々しい事情に振ふり回まわされ、それに必死で食いつこうとする存在でしかなかった。

　あの光ひかり輝かがやくような立ち居振ふる舞まいはすべて張りぼてであり、世の冷たい雨の前にしおれてしまう紙の甲かつ冑ちゆうだったのだから。

「助けるというのは、どちらをですか？」

　ウィントシャーをか、それとも、部隊をだろうか。

　こちらの手を握にぎっているミューリの手に、力がこもる。

「両方」

　子供にだけ許される、わがままな希望。

　けれど、本当は誰だれもが望む結果だろう。

　できない理由を積み上げるのは簡単だし、今はまだ切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようにもない。

　ハスキンズは、大おお股またに進め、と言ってくれた。足元は側にいる者が見てくれるから。

「できる限り考えてみましょう」

　もっと後ろ向きの答えを予想していたのかもしれない。

　ミューリは顔を上げ、少し驚おどろいたように目をぱちくりとさせていた。

「あの人たちはなにひとつ悪いことをしていません。ならば神は必ず道を用意されているはずです」

　なにより、このままウィントシャーがすべての責めを受ける形で、欺ぎ瞞まんのままに騎き士し団だんの存続を続けることが正義だとは到とう底てい思われない。

　ミューリとの紋もん章しようの話でも言われたこと。

　それが人々にとって大事なものであるのなら、噓うそや欺ぎ瞞まんを入れてはならない。

　自らがなんであるか、そのことを示すものならば、なおのこと。

　聖クルザ騎き士し団だんという名前は、ローズやウィントシャーなど、彼かれらの人生を形作るものだ。

「騎き士しの皆みなさんを助けましょう」

　ミューリは目を輝かがやかせ、大きく返事をしたのだった。

　騎き士したちに足りていないのは、存在意義もそうだが、端たん的てきに金だろう。このラウズボーンにやって来たのも、大聖堂が門戸を開き、当面の衣食住も含ふくめて自分たちを受け入れてくれるから、という算段があったからのはず。

　当面の活動費用を確保できたのなら、自分の影えい響きよう力を借りるような案以外にも、部隊を救う道が見つけられるかもしれない。

　ならば真っ先に相談すべき人物がいる。

「あいつらに恩を売っても、旨うま味みがないんだよ」

　ハイランドの屋や敷しきで留守番をしているエーブは、自分の仕事をしながらにべもなく答えた。

　どうやらブロンデル修道院の羊毛買いつけを、イレニアに提案する手紙を書いているようだ。

　なぜこんなに質の良い羊毛を今まで買いに行かなかったんだ、と詰きつ問もんするような文章がちらりと見えた。イレニアはハスキンズと仲が悪いので、そこの羊毛を買いつけていなかったのだろうことを思うと、やや悪いことをしたような気になってくる。

「お前たちが行ってきたブロンデル修道院も、以前に苦境に陥おちいったことがあるだろう？　その時は商人たちが善人面して、援えん助じよのふりをして資産を買い取りに行っていたはずだ」

「はい」

「それは奴やつらに売るべき資産があったり、握にぎっている権力に旨うま味みがあるからだ。しかし騎き士し連中にはそれがない。あいつらには道具としての利用価値しかないんだ」

　天てん秤びんに心臓を載せ、その重さを金貨で測る冷血の商人の言葉には、寸すん毫ごうの慈じ悲ひもない。

「篤とく志し家かを募つのれば、寄付は集まるだろう。金満の商人連中は信しん仰こうってやつも金で買えると思ってるからな。だが、その場合はお前が手を貸すのと変わらない問題が出てくる」

「口実をどうするか、ですか」

「口実もそうだが、連中は単に生きていくための金が欲ほしいのかというと、それもまた違ちがうだろう？」

　貧ひん窮きゆうとは、信しん仰こうがないことを言う、とローズは言った。

　王国は面めん倒どうを見てくれない、教皇からは信用されていない。そのために部隊を維い持じできないから金を出してくれ、と遊ゆう説ぜいして回る。資金は集まり、それでパンを買い、剣けんを磨みがく。

　だが、それで一体どうなるのだろうか。

「あいつらは道具だと言っただろう。必要とされていない道具だから問題なんだよ。その点で、ウィントシャーは優ゆう秀しゆうだ。自分たちが何者であるかについて、一いつ切さいの希望を抱いだいていない。自分たちの、道具としての価値を高めることのみに心を砕くだいている。お前に助けを求める姿勢は、美しいくらいだ」

　エーブの冷たい物言いにミューリは嚙かみつかんばかりの目を向けていたが、エーブを責めたところで状じよう況きようはなにも変わらない。

「しかし、ウィントシャーの言うことが本当だとすると、だ」

　手紙を書き終え、インクを乾かわかすための砂を振ふりまくと、エーブは次の紙を傘かさ持ちの娘むすめから受け取っている。

「手た綱づなの握にぎられていない猟りよう犬けんがうろうろしてるってことになる。そっちのほうが問題だな」

　エーブは教皇が謀はかりごとを巡めぐらせ、ウィントシャーたちを利用している事態を想定していた。

　それはそれで面めん倒どうごとが予想されるが、そうでない場合もまた、問題なのだ。

「クリーベント王子の件ですか」

「私をここに置いたハイランドもなかなか目め端はしが利きく。道具を売り買いするのは商人の本能だ」

「やめてくださいよ」

　わざとらしい物言いだが、釘くぎをさすとエーブはさらにわざとらしい笑え顔がおを見せる。

「犬ってのはな、主人がいたほうがいいんだよ」

「え？」

「今はまだ連中は、街の人間にちやほやされてそれで頭がいっぱいになっている。冷え固まっていた胸中に、称しよう賛さんという熱い葡ぶ萄どう酒しゆを注がれている。だが、そんな高こう揚よう感は永遠に続きやしない。ご馳ち走そう攻せめで楽しいのは最初の数日だけだ。必ず飽あきがきて、心が醒さめる。その時、現実に改めて気がつくんだ。今まで仕えてきた主人からは見放され、もはや剣けんを振ふるう理由がどこにもないことにな。虚むなしさってやつを侮あなどるなよ。底も見えない深さを持つ穴だぞ」

　羽ペンの先が、自分を指してから、ミューリに向けられる。

「たとえばお前が馬車にはねられてぽっくり死んだとしたら、この狼オオカミはどうなるかな？」

　ぎょっとしてミューリを見る。

　どうするかと問われ思い出したのは、雪が吹ふきすさぶ夜の氷海に投げ出された時の記き憶おくだ。

　ミューリはあの死の海に、躊躇ためらいもなく飛とび込こんで自分のことを追いかけてきた。

「生きる理由がないことに気がついた騎き士したちが、一体なにをしでかすか。そんなこと、想像もしたくないね。無用な混乱は商あきないの邪じや魔まだ」

　自じ暴ぼう自じ棄きになった騎き士したちは、一いつ騎き当とう千せんと謳うたわれた豪勇揃ぞろい。

　しかも民衆の人気が高いとくれば、兵ひよう糧ろうを提供する者たちも出るだろう。

　悲劇譚たんで語られる、反乱軍の出来上がり、というわけだ。

「だから私はいっそ、第二王子の奴やつに計画的に売うり渡わたしたらどうだと思うがね」

　そんなこと許容できるはずもない、と言いかけたところ、ミューリが口を挟はさんだ。

「その話、私は少し疑ってるんだけど」

　ミューリの言葉に、エーブは先を促うながすように顎あごを上げた。

「その二番目の王子様は、いわば王家の裏切り者でしょ？」

「まあ、王位簒さん奪だつを狙ねらうという意味ではそうだ」

「高潔な騎き士し様が、すんなり味方をするかな。主君殺しは大罪だよ。そういうお話で正義が語られるのは、王様が暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくしている時だけだもの」

　ミューリの知識は戦いくさ叙じよ事じ詩しばかりだが、そこには真実もまた多い。

「良い着眼点だ。葡ぶ萄どうをやろう」

　傘かさ持ちの娘むすめに、砂さ漠ばくの言葉でエーブは指示を出す。娘むすめはうなずき、ミューリに向かって微ほほ笑えんで、部屋から出ていった。

「自然にはくっつくまい。だから、説得は必要になる」

「くっつく可能性があるってこと？」

「鍵かぎと錠じよう前まえを箱に入れて、ガチャガチャ振ふっている間に錠じよう前まえが開くとは思えないが、向きを揃そろえてやればその限りにない」

　傘かさ持ちの娘むすめが、緑色の葡ぶ萄どうを器うつわに山盛りにして持ってくる。

　エーブはそれを手に取り、こう言った。

「私は次の陰いん謀ぼうにお前らを誘さそうと言った。どうする？」

　葡ぶ萄どうをもらえると思い、伸のばされていたミューリの手が止まる。

　エーブは、どこまでも商人だ。

「ミューリ」

　その名を呼ぶと、ミューリは狼オオカミの耳と尻しつ尾ぽをわざとらしく出して、ばたばたと神経質そうに振ふる。そして、ぐいと手を伸のばし、葡ぶ萄どうの房ふさから摑つかめるだけ粒つぶをもぎ取った。

「とりあえず、ここまで話を聞いた分だけもらっておく」

　尖とがった犬歯を見せつけるかのように、大口を開けて葡ぶ萄どうを嚙かみ潰つぶす。

「うちで働いてもらいたいくらいだ」

　エーブは楽しげに笑っていた。

「お前らの賛同が得られなければ、私から動くのはやめておこう。またひっくり返されたら面めん倒どうだからな」

　エーブは暗がりでの戦いを得意とする。ハイランドに見つかり、明かりの下に置かれている以上、へたに動くのは損だと考えているのかもしれない。

「とはいえ、採れる選せん択たく肢しなどそうそうないと思うがね」

　人の命よりも重い金貨を日々取とり扱あつかう商人は、そう言って羽ペンを振ふる。

　仕事の邪じや魔ま、ということだろう。

　ミューリは最後にもう一度葡ぶ萄どうを房ふさからもぎ取り、部屋を後にしたのだった。

　自分たちの部屋に戻もどり、ミューリはベッドでうつぶせになって紋もん章しようの図ず柄がらを描えがき、自分は机に座すわって木窓の外を見るともなしに見つめていた。

　ブロンデル修道院に行っている間、食堂で預かってもらっていた子犬は久しぶりにミューリと出会えて大喜びだったが、当のミューリはすげない対応だ。

　紋もん章しようの図ず柄がらも、気のないふにゃふにゃしたものになっている。

「エーブさんは、なにかを知っているってことですよね」

　鍵かぎと錠じよう前まえの喩たとえ。

　かちりと嵌はまる理り屈くつを、エーブは知っている。

「正義の騎き士しは悪と手なんか組まないよ」

　ミューリを見やれば、蠟ろうをひいた木の板には、不格好な騎き士しの絵が描えがかれている。

「説得が必要になる、とは言ってました」

　ミューリは嫌いやそうに鼻を鳴らし、銀色の尻しつ尾ぽにじゃれる子犬をかかとでつついていた。

「ですが、騎き士しの皆みなさんがこの賞賛に空むなしさを感じてからのことなど、よく思いつくものだと感心します」

　それが一手先を読む、ということなのだろうが、なによりエーブに思うことは、その冷たいものの見方だ。塵ちりは塵ちりに、灰は灰に、という言葉があれほど似合う人物もいない。

「兄様は」

　と、ミューリが言った。うつぶせのまま、木のペンを置いて、胸の下に挟はさんでいる枕まくらを両手でぎゅうっと抱だきしめながら。

「悪い王子と手を組んでも、騎き士しの人たちは幸せだと思う？」

　即そく答とうは憚はばかられるが、賢さかしらな回答もまた、ミューリを失望させるだろう。

「どれだけ大義を信じられるかにかかっているかと思います」

　騎き士し団だんは道具なのだ、とエーブは言った。

「教皇様が裏で手を引いていて、第二王子を含ふくめて薄うす暗ぐらい密室で手を組む。そんな様子だとしたら、ウィントシャー様はむしろ気が楽だったかもしれませんし、ある意味、戦士としての本ほん望もうかもしれません」

　教会に仇あだなす王国への攻こう撃げきのため、清せい濁だく併あわせ吞のむ。それくらいの言い訳ができたはず。なんにせよ彼かれらは戦士なのだ。主君が命じれば、泥どろの中でも喜んで這はい回まわるだろう。

　しかし教皇の後うしろ盾だてはなく、自分たちの存続のためだけに第二王子と手を組むとすれば、大きく意味合いが変わってくる。

　まったく同じことをしていても、含ふくまれる毒の性質が変わり、行こう為い者しやを苦しめる。

　名と実。

　そのどちらが伴ともなわなくても、人は苦しみを抱いだく。

「するとエーブさんは、大義を用意できると思っている、ということになります」

「想像できない。だって、王様の悪さがわからないもの」

　ふてくされたように言うミューリの言葉は正しい。

　王はもちろん完かん璧ぺきではなかろうが、断頭台に吊つるせ、と人々が怒いかりに駆かられるような失政はしていない。教会との戦いにも、理り不ふ尽じんな税の撤てつ廃ぱいという目的があり、人々から一定の支持を得ている。そのことだけで騎き士したちが義ぎ憤ふんに駆かられ、正義を信じて第二王子の味方につく光景というのは、全く想像ができない。

　椅い子すの上でため息をついたが、ふと、気がついたことがある。

「だとすると、第二王子の側に立つ人たちは、なにを信じているのでしょうか」

「んえ？」

　うつぶせからあおむけになり、飽あきずにじゃれついてくる子犬を両手で摑つかんで掲かかげていたミューリは、こちらを見た。

「それは、あの悪い狐きつねさんと一いつ緒しよじゃないの」

「王位奪だつ取しゆが成功した時の、莫ばく大だいな見返り？」

　エーブは特権やらの商業的なことを見返りに、第二王子を支し援えんしているはず。

「あとは単純に、王様のことが嫌きらいな貴族さんたちが味方してるとか」

「ならばこの機に手を貸す……ということですか」

　なにか安直な気がする。第二王子でさえ、いつ反乱の廉かどで処しよ刑けいされるかわからないという危ない橋を渡わたっているが、貴族となるとより危険度は増すのではないか。今はまだ王位簒さん奪だつの話は噂うわさの域を出ず、明らかに狙ねらっていると思われるが明確な証しよう拠こはない……という程度にしても。

　なお納なつ得とくいかないでいると、ミューリもまた少し考えるように視線を巡めぐらせていた。

　子犬が胸の上に下ろされ、ミューリの顎あごを舐なめている。

「……あの計算高い狐きつねさんが側にいるってことは、勝ち目があるかもってことだよね」

　鼻先をミューリの口に突つっ込こもうとしたところで、子犬は首根っこを摑つかまれていた。

「勝ち目なんてあるの？」

　ミューリは根本的な疑問を口にして、すぐに自分で答える。

「あるってことなんだよね、きっと。だから騎き士しさんを足したら、もっと勝ち目が出るってことになる」

　体を起こしたミューリの上から、子犬が転げ落ちる。

　遊んでもらっていると勘かん違ちがいした子犬は、ミューリの手首に尻しつ尾ぽを振ふって嚙かみついていた。

「ねえ、兄様」

　子犬の首を摑つかんで顔の高さまで引き上げて、ううーっと唸うなって見せたミューリは、言った。

「汝なんじの敵を知れ、さすれば百戦危あやうからずってやつかも。神様も言ってたでしょ」

「……絶対にそんな物ぶつ騒そうなことは言っていないと思いますが」

　一理ある。

「というより、私たちがこうするだろうって、あの狐きつねさんに追い立てられてるような気もして癪しやくなんだけど」

　子犬はベッドに下ろされ、相変わらず尻しつ尾ぽを振ふりながらミューリの側に腹ばいになる。

「後ろはあなたが見てくれますか？」

　これがエーブの計略の一部、というのはいかにもあり得る話で、だとすれば周囲の警けい戒かいを怠おこたってはならない。

　その声掛かけに、ミューリはにんまりと笑って胡坐あぐらをかく。

「野の良ら犬いぬの尻しつ尾ぽも踏ふまないか見てあげる」

　ミューリの言い方に苦笑いしながらも、ならば一歩前に進んでみようと思う。

　椅い子すから立ち上がれば、ミューリもまた立ち上がったのだった。

　外に出てきます、と伝えた時のエーブは、意を得たりと思っていたかどうか定さだかではないが、行き先を聞くこともなかった。

「尾び行こうされてもわかると思うけどね」

　ミューリは森の狩かりでは達人並みの腕うで前まえを持つ。警けい戒かいした鹿しかが後ろを気にしてる間に、回り込こんでその鼻先を突つっつくことだってやりかねない。

　それだけでも心強いが、ミューリには狼オオカミの血を引いているという圧あつ倒とう的てきな強みがある。

「街中の野の良ら犬いぬが私たちの味方だよ」

　街をうろつく動物を味方につけるのは、人ならざる者の常じよう套とう手段、とミューリは羊のイレニアから学んでいた。あのエーブも野の良ら犬いぬまでは買収できないだろうから、分はこちらにある。

「今のところはどうですか？」

「いないかな。ばれるってわかってるか、行く先なんてわかってるか」

　両方だろう。

　自分とミューリが向かったのは、ラウズボーンの複雑な路地の先にある、静かな住宅密集地の古ぼけた建物だった。

「にーわーとーりー」

　ミューリが言うと、屋根の上に止まっていた鳥が甲かん高だかく鳴いて、屋根との隙すき間まから中に入っていく。ミューリの頭を小こ突づいていたら、扉とびらの覗のぞき窓が不ふ機き嫌げんそうに開かれた。

「餌えさが欲ほしければ市場に行け、犬っころ」

「いーっ」

　二人は逆に仲が良いのでは、と思わせるやりとりの後、覗のぞき窓が閉じられると鍵かぎが外され、扉とびらが開いた。

「良い話か、悪い話か」

「それを確かめたく」

　シャロンは鼻を鳴らし、入れと顎あごをしゃくったのだった。
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　シャロンとクラークが維い持じする孤こ児じ院いんは、牛の乳をこぼした後のような、独特の子供の匂においで満ちている。とはいえがらんとしているのは、クラークと共に子供たちが働きに出ているからのようだ。

「この時期は羊毛が次から次に街に送られてくる。どこの商会も糸紡つむぎやらの人手を欲ほしがっていて、子供らには稼かせぎ時だ」

　働かざる者食うべからず。寄付の潤じゆん沢たくな場所ではない。

「それで？　聖クルザ騎き士し団だんがらみの話か」

「根本的にはそうなのですが」

　その切り出しに、シャロンは眉まゆ根ねに皺しわを寄せた。

「第二王子のことをお聞きしたく」

　なぜそんな話を、と不思議がるシャロンに、エーブのことや、大聖堂でウィントシャーから持もち掛かけられた話のことを伝えた。

「シャロンさんが徴ちよう税ぜい人にん組合を率いていた時、根こん拠きよにしていた徴ちよう税ぜい権は、第二王子が発行したものですよね？」

「そうだが……面識があるわけではないぞ」

「そうなの？」

　子供が作ったらしい不格好な羊毛の人形を指でつついていたミューリが、そう言った。

「どうして私が会えるんだ。お前が金きん髪ぱつと呼んでるあれも、本来ならそう簡単に会える人物じゃない」

「そうなんだ。私のおうち、いろんな偉えらい人が湯に浸つかりにくる湯屋だから」

　つんと澄すまし顔で言うミューリに、シャロンは胡う乱ろんな目を向けていた。

「なにか噂うわさのようなものでも構わないのですが」

　シャロンに一いち撃げき食らわせてやった、と得意げなミューリの首根っこを摑つかんでから尋たずねた。

「人となりとか」

「人となり……噂うわさ程度になる」

「私たちはそれも知りません。ですから、あのエーブさんが聖クルザ騎き士し団だんは第二王子と手を組むかもしれない、と言っていることに、困こん惑わくしているのです」

　シャロンは嫌いやそうに目を細めてから、遠くの獲え物ものを見定めるように視線を遠くした。

「騎き士し団だんの連中は、教皇に命ぜられてここに来たのか？」

　ふたつが手を組むとなると、すぐに思いつくのはその可能性らしい。

「昼の礼拝中にお会いしてきた際の印象では、教皇様は良くも悪くも関係なさそうでした」

　見捨てられている、とは表現しなかったが、シャロンには伝わったらしい。

「すると、聖クルザ騎き士し団だんが、自発的に第二王子と手を組む、というのか」

　怪け訝げんそうだった。

「騎き士したちからしたら、第二王子など主従の理ことわりを踏ふみにじる反逆者だろう。手を組むとは思えない」

「やはりそう考えますか」

　シャロンは肩かたをすくめていた。

「それで第二王子のことを調べようと思ったわけか。どこで繫つながりうるのか」

「で、鶏にわとりはなんにも知らないの？」

　がっかりしたようなミューリの物言いに、シャロンが舌打ちのような口の形を見せる。

　しかし結局はため息と共に、相手をするのもばかばかしいとばかりに肩かたをすくめていた。

「噂うわさや逸いつ話わならば、そこらの子供でも知っている。有名だからな。私もその噂うわさの印象から、騎き士し団だんが組みたがる相手だとは考えない」

「その話でも構いません」

　胸の前で腕うでを組んだシャロンは、面めん倒どうくさそうに言った。

「つとに有名なのは、放ほう蕩とうだ」

　ハイランドからわずかに聞いた話では、山師に近く、信しん仰こうなど持たない信用のならない人物像だった。

「取り巻きの貴族の子し弟ていとの乱らん痴ち気き騒さわぎは事実だ。私も徴ちよう税ぜい人にんの仲間を集める際、あちこち回っている最中に目にしたことがある。パンで作った大きな船を料理人に担かつがせ、街を練り歩きながら酒をがぶ飲みしていた。酒の海の大航海だのなんだの騒さわいでいたな」

　まったく意味が分からないが、とんでもないことをしている、というのはなんとなくわかる。

　お祭まつり騒さわぎが好きなミューリは隣となりで目を輝かがやかせていた。

「とはいえよくある放ほう蕩とう貴族のように、人々を虐しいたげ、彼かれらから疎うとまれ、恨うらまれているかというとそうでもない」

「そう、なのですか？」

　ろくに働かず乱らん痴ち気き騒さわぎ、というだけで反感を買いそうなものだ。

「その騒さわぎ方がうまいとでもいうのか……私が見た時も、結局はパンの船ごと救きゆう貧ひん院いんに乗のり込こんで、もはや世になんの楽しみもないと諦あきらめていたような連中と、肩かたを組んでの大おお騒さわぎだ。そういう奴やつだと言えば、なんとなくわかるか？」

　品行方正とは到とう底てい言えないが、根は悪くない豪ごう放ほうな人物、ということだろうか。

「教会をからかうのも好きで、夜中のうちに石の竈かまどで教会をぐるりと囲み、朝から羊の丸焼きで煙けむり攻ぜめ、などという話を聞いたことがある。いかにもやりそうな話だ」

　ミューリは耳と尻しつ尾ぽを出して楽しそうに話を聞き、それを見るとシャロンもまた悪い気分ではなさそうだ。

「その羊の丸焼きの話も、教会が貧ひん者じやへの施ほどこしを渋しぶった、という話があったうえでのことだと記き憶おくしている。大体の話で、王子はいつも誰だれかの味方なんだ」

「では、羊は街の人々と共に……ということですか」

「話の落ちはそうだな。それゆえ、第二王子の放ほう蕩とうが許されているのは、王族だからではない。人々が味方をするからだ。その羊の丸焼きの後、反省したと言って教会に羊の腸ちよう詰づめを送った話も聞いたことがある」

　その時点でどうかと思うが、シャロンは楽しげに言葉を続けた。

「腸に詰つめたのはどうしようもないくず肉で、ついでに石せつ鹼けんが混ぜてあった。肉食をやめられず、腹黒いお前らにはそれがお似合いだってな。貪どん欲よくな司教は文字どおり泡あわを吹ふいたというのが、定番の語り草だ。教会の傲ごう慢まんさを知っていれば、胸のすく話だろう」

　ミューリは腹を抱かかえて笑っていた。

　しかし、第二王子の人物像はなんとなく見えてくる。

　権けん威いなどものともしない、そもそも反逆精神に満ち満ちた異い端たん児じなのだ。

「では、第二王子の味方についている人々は、そういう人ひと柄がらにひかれて？」

　澄すまし顔の権力者たちをこき下ろす話は、民衆に常に人気がある。

　ある種の喜劇の英えい雄ゆうとして活かつ躍やくする第二王子の勢いに乗って、王位への挑ちよう戦せんを支し援えんする。

　そう思ったのだが、たちまちひどい違い和わ感かんに襲おそわれた。

　そんな軽い動機で、王位簒さん奪だつのような血ち生なま臭ぐさい話に手を貸すだろうか。

　失敗すれば待っているのは断頭台なのだ。悪ふざけの相手としては、少し荷が勝ちすぎる。

「王位簒さん奪だつを狙ねらっている、という話がまことしやかに語られている理由は、連中が騒さわぐ原因にあるのであって、連中が大おお騒さわぎを起こしている結果ではない」

「……え？」

　権けん威いをものともしない第二王子だから、最大の権けん威いたる王にも挑ちよう戦せんする。

　理り屈くつとしてはそうなりそうなのに、確かにそこには違い和わ感かんがある。

　そんな簡単に反逆を計画するだろうか、というのがひとつ。

　もうひとつは、ミューリが屋や敷しきで語った言葉にあった。

　そこには正義がないのだ。

「クリーベント王子に付き従っているのは、多くが弱小貴族、それから行き場のない貴族の子し弟ていなんだよ」

　シャロンはそう言って、子供たちの作った不格好な人形を手に取った。

　それを作った子供たちのことを思い出すのか、滅めつ多たに見せないような優やさしげな笑えみを見せた。

「貴族の長子制度は知ってるだろう？　家か督とくを継つげない次男以降は、よほど大きいか慈じ悲ひ深ぶかい家でもなければ、はした金と共に家を追い出される。中には商才があったり、学問を修め役人になる者もいるが、大半は行く当てもないその日暮らし。弱小貴族も似たようなもので、貴族など名ばかりでより強い者たちに踏ふみつけられる毎日だ。クリーベント王子は、そういう不満分子の長と言える。偉えらそうにふんぞり返る連中を挫くじいてやる、という憂うさ晴ばらしの王なんだよ。なにせ本人が、長ちよう兄けいである次期王の予備扱あつかいだからな。一時は体のいい厄やつ介かい払ばらいとして、騎き士しになるなんて、話、も……」

　シャロンはそこまで言って、続きの言葉が口の中で消えてしまう。

　自分とミューリもまた、そんなシャロンを目を見開いて見つめていた。

「騎き士しも、同じですよね」

　その一言に、半開きだったシャロンの口が閉じられる。

「騎き士しになる人たちも、実家にいられず、剣けんに生きる道を見み出いだしていた」

「これが、ふたつを繫つなげる点だと言うのか？」

　かたや権けん威いをものともせず、容よう赦しやなくこき下ろす放ほう蕩とう王子。

　かたや信しん仰こうに生き、正義をその甲かつ冑ちゆうに秘ひめる高潔な騎き士し。

　正反対の彼かれらだが、全く同じ事情を抱かかえ、単に向かった先が違ちがっただけなのだとしたら。

「確かに、王や次期王の長ちよう兄けいが第二王子の放ほう蕩とうに強く出られない理由のひとつとして、罪悪感があるからだというのも聞いたことがある」

　シャロンは短く言った。

「巣から体の小さい雛ひなを突つき落おとす鳥のように、彼かれらは弟たちを家から追い出すことで家か督とくを守る。せめて強く生きてくれ、などと願うのは強者の身勝手な贖しよく罪ざいだが……よくある話だ」

　シャロンに付き従った徴ちよう税ぜい人にんたちも、聖職者の私生児として捨てられた身分だった。

　騎き士したちは家を継つげずに外に出され、ようやく騎き士しとなって手に入れた居場所を、今また失おうとしている。そこに第二王子が声をかける。

　俺おれたちを除のけ者ものにしてうまい目を見ている連中に、一泡あわ吹かせてやらないか。

「第二王子と手を組んだとなると、王に対たい抗こうする勢力ということになる」

　シャロンの呟つぶやきに、暗い黙もつ考こうから引ひき戻もどされる。

「教皇から見ると、騎き士したちが王に対たい抗こうする貴重な戦力を捕つかまえてきたことになる。王国出身の騎き士したちに対する見方を変える可能性は、十分にあるな」

　エーブは、騎き士したちは道具なのだと言った。

　使い道のない、必要とされていない道具だと。

「騎き士したちがそんな希望にすがる可能性は、少なくない気がする。ただ私としては、お前が提案されたという方法のほうが、ずっとましな気はする。お芝しば居いもいいところで半笑いではあるが、まだ笑う余よ裕ゆうがある」

　ウィントシャーは、きっと第二王子の線も考えたうえで、先の提案をしたはずだった。

　第二王子と手を組めば、その先には本物の戦いくさがちらついている。大聖堂での会合で老騎き士し自身が語ったように、彼かれらは教皇の懐ふところ刀がたなであり信しん仰こうの守り手であると同時に、ウィンフィール王国民でもある。

　故国の民たみに剣けんを向けるなど、とウィントシャーは言っていたが、彼かれはその可能性を本気で危き惧ぐしていたのではないか。なにせ騎き士したちは、ウィンフィール王国については暗いものを心の底に隠かくしている。

　家の相続に必要ないからと外にやられ、政策に合わないからと寄付を停止された。しかも王国が教会と対立するということそのものによって、自分たちの信しん仰こう心が周囲に疑われている。

　故国に向けて剣けんを抜ぬく時、恨うらみという油は剣けんの滑すべりを良くすることだろう。

　だが、信しん仰こうの下もとに剣けんを振ふるうから騎き士しなのであって、恨うらみによって剣けんを振ふるえばもはや騎き士しではない。

　月を狩かる熊くまの話をする時の、ミューリの目に浮うかぶ暗い炎ほのおの色を見れば明らかだ。

　もはやそれは別人であり、大切な誰だれかの目がそんな色に染まるのを見過ごすことはできない。

　薄はく明めいの枢すう機き卿きようを引っ張り出す案ならば、まだしも茶番で済む。

「誰だれかが当たり前に得ている居場所を、手に入れられなかった者。あるいはようやく手に入れたそれを、失おうとしている者」

　行き場のない子供たちの居場所を作っているシャロンは、腕うでを組んだまま大きく息を吸う。

「ラウズボーンにやって来た聖クルザ騎き士し団だんには、正直どこかに消えて欲ほしいと思っている。王国内に無用の混乱を巻き起こされては、我々の修道院の存続も危あやうくなるし、戦いくさとなったら不幸な子供たちがさらに増える。だが」

　非情な空の狩人かりゆうどに見える鷲わしの化け身しんは、棚たなに不格好な人形を戻もどす。

「それが弱い者を排はい除じよする側の理り屈くつだともわかっている。仕方ないんだ、わかってくれ、という言葉が耳の奥おくで聞こえるようだ」

　この世は平等ではなく、すべての者に優やさしく作られてなどいない。公平の天てん秤びんを用意してくれるはずの神の姿は見えず、自分たちでこしらえなければならないが、それでさえ強い者が有利に作ってしまう。

　行き場のない貴族の子し弟ていたちと共に教会をからかい、パンの船を作って救きゆう貧ひん院いんに飛とび込こむ第二王子と、家か督とくを継つげずとも倦うまず、たゆまず、信しん仰こうと鍛たん錬れんに明け暮れていた騎き士したち。

　彼かれらは真逆の存在だが、生まれた順番によって天てん秤びんからこぼれ落ちたという共通点を持つ。

　彼かれらが繫つながるとすれば、暗い理由でしかありえない。

「兄様」

　ミューリに袖そでを引かれ、詰つめていた息を吐はく。

　シャロンの孤こ児じ院いんの奥おくの部屋から、赤子の泣き声がした。

　シャロンはそちらを見て、こちらを見た。

「私はお前が騎き士したち相手に、公開問答でもする様子を楽しみにしているよ」

　敵ながら天あつ晴ぱれ、と言って欲ほしい、とウィントシャーは言っていた。

　予定調和の公開問答などなんとも間ま抜ぬけだが、効果は想像できる。多くの騎き士したちは敵におもねることをよしとしないかもしれないが、穏おん便びんであることは間ま違ちがいない。なにより、彼かれらの目には忸じく怩じたる悔くやしさは生まれるとしても、恨うらみの炎ほのおは灯ともるまい。騎き士しは、騎き士しのままでいられる。第二王子との線よりも、ずっと、ましなはず。

「さて、悪いが寝ねた子が起きてしまった」

「……はい。クラークさんにもよろしくお伝えください」

　シャロンは肩かたをすくめ、さっさと歩いていってしまう。

　牛乳をこぼしたような、子供独特の匂においがする私設の孤こ児じ院いん。

　ローズは家を追い出された後、どんな風に過ごしていたのか。

　ふと、そんなことを考えたのだった。

　帰り道、ミューリの口数は少なかった。

　憧あこがれの騎き士したちに残された道はふたつ。

　みっともない選せん択たく肢しか、仄ほの暗ぐらい選せん択たく肢しだ。特に第二王子の線は、戦いくさを前提にしたものだという以上の理由で、騎き士したちには選んで欲ほしくなかった。

　どちらを選んでも完全な正解ではないが、どちらが失敗かはわかっている。

「ミューリ」

　いつもなら隣となりを歩いているのに、今は数歩先を歩いているミューリに声をかけると、石いし畳だたみの上で立ち止まり、こちらを振ふり向むいた。

「おそらく私は、礼拝堂での申し出を受けると思います」

　ミューリに追いつき、その背中にそっと手を当てると、ミューリは並んで歩き出す。

「ウィントシャー様には辛つらい選せん択たくになるでしょうが、きっと部隊は存続できます」

　王の確かく認にんがあったうえで、騎き士したちのことを褒ほめるのだから、王からも計らいの一いつ環かんとして騎き士したちに金を渡わたしやすくなる。たとえ敵であろうとも、立派な者たちには褒ほう美びをというわけだ。それならば騎き士したちの面めん目ぼくも立ち、しばらくは凌しのげる兵ひよう糧ろうを得て、しかも王国の軍門には降くだらない。

　憎にくき薄はく明めいの枢すう機き卿きようと対等に渡わたり合あい、かつウィンフィール王国の民衆に絶大な人気があるとわかれば、王国の足元を掘ほり崩くずす牙が城じようとして、騎き士したちの存在は間ま違ちがいなく教皇の中で高まるはず。

　できすぎな流れに作さく為い的な欺ぎ瞞まんを感じ取る者たちは出るだろうし、真実が噂うわさの形で流れることも想像できる。しかしその不和は老騎き士しが一身に引き受ける。悪いのは安易な判断をした私だけだと。

　かくして部隊はその後も存続する。

　現実的な幕引きだ。

「あなたには、悲しい選せん択たくかもしれませんが」

「んーん、兄様、私はね」

　そう言って顔を上げ、こちらを心配させないようにと健けな気げに笑いかけたミューリのことを、まっすぐに見み据すえた。

「私は全力で、聖クルザ騎き士し団だんの敵を演じます」

　驚おどろくミューリに、こう言った。

「あなたは私をとても褒ほめてくれますが、あの騎き士したちもまた、全くそれに劣おとっていないことを人々に知らしめます」

　ミューリが自分のことを高く評価してくれるのなら、ミューリが大好きな騎き士しはその高さに相応ふさわしいのだと示すことで、きっと痛みはいくらか軽減される。

　なぜなら騎き士しもあの兄と同じくらい凄すごいのだから、という理り屈くつによって。

　だから気を落とさないで、とミューリの肩かたを摑つかんでいたら、ミューリは小さく肩かたをすくめてその手を払はらう。

「あのね、兄様」

「は、はい？」

「私は兄様のことが大好きなだけで、格別褒ほめてないんだけど」

「えっ」

「兄様のこと褒ほめてるのは、金きん髪ぱつとか、よく知らない町の人とかでしょ」

「……」

　言葉もなく記き憶おくを探さぐると、そんな気がしないでもない。

　たちまち自信過か剰じようが恥はずかしくなってくる。

　たまに大きく踏ふみ出だしたかと思えばこれだ、とうずくまりたくなっていると、誰だれかに腕うでを取られた。他に誰だれがいるわけでもない、ミューリだ。

「でも、兄様がなにを決意してくれたかはわかってる」

　面おも白しろくて笑う時とは明らかに異質の、柔やわらかい笑え顔がお。

　ミューリはぐいと腕うでを引いてこちらの姿勢を崩くずすと、背せ伸のびをして頰ほおに口づけをしてきた。

「兄様のそういうところが大好き」

　二度も不意打ちされたことに忸じく怩じたる思いだったが、いや一度目は自じ業ごう自じ得とくかと思い直す。

　とはいえミューリに想おもいが伝わってくれたのなら構わない。

　ため息をついて諸もろ々もろの感情の残ざん滓しを吐はき出だして、新しい春の空気を吸すい込こんだ。

「そうと決まれば早くしましょう。第二王子の陣じん営えいにも騎き士し団だん到とう着ちやくの報が届いているはずです。向こうがよからぬ策を持もち込こむ前に決着をつける必要があります。ウィントシャー様の決意を無む駄だにしてはいけません」

　ミューリは赤い瞳ひとみを大きくして、牙きばを見せた。

「うん！」

　腕うでの血が止まるくらいに強く抱だきしめてきたミューリは、歩き出すとこう言った。

「ふふ。兄様の演技かあ。笑っちゃわないか不安だけど」

「……」

　嫌いやそうな顔を向けると、意地悪な笑え顔がおを返される。

　まったく悪い狼オオカミだと呆あきれるが、元気になってくれたことにはほっとしたのだった。

　エーブは結局本当に尾び行こうをつけていなかったらしい。

　屋や敷しきに戻もどってからミューリがあけすけに言うと、すごく嫌いやそうな顔をしていた。

「私が年がら年中陰いん謀ぼうを企たくらんでいるとでも？」

「違ちがうの？」

　その瞬しゆん間かん、エーブは葡ぶ萄どうの籠かごをさっと自分の手元に引き寄せていたので、案外大人げない。

「第二王子に騎き士したちがくっついたくらいでは、決定的に情勢は変わらない。だったらもっと確実な商あきないを進めるってだけだ」

「商あきない？」

　テーブルに身を乗り出してエーブの手元の葡ぶ萄どう籠かごに手を伸のばすミューリと、そのミューリを押おし返かえすエーブという寸劇の中、傘かさ持ちの娘むすめが笑いながら新しい籠かごを持ってくる。

「お前たちの話を聞いた後、さっそく大聖堂のヤギネに一言入れてな。騎き士しとお前の茶番劇の後、騎き士したちが必要とする物資の調達役や、寄付金の受付と両りよう替がえ業務をうちにやらせろという約束を取りつけた。騎き士しにはなんらかの形で王も金を出すだろう？　そっちの金を当てにしたほうが確実だ」

　エーブは常に一歩先を行き、その手も恐おそろしく速い。

　感かん嘆たんのため息をついていると、葡ぶ萄どうの籠かごをもらったミューリは、一粒つぶつまんで口に放ほうり込こむ。

「じゃあこれはその分け前の一部ね」

「一部じゃない、全部だ」

「けち！」

　歳としが離はなれた姉し妹まいみたいなやり取りをする二人に苦く笑しようしていると、ふとエーブが口を開いた。

「ああ、そうだ。老ろう婆ば心しんながら言っておこう」

「はい？」

　聞き返せば、エーブが目を悪そうに光らせていた。

「お前があいつらのことを敵として認めるとしよう。民衆もまた、さすが騎き士し団だんだとなる」

「は、はい」

「そこで終わりと油断するなよ」

　数すう舜しゆんの空白が頭を支配する。

「……え？」

「葡ぶ萄どうの籠かごをふたつとも取るかもって、こと、だよ！」

　ミューリはテーブルの上に手を伸のばし、エーブの籠かごも取ろうとする。

　エーブはもちろんひょいと軽くかわしてしまう。

「ふたつもって……どういうことですか？」

「兄様の喧けん嘩か相手として認められた騎き士しさんたちは、その勢いを利用して、さらに悪い王子とも手を組むかもってこと、もう！」

「箔はくがつく分、お買い得だ」

　軽くあしらわれ、途と中ちゆうから耳も尻しつ尾ぽも出していたミューリは、悔くやしがってそのままテーブルの上に腹ばいになっている。傘かさ持ちの娘むすめはころころと笑いながら、そんなミューリの頭を撫なでていた。

「まあ、きちんとおぜん立てをすれば、問題ないと思うがね」

　エーブは勝利の葡ぶ萄どうを一粒つぶ口に含ふくむ。

「騎き士し連中は良くも悪くも単純だ。勝利の道を見せてやれば、脇わき見みもしないできちんと前に進んでくれるだろ」

　牛かなにかみたいな物言いだが、なんとなくわかる。

　騎き士したちの勇ましさは、少なからぬ部分をその愚ぐ直ちよくさに負っているのだから。

「死なすには惜おしい連中だ」

　エーブは椅い子すの背もたれに体を預けて、言った。

「私も戦いくさ叙じよ事じ詩しは嫌きらいじゃない」

　教会の紋もん章しようの前で交差した、二本の剣けんという騎き士し団だんの旗印。

　エーブは口ではなんだかんだ言って、心はまだウィンフィール王国にあるのだろう。

「頑がん張ばりますが……」

「ん？」

　こちらを見たエーブに、言った。

「あまり暴利をむさぼりませんように」

　虚きよを衝つかれたといったエーブは、それから肩かたを揺ゆらして笑ったのだった。

　大事なことを手紙でやり取りするのも心こころ許もとなく、屋や敷しきに詰つめていた兵士を通じてハイランドに連れん絡らくを取った。

　するとすぐに返事があり、騎き士したちは大聖堂から離はなれているため、今なら会えるとのことだった。騎き士したちは刀とう剣けん商しよう組合と鍛か冶じ屋や組合の守護聖人祭に参加するため、刀とう剣けん商しようや職人の工こう房ぼうが集中する街の区画に出張っているらしい。

「えー、そっちに行きたい！」

　屋や敷しきの下男から、剣けんの演武なんかもあるらしいと聞きつけたミューリは早さつ速そく駄だ々だをこねたが、もちろん聞き流した。不満たらたらのミューリの手を引いて街に出ると、心なしか人の流れが一方向に向いている気がした。あるいは、ミューリが職人街のあるそっちばかりを見るからかもしれないが。

「みーんなお祭りに行ってるんだよ」

　厭いや味みったらしくそんなことまで言っていた。

　それから大聖堂に向かえば、昼の礼拝時ほどとは言わないまでも、相変わらずの人出に面めん食くらう。今からこれでは、夕刻の礼拝には仕事を終えた者たちも参加するから、大変なことになるのでは。

　そう思って再会したハイランドに聞いたら、肩かたをすくめられた。

「騎き士し団だんが来る前から、日を追うごとに人の数は増えている。どうやら近きん隣りんの街からわざわざ足を運んでいる者たちがいるようだ。騎き士し団だんがいるからというより、王国の多くの街ではまだ聖堂や教会が門戸を閉じたままだからだろう、とのことだよ」

　先日のラウズボーンでの大おお騒さわぎから日数を計算すれば、ラウズボーンの話が近きん隣りんに伝わり、信しん仰こうに飢うえている者たちが出かける準備をした後、この街に到とう着ちやくするのが今くらいかと思う。

「他の街の教会組織も、門戸を開いてくれたらと思うのだが」

「教皇様の側は、まさにその可能性に戦せん々せん恐きよう々きようとしているようですが、実際どうなのですか？」

　時間は王国に味方する、と王たちは判断した。

「どこかで堰せきを切ったように……となることはあり得るだろうが、今のところは続報もない。門戸を開いたのは、君たちが通った街だけだ」

　注目される理由がわかるかな？　と悪いた戯ずらっぽく付け加えられる。

「それにあまり事態が進みすぎると、それはそれで教会側の態度を硬こう化かさせる。あまり向こうを刺し激げきせず、同時に王国にある教会の聖務を再開させる方法が見つかればいいんだが」

　三年という時間はあまりに長い。

　生まれた赤子の洗礼式は人々が手ずから行い、結けつ婚こんの誓ちかいはたどたどしく土地の長老が読み上げ、死者の埋まい葬そうの祈いのりは人々が涙なみだながらにうろ覚えで祈いのりを捧ささげる。

　その間、聖職者たちは門戸を閉じて収入が途と絶だえる中、溜ため込こんだ資産で食い繫つないだり、聖職禄ろくを求めて大陸に渡わたったりしている。

　どちらも幸せにならない我が慢まん比べは、籠ろう城じよう戦のようなものだ。

「それに、門戸を開くには内部の腐ふ臭しゆうがひどすぎる、という教会が多々あるのも事実だろうしな。嘆なげかわしいことだ」

　つい先日に訪おとずれたブロンデル修道院も、健全な信しん仰こうの生活、というものからは縁えん遠どおい存在だろう。だからハスキンズが自分たちのことを疑った以上に、修道士たちは自分たちのことを疑っていたのでは、とも思う。

　きっと門戸を閉じているのは教皇の命令でありつつ、探さぐられると痛い腹を隠かくしている面もあるだろう。そしてそんなことをしているうちに、悪い商会に目をつけられて資産を勝手に売り飛ばされる、などという話もあった。

　かといって国王が直々に門戸を閉ざした教会に手を出せば、教皇の怒いかりを搔かき立たてるのは目に見えている。第二王子の発行した徴ちよう税ぜい権よりも、さらに激げき烈れつな反応を招くはずだ。

　教会の自じ浄じよう作用がもっと作用すればいいのだが、と思って、ふとなにか頭に引っかかった。

　なんだろうかと思ったところに、ハイランドが言う。

「そんな中、教皇の懐ふところ刀がたなを輝かがやかせる、というのはある意味危険な判断かもしれないが」

　ハイランドはため息をついてから、「いや、前向きな話だけをしよう」と笑って言った。

「君が決断してくれて助かる」

「あ、いえ」

　短く答え、頭に浮うかびかけたなにかを横目に見ながら、付け加える。

「第二王子と騎き士しの方たちが手を組むことを考えたら、圧あつ倒とう的てきにこの計画のほうが被ひ害がいが少ないかと思います」

「ウィントシャーの手前、その話をできなかったが……屋や敷しきにエーブがいて驚おどろいたろう」

　やや申し訳なさそうに笑うハイランドに、微ほほ笑えみ返す。

「エーブさんは暗あん躍やくを疑われて心外のようでしたが、正しい判断かと思います」

「ちなみに、エーブは本当に第二王子と騎き士しとの結けつ託たくを画策していないだろうか？」

「ヤギネ様に話をつけて、私たちの案に沿った儲もうけならば確保している、とのことでした。騎き士しの皆みなさんがこの後必要とする物資の手当てと、集まるであろう寄付金の両りよう替がえ業務を引き受けたいと」

　ハイランドは、驚おどろいたような、ほっとしたような複雑な顔をしてみせた。

「儲もうけになるならば本当になんでもいいのか」

「その意味では信用ができます」

　理解しがたい、とばかりに首を振ふっていた。

「ただ、横よこ槍やりはいつどこから入るかわからない。話を迅じん速そくに進めたいと思っている」

　名と実の、名の話だ。真実をかさ上げするには、街の人々が騎き士したちに大きな関心を寄せている間に、そして、騎き士したちが余計なことに目を奪うばわれる前に成なし遂とげなければならない。

「問題はウィントシャーの側には常に誰だれかしらが付き従っていることだ。明日も朝からずっと催もよおしごとが入っていて、秘密の計画を練るのが非常に難しい」

「夜は？」

　ミューリの問いに、ハイランドは疲つかれたような顔を見せた。

「錬れん度どの高い騎き士したちというのを侮あなどっていたよ。夜は必ず寝ねずの番ばんがつく。さすが聖クルザ騎き士し団だんだと賞賛したいところなのだが、今回ばかりは困ったものだ」

　ミューリは無む邪じや気きに騎き士したちの凄すごさに喜んでいた。

「昼間もぴったり護衛がついていてね」

「その警けい戒かい具合は……やはり教皇の側から、刺し客かくが？」

　ミューリは冒ぼう険けんじみた話に興味を引かれていたが、ハイランドは苦笑いに近いものを浮うかべていた。

「彼かれらは、そのつもりかもしれない。だが、教皇がわざわざ王国内でそんなことをするなら、そもそも島から船を出させなかったはずだ。それに航路の途と中ちゆうでも、拿だ捕ほは可能だったろう」

「王様から刺し客かくが向けられるかも」

　ミューリの一言に、ハイランドは困ったように微ほほ笑えむ。

　刺し客かくがいるかもしれないというのは、騎き士したち自身がそう思いたがっているということだ。

　自分たちが取るに足らない存在だと知って、喜ぶ者はいない。

「とにかく騎き士したちは、今日は刀とう剣けん商しようや職人たちの祭りで夜まで戻もどらない。明日も無理。どうにか明後日あさつてには時間を確保させたい」

「……嫌いやな待ち時間ですね」

　今日の昼にウィントシャーと会談できたのは幸運だったのだ。

「まったく。今もまさに第二王子からの使者が街に向かっているかもしれない。だが騎き士したちは商人よりも約束を重んじる。誓せい約やくを交かわしてしまえば、うまくいくはずだ」

　彼かれらの律りち義ぎさを考えれば、第二王子が粉をかけてきても、容易にはウィントシャーの決断を翻ひるがえせない。

「とはいえウィントシャーの空く時間を待つしかない。無理をして他の騎き士したちに計画が露ろ見けんするのは避さけたい。王に向けては、この後すぐに早馬を出しておく。王は敵でも味方でもない騎き士し団だんの来訪に頭を悩なやませているだろうから、朗報だと喜んでくれるだろう」

　三十人程度の戦力は、武力としては取るに足らなくても、象しよう徴ちようとしての意味がある。ミューリが言ったように、想像上の騎き士しは一いつ騎き当とう千せんとなる。

　わずかに花を持たせるだけで大きな混乱もなく王国から出ていってくれるなら、王としては願ったりかなったりだろう。

　それに長期的な視点としては、ハイランドが語った未来の教会との関係もある。

「もっとも、待ち時間は暇ひまな時間ではない。新設の修道院の手続等もまだ残っている。やることはたくさんある。幸か不幸かね」

　気き遣づかうような笑えみを向けると、ハイランドはミューリを見た。

「備品の買いつけは終わったのだったか？」

「うん。そっちは終わって、エーブさんにお勘かん定じようを回してあるよ」

「さすが凄すご腕うでの行商人と謳うたわれた人物の娘むすめだ」

「でしょう？　商人さんになろうかなって思ったよ」

　ロレンスが聞いたら大喜びしただろう。

「ただ、修道院予定地の建物が、想像以上の荒あれようだったと聞きましたが……」

　シャロンから聞いた話を告げると、ハイランドは酸すっぱいものを食べたような顔をした。

「長いこと空き家だったが、手入れはしている、と聞いたんだが……。シャロンやクラークから報告を受けたら、職人の手配もしておこう」

　ご苦労様です、と頭を下げておく。

「ところで」

　と、ハイランドがやや唐とう突とつに、どこかわざとらしく、何げない風を装よそおって言った。

「紋もん章しようの件はどうだったのだ？　面おも白しろい話は聞けたのか」

　自分たちと同じくらいか、あるいはそれ以上に気にかけてくれているらしい。

　ハイランドのそわそわとした様子に嬉うれしくなりつつ、ミューリがこちらをらんらんと輝かがやいた目で見ているのが気になった。

「お話してもいい？」

　あの荒こう唐とう無む稽けいな熊くまの話、と気がついた。正体がばれるようなへまはしないと思うが、思いついた話を誰だれかに聞いて欲ほしくて仕方ないのだろう。

「あまりご迷めい惑わくをおかけしませんように」

　ミューリはその言葉を許可と受け取り、狼オオカミの紋もん章しようが少ない話から、熊くまの紋もん章しようの話に繫つなげ、途と中ちゆうで王国の羊の紋もん章しようは少し毛が短すぎるのでは？　という話も挟はさんでいた。

　ハイランドはミューリの話が面おも白しろいのか、あるいはミューリと話せることが嬉うれしいのかわからないが、終始上じよう機き嫌げんだった。

　そんな平和な様子を眺ながめながら、騎き士しを巡めぐる計画もうまくいきますようにと、壁かべに掛かけられた教会の紋もん章しように祈いのりを捧ささげたのだった。

　ミューリは結局、刀とう剣けんに関する組合が主しゆ催さいする守護聖人の祭り見物に向かってしまった。

　自分は騎き士したちに顔を見られ、万が一にでも覚えられたら計画に支障をきたすかもしれないが、ミューリはその限りにない。その理り屈くつで攻せめられたら反論もできず、意い気き揚よう々ようと駆かけていくミューリの背中を苦々しく見送った。日が暮れてから帰ってきたミューリが得意げな様子で腰こしに木もつ剣けんをさしているのを見て、ため息をつくほかなかった。

　その翌日は、街の大商会が大きな船せん舶ぱくの艤ぎ装そうを新しくし終えたとかで、そのお祝いに騎き士したちも呼ばれているとのことだった。もちろんミューリは巨きよ大だいな船せん舶ぱくを見たがったし、お祝いごとに参加したがらないはずがない。

　結局無言の圧力に負けたのだが、ミューリが外に出てくれていれば、その間は静かな部屋で聖典の俗ぞく語ご翻ほん訳やくの続きができる。利害は一いつ致ちしているか……と思いながら、ミューリを送り出した後の部屋で翻ほん訳やく作業を続けていた。

　夕方頃ころになると、翌日のウィントシャーの予定を把は握あくしたハイランドが手紙をよこしてきた。

　近きん隣りんの司教区からやって来た聖職者向けに特別な礼拝を行うが、そこにウィントシャーが騎き士し代表として参加するのだという。平騎き士したちは通常の礼拝に参加するので、前回同様にウィントシャーの周囲から騎き士しがいなくなる時間ができる。

　そこで案を進める秘密の誓せい約やくを結び、計画のあらましをウィントシャーと詰つめる、と書かれていた。計画をざっと眺ながめると、まずは大聖堂前で公開問答を行い、民衆にこの争いを印象づける、とあった。奇くしくもシャロンの言った通りだ。聖人伝でもよくある場面なので、そこに自分が参加すると思うと、なんとなく面おも映はゆい。

「兄様、なに読んでるの？」

「うわっ」

　ハイランドからの手紙を読んでいたら、突とつ然ぜん腕うでの下からミューリの頭が割わり込こんできた。いつの間に帰ってきたのか、と思う間もなく、その臭においに顔をしかめた。

「うっ、ミューリ、なんでそんなに魚臭くさいんですか……」

「え？　ほんと？」

　ミューリは耳と尻しつ尾ぽを出して、自分の服の匂においを嗅かいでいた。

「港のあちこちで焼き魚が振ふる舞まわれてたからかも。美お味いしかったよ」

「まったく……」

　しかも一日中海沿いの潮風に吹ふかれていたせいか、ミューリの体全体がじっとりしている。

「お湯をもらってきて綺き麗れいにしなさい」

「はーい」

「耳と尻しつ尾ぽ！」

　部屋から出る間ま際ぎわ、ミューリはわかってますよーとばかりに、わざとらしく腰こしと頭を振ふって狼オオカミの痕こん跡せきを隠かくしていた。そんなミューリにため息をついて、ハイランドの手紙に返事を書く。

　聖クルザ騎き士し団だんと薄はく明めいの枢すう機き卿きようが公開問答をするのならば、街の人々にもわかりやすい題材を選ぶ必要がある。聖典のどこから引用すれば良さそうかと検討し、候補を記しておく。ウィントシャーのほうも自分たちの立ち位置を明確にするため、人々の前で訴うつたえておきたい信しん仰こう上の問題があるはずだから、そこも絡からめやすいように。

　翻ほん訳やくのためにすべて暗記するほど読よみ込こんだ聖典を、もう一度開く。その持てる知識のすべてを注つぎ込こんで手紙を書く後ろでは、ミューリが大きな桶おけに湯をざばざばと注いでいて、緊きん張ちよう感を保つのに苦労した。

　そして、もうもうと立たち込こめる湯気のせいでインクが滲しみ出す頃ころ、ミューリが言った。

「兄様、髪かみの毛け洗って！」

　すでに服を脱ぬいで準備万ばん端たん。恥はじらいもなにもないミューリの前で、神学問答の草そう稿こうなど書けはしない。諦あきらめてペンを置いて、腕うでまくりをした。

「えへへ」

　手に取った石せつ鹼けんは、さすがというべきか香草で香かおりのつけられた豪ごう華かなもの。泡あわ立だててからミューリの髪かみを洗ってやると、くすぐったそうに身をよじり、狼オオカミの尻しつ尾ぽがぱちゃぱちゃ湯を搔かき回していた。
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　ミューリから片時も離はなれようとしない子犬は、湯が怖こわいのか盥たらいから少し離はなれたところで腹ばいになっている。

「あ、そうそう。大聖堂に怪あやしい人が出入りしてないか、鶏にわとりに監かん視しさせてたけど」

「え？」

　驚おどろいて聞き返すと、お湯で少し火ほ照てった肩かた越ごしに、ミューリが振ふり向むいた。

「兄様、私が本当にずっと遊んでたと思ってるの？」

　沈ちん黙もくが答えだ。

　ミューリは尻しつ尾ぽで湯を撥はねさせ、こちらの足が濡ぬれた。

「お祭り中も、怪あやしい人がいないか探してたけど特にいなかった。悪い王子様が人をよこしてるなら、人ごみの中でも多分それとわかるだろうし」

　小こ娘むすめの生なま兵びよう法ほう、というにはミューリは実際の狩かりでも優ゆう秀しゆうすぎる。

　そのミューリがシャロンの助けも借りたうえで言うのだから、信用できるだろう。

「兄様がとちったりしなければ、きっとうまくいくと思う」

「ほかの演目ならば台詞せりふを覚えられなくても、神学問答ならば大だい丈じよう夫ぶです」

　むしろ夢中になりすぎないかがやや不安だ。

「そういえばおうちでも、髭ひげのおじいさんたちとずっとお話ししてたね」

「あなたはそれを無む駄だ話ばなしと呼んでいましたが、役に立ったでしょう？」

　髪かみの毛けの泡あわを流してやると、ミューリは狼オオカミの耳を伏ふせ、人の耳には指を突つっ込こんでいた。

　聞こえない、という意思表示も兼かねていたことだろう。

　何度か髪かみの毛けに湯をかけてやってから、少し骨の目立つ背中をぴしゃりと叩たたく。

「はい、残りは自分で洗いなさい」

「えー」

「私は手紙の続きを書きませんと。湯が冷めないうちに早く洗うんですよ」

　木窓を開けてあったので、湿しつ気けも幾いく分ぶん逃にげていた。これなら手紙を書けるだろう。

　不平を言いながらぱちゃぱちゃとやり出した水音を聞きながら、手紙の続きを進めていく。

　そんなところに、ミューリが言った。

「ねえ兄様、騎き士しさんたちだけどね」

　顔を上げて振ふり向むくと、ミューリは子犬にお湯のしぶきをかけて意地悪していた。

「みんな楽しそうにしてたよ。早くあの子も戻もどってきたらいいのに」

　救きゆう援えんの手紙を持たされ、ブロンデル修道院に走っていたローズ。

　確かにローズにも街の人々からの熱ねつ狂きよう的な歓かん迎げいを味わって欲ほしかった。

「全員笑って終えられたらいいね」

　子犬に向かってミューリは牙きばを剝むく。

　石せつ鹼けんの香かおりに鼻をくすぐられながら、そうですね、と答えたのだった。
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　大聖堂内に聖歌の歌声が響ひびき、乳にゆう香こうの甘あまい香かおりが漂ただよってくる。

　教会の扉とびらを開けられず、長いこと礼拝を行えなくて鬱うつ屈くつしているのは、なにも街の人々だけではない。近きん隣りんからやって来た司教や聖職者たちは、大聖堂内の空気を吸うと、まるで一年ぶりに湯に浸つかりにきたニョッヒラの湯治客たちのような顔を見せていた。

　そんな彼かれらを大司教のヤギネが特別な礼拝堂に迎むかえ入いれ、互たがいの無事を確かめ合う。聖職者たちはウィントシャーの姿にも大いに感激し、強く抱ほう擁ようを交かわしていた。王国内の教会で息をひそめる彼かれらも、立場的にはウィントシャーたちと似たようなものだからだろう。

　そんな光景を遠目に、自分たちは大聖堂と懇こん意いにしている商家の人間のような顔をして、廊ろう下かで待機していた。高位の聖職者たちが、長なが衣ぎぬの裾すそをさらさらと言わせながら礼拝堂の床ゆかに膝ひざをつく姿が扉とびらの隙すき間まから見える。ヤギネが聖典を手に取り、ちらりと隙すき間ま越ごしに視線をこちらに向けた。遅おくれてウィントシャーが廊ろう下かに出てきて、ヤギネの祈いのりの文句と共に、若い司祭が扉とびらをそっと閉める。

　老騎き士しは閉じられた扉とびらを振ふり向むきながら、言った。

「彼かれらにとって、ここは信しん仰こうの砂さ漠ばくにある泉のようだな」

　少し前まで、ラウズボーンもまた僧そう服ふくを着た聖職者が歩けるような雰ふん囲い気きではなかった。

　実際に自分はそれで港に入るなり、徴ちよう税ぜい人にん組合に引っ立てられたのだ。

「そなたから言って、王国の教会にもっと門戸を開かせることはできないのだろうか」

「私も過去に同じことを思いました、とお答えすることをお許しください。しかし教皇様がそれをどのように捉とらえられるかと考えると……」

　そう伝えると、ウィントシャーは喉のどの奥おくでうなる。

　一方で、自分はこの話をハイランドとした時に、なにか案を思いつきかけていたことを思い出す。なんだったろうか、と頭の中を探さぐっていると、ウィントシャーが言った。

「王国からの攻こう撃げきと取られるし、かといって聖職者たちが自発的に扉とびらを開ければ、教皇様からの聖務停止命令に背そむくことになる……か。そなたが聖堂の扉とびらをふたつ開けたくらいが、限度なのかもしれないな」

　老騎き士しはため息をつき、頭を振ふった。

「いや、無む駄だ話ばなしはやめよう。貴重な時間だ」

「ハイランド様が別室でお待ちです」

　そう言って歩き出すと、護衛たちが先に進んで、一室の扉とびらを開ける。

「ウィントシャー殿どの」

「お待たせした」

　ハイランドとウィントシャーは握あく手しゆを交かわし、円えん卓たくに着く。

「早さつ速そくですが、こちらで提案の骨子を整えてみました」

　ハイランドが目で合図すると、控ひかえていた別の護衛が、書類をウィントシャーの前に置く。

「基本的には、貴き殿でんら騎き士しとコル殿どのの公開問答によって民衆の耳じ目もくを集めてから、ヤギネ殿どのが仲ちゆう裁さい役に立っての討議という流れになるかと思います。仰ぎよう々ぎようしくするため、市政参事会からも都市貴族を呼ぶ予定です」

　ハイランドが円えん卓たくに置いた書類を眺ながめ、ウィントシャーは尋たずねる。

「彼かれらの参加も頼たのめまいか？」

　指は壁かべの向こう側を指している。礼拝に来た近きん隣りんの聖職者のことだろう。

「我々騎き士したちの味方を増やしたい……というわけではない。彼かれらも孤こ立りつ無む援えんで息を潜ひそめる身。せめて戦いくさに参加できたのだという慰なぐさめを分わけ与あたえたい」

　自分たちの進退がかかっている中で、常に周りに気を配る。

　ハイランドは感じ入ったようにうなずいていた。

「参加者が多ければそれだけ威い厳げんも高まるでしょう。コル殿どの、平気か？」

　その問いは、やや悪いた戯ずらっぽく。

「大だい丈じよう夫ぶです。神学問答は、声の大きいほうが勝つというものではありませんから」

　ハイランドのみならず、ウィントシャーも目を大きくしていた。

　そして、困ったように笑う。

「貴き殿でんが我々の味方であったのなら」

　味方です、と言おうとして、やめた。真の意味で味方にはなれないし、彼かれらをここまで追おい詰つめてしまった遠因に自分がいる。

　自分の沈ちん黙もくが目立たないうちに、ハイランドが口を挟はさんでくれた。

「公開問答についてですが、街の人々にもわかりやすい題材にできたらと思っています」

「拝見した。神から授さずかり、天使が持つ剣けんと天てん秤びんの話とは、良いものを見つけられた。商人たちの多いこの街にもぴったりだろう。我らの剣けんによる正義の存在と、神の信しん仰こうの前に中立であることを訴うつたえやすい」

　王国の敵でもなく、味方でもなく、ただ信しん仰こうの守り手として。

「そなたはどのように攻せめるつもりか？」

　聖典の解かい釈しやくについての、愉ゆ快かいな討論会ではない。

　自分はハイランドの下もとに馳はせ参さんじ、教会と戦う改革の旗手という役やく柄がらだ。

「王国はそもそも、教会の定める十分の一税を不服としています。なぜならそれは異教徒との戦いくさのために集められた臨時の税だったからです」

　そこまで言えば、ウィントシャーには理解できたようだ。

「我々はまさにその税で維い持じされる剣けんにほかならない、か。痛いところだ」

　騎き士したちは戦力であり、戦いの象しよう徴ちようである。戦いくさが終わってしまえば、必要とされなくなる道具に過ぎない。教皇がウィントシャーたちを見捨てるような冷たさを見せているのも、事実異教徒との戦いくさが終わってしまったからだろう。

「街の人々は、相反する気持ちに囚とらわれるでしょう。街の酒場でも意見が戦わされ、言葉は良くないですが、盛り上がりを見せるはずです」

　騎き士したちを応おう援えんしたい素す直なおな気持ちと、理り不ふ尽じんな税を要求する教会への苛いら立だち。

　ウィントシャーはミューリとは違ちがう、年経た人間特有の銀ぎん髪ぱつを撫なでた。

「ふふ。よほど気合を入れないと、我々は負けてしまいそうだ」

　そんなことはない、とは言えなかった。おこがましいかもしれないが、勝つ自信があった。

　なぜなら正義はこちらに、世の大きな流れがこちらにあるからだ。

　そして、それはひどく残ざん酷こくなことなのだと思った。

　ウィントシャーの前に立ち、彼ひ我がの年ねん齢れい差は三十以上、四十近いだろうかと見積もる。おそらく目の前で苦笑いしているウィントシャーは、若い頃ころには本物の異教徒との戦いくさに従事した経験を持つはずで、命がけで教会の信しん仰こうを守ってきた本物の騎き士しなのだ。

　自分のように、書物の上だけで信しん仰こうを磨みがいてきたのではない。多くの仲間を失い、語られない悲劇もたくさん見てきたことだろう。そうして彼かれらは異教徒との戦いくさを勝かち抜ぬいてきた。

　やがて趨すう勢せいが決し、異教徒が追おい払はらわれた。自分が子供の頃ころでさえ、異教徒との戦いくさは形けい骸がい化した催もよおしものになり、北の大だい遠えん征せいなどと呼ばれた年中行事になっていた。そしてそれでさえ十年前に終わり、世界は平和になった。

　異教徒の脅きよう威いが現実のものだった頃ころ、ウィントシャーはこんな場面を想像しただろうか。異教徒を打ち負かし、世界に平和が訪おとずれたのならば、誰だれよりも騎き士したちこそがその誉ほまれを一身に浴びていると思っていなかったか。

　まさか自分たちが必要とされなくなるなどと、想像もしなかったに違ちがいない。

「しかし、戦いくさは不利なほうが面おも白しろいものだ。部下の結束も高まるだろう」

　ウィントシャーは、なにか諦あきらめたような、さっぱりした様子でそう言った。

　エーブはこの老騎き士しを評して、自分たちの立場に一いつ切さいの希望を抱いだいていない、と言った。

　我々の結束、と言わなかったのもそのせいだろう。ウィントシャーは敵におもねった反逆者であり、もはや自身を聖クルザ騎き士し団だんの一員であるとは考えていないのだ。

「薄はく明めいの枢すう機き卿きよう殿どの」

　ウィントシャーがこちらを見た。足がすくむような、澄すんだ目だった。

「ぜひ手加減なしで、挑いどんでもらいたい。我らはその分だけ抵てい抗こうし、自身の立場を主張できる。部下たちは足元が砂のように頼りないと感じている。空は曇くもり、方角もわからなくなっている。だが、敵がいれば、立ち向かう先さえわかれば、彼かれらは団結できる。この嵐あらしの中、絆きずなを維い持じできる」

　それが欺ぎ瞞まんに満ちたものであっても、ばらばらになるよりはまし。

「久しぶりに戦えることを、心から感謝する」

　屈くつ託たくのない笑え顔がおが、目に痛かった。

　決行は、明後日あさつてということに決まった。

　王からの反対がなければ、とのことだが、まずそれはないだろうとハイランドは言っていた。

「しかし、明後日あさつてか」

　最後の別わかれ際ぎわ、ウィントシャーがふとそんなことを言った。

「不都合が？」

　ハイランドの問いに、ウィントシャーは慌あわててかぶりを振ふった。

「いや、実は王国に来るにあたって、受け入れ先を求めて使いを走らせていた。ここの大聖堂が受け入れてくれるとは限らなかったのでな。そのうちの一人がまだ戻もどってきていないのだ」

「それは……心配ですね。急ぎ人をよこして、探させましょう」

「いやそれは」

　ウィントシャーが言いかけたところに、顔を見合わせていたミューリが言った。

「ローズって子のこと？」

　ウィントシャーは驚おどろいてミューリを見た。

「ブロンデル修道院に行く途と中ちゆうに見かけたよ。ふらふらになって泥どろ道みちに頭から突つっ込こんでたけど、無事にたどり着いてた」

　泥どろ道みちのくだりでウィントシャーは目を手で覆おおっていたが、どこか愛のある嘆なげき方だった。

「騎き士したる者が情けない……しかし、前向きに倒たおれるというのはあいつらしい」

　ウィントシャーは言って、笑いながらため息をつく。

「私が恥はじ入いるくらい騎き士し道どうを重んじる見習いでな。戦いの際に我わが陣じんにいてくれたら、さぞ心強かったと思うのだが」

　そう語る様子は、孫の話をする祖父のようだ。自分と騎き士し団だんとの論争は、間ま違ちがいなくラウズボーンの年代記に残る大おお騒さわぎになる。しかも騎き士したちが再び表おもて舞ぶ台たいに出るきっかけになるはずなのだから、そこにローズが参加できないのはかわいそうだと思ったのだろう。

「早馬は出しておきましょう。間に合うかはわかりませんが」

「いや、う、む……こんなことで手を煩わずらわせるのは、全く面めん目ぼくないが……」

「とんでもない」

　ハイランドはむしろ、ウィントシャーの優やさしさに心打たれているようだった。

　騎き士したちは入団の際に騎き士し修道会に入会し、互たがいのために死力を尽つくすという誓せい約やくを交かわす。

　その絆きずなは家族にも喩たとえられ、決して誇こ張ちようではないのだと実感できた。

　彼かれらがこの先もずっとその関係を維い持じできるため、頑がん張ばらねばならないと思い直す。

　ただ、そこにウィントシャーの姿があるかどうかと考えた時、自分の胸に黒い蛇へびが現れるのを感じてしまう。心の臓の周りを這はい回まわり、嚙かみついては胸を痛ませる蛇へびだ。それでも覚かく悟ごを決めた騎き士しの決意を無む駄だにしてはならないと、しっかり二本の足で立つ。

　その後、ウィントシャーは他の騎き士したちと合流するために部屋を後にし、自分たちはヤギネを交えて当日の流れをいくらか確かく認にんし、大聖堂を後にした。

　ラウズボーンの街は今日も賑にぎやかで、平和だった。

「兄様」

　屋や敷しきに向かって歩いていると、ミューリに袖そでを引かれた。

「美お味いしいものでも食べて帰る？」

　それがいつもの買い食いのおねだり、というわけではないのはすぐにわかった。

　きっと、そんな顔をしていたのだろう。

「なにが食べたいですか？」

「え、私が決めていいの？」

　ミューリが美お味いしそうに食べていたら、それが一番美お味いしく感じられる。

　そう思ったものの、慌あわてて付け加えた。

「油で揚あげた魚の骨以外で」

「えー、あれ美お味いしかったのにな」

　あれは見ているだけで胸やけがしてくる。

　ミューリは結局、目玉焼きと塩しお漬づけ肉をパンに挟はさんだ、至し極ごくまっとうなものを選んでくれた。

　ただしパンはラウズボーンで最も腕うでの良いパン職人が作ったものらしく、殺さつ到とうする客にもみくちゃにされ、買うには骨が折れた。

　とはいえその価値は確かにあって、パンは柔やわらかく、塩が強めに利きいていて美お味いしかった。

「兄様は、本当に優やさしいね」

　忙せわしなく人が行きかう港の、隅すみっこに置かれていた木箱に座すわってパンをかじっていたら、ミューリがそう言った。

「そんなことで、この先戦たたかい抜ぬけるの？」

　がつがつとパンを食べるミューリは、責めるようにそんなことを言ってくる。一昨日にウィントシャーからの提案を聞いた帰り道では、むしろミューリのほうが意気消しよう沈ちんしていたのに、おかしなものだ。

　そのことを指し摘てきすると、大昔のおねしょを指し摘てきされたような顔をして、牙きばを見せた。

「ましな選せん択たく肢しがそれしかないとわかったんだもの。くよくよしたってしょうがないじゃない。第一、戦いで一番良くないのはね」

　ミューリはがぶりとパンを嚙かみ、右側の頰ほおをリスみたいに膨ふくらませる。

「迷うこと。剣けんに迷いを持たせるなってね。それは敵に付け入る隙すきを与あたえるだけではない。そのためらいが、敵に無用の傷を負わせるのだって」

　切り捨てるならば、一息の下もとに。

「あなたの思い切りの良さは、怖こわいくらいですけど」

　すると、灰に銀粉を混ぜたような毛並みを持つ狼オオカミの娘むすめは、あでやかに笑ってみせた。

「あの偉えらい騎き士しさんは、最後に好き放題言いたがってる感じがあったからさ、兄様も好き放題言ったらいいんだよ」

　歯に挟はさまった肉の筋を、行ぎよう儀ぎ悪く指で取りながら、ミューリはそんなことを言った。

「顔真っ赤にして、口から泡あわを飛ばして怒ど鳴なり合ったりね。すっごい盛り上がると思う」

　ミューリは肩かたをすくめて笑い、木箱の上で胡坐あぐらをかく。

　そうしていると完全に、小生意気な商会の小こ僧ぞうだ。

「でも、それくらいでいいと思う。静かな戦場なんて、戦場らしくないでしょ？」

　ウィントシャーの、おそらくは最後になる戦場だ。可能な限り賑にぎやかに、欺ぎ瞞まんのことなど思い出しもしないくらいに。そんな場面を想像して、口が笑ってしまうのは緊きん張ちようと哀あい愁しゆうの笑えみだ。

　観衆の中、声を張り上げるだけでも緊きん張ちようするだろうし、その時目の前にいるのは本物の歴戦の騎き士しであり、さらにその後ろにはずらりと屈くつ強きような騎き士したちが控ひかえている。

　伝統と歴史、そして強きよう烈れつな自負を持った信しん仰こう集団、聖クルザ騎き士し団だん。

　そこに自分が対たい峙じするなど、まさに山中で熊くまの群れに出会った木こりのようなもの。

　けれど、恐きよう怖ふに駆かられる必要はない。落ち着いて視線を巡めぐらせればいい。

　自分の隣となりにはきっと、どんな時でも信しん頼らいできる、銀色の狼オオカミがいるのだから。

「紋もん章しようが」

「ん？」

　また思考に没ぼつ頭とうしていた隙すきを見て、こちらのパンからこっそり塩しお漬づけ肉を抜ぬき取とろうとしていたミューリが、視線を上げた。

「紋もん章しようが間に合ってたら良かったですね」

「……」

　塩しお漬づけ肉を抜ぬいたら目玉焼きもずるりと落ちかけ、ミューリは口で受け止める。そんな変な姿勢のまま、目をぱちぱちさせた。

「二人の紋もん章しようの晴れ舞ぶ台たいとして、悪くなかったと思います」

　ちゅるりと目玉焼きを飲のみ込こんだミューリは、指についた黄身と塩しお漬づけ肉の脂あぶらを舐なめてから、楽しそうに笑う。

「兄様は、私よりよっぽど夢見がちじゃない」

　その指し摘てきに、小さく笑う。

　ミューリが側にいれば、どんな敵とも渡わたり合あえると信じられる。その二人の繫つながりを示す紋もん章しようなのだから、お披ひ露ろ目めだってそれに相応ふさわしいものであるべきだと思う。

　人に見えるようには飾かざらずに、揃そろいの紋もん章しようをどこかに身に着ける様を想像する。

　笑ってしまうくらい、冒ぼう険けん譚たんの一場面だ。

　その瞬しゆん間かん、ふと、そんな自分とミューリの関係を言い表す言葉が形になりかけた。ただ、それは摑つかもうとすると逃にげてしまう雪のように、手の中からするりと抜ぬけ落おちてしまう。

　必死に追いかけようとして、思わず現実に手が伸のびてしまう。

「兄様？」

　不思議そうに尋たずねてくるミューリに、諦あきらめたようにため息をついた。

「すみません、なにか今、あなたとの関係性を言い表す言葉が出かけていて……」

「お嫁よめさん」

「違ちがいます」

　そんなやり取りをしていたら、出かけたなにかを完全に見失ってしまう。

「ああ、もう、完全にわからなくなってしまいました」

　ミューリは木箱から降りると、楽しげに言った。

「別になんでもいいよ」

　ミューリは腰こしに手を当て、海を見やる。

「あの老騎き士し様は、騎き士し団だんをやめたって、きっと騎き士しだもの」

　風が吹ふいて、ミューリの銀色の髪かみが揺ゆれる。

「あの男の子が、見習いだけど誰だれよりも騎き士しっぽかったみたいにね」

　ミューリは優やさしく、強かった。年下の、妹として世話をしてきた女の子にやり込こめられるなどみっともない、と思っていたのは最初だけ。

　凜りんとした立ち姿を見せるミューリに、「あなたも」と言いかけて、口がそのまま固まった。

　一度失なくした答えが、あっけなく見つかった。

　自分とミューリの関係性。

　あまりにもぴったりな、その一言。

「どしたの？」

　怪け訝げんそうに振ふり向むくミューリに、ゆっくりと固まっていた口が閉じる。

　そうして、笑えみの形になる。

「いえ、なんでもありません」

「ええ？　噓うそ、絶対なにか隠かくしてる顔だけど！」

　この話が落ち着いたら言おう、と思った。

　きっと喜んでくれるはずだから。

「もー、兄様！」

　そんなミューリをいなしながら、明後日あさつての準備のために屋や敷しきに戻もどろうと歩き出す。ミューリはしばらくこちらの腕うでを叩たたいたり引っ張ったりしていたが、やがて諦あきらめたのか、むくれながら手を握にぎってきた。

　完かん璧ぺきを求めることはできないが、可能な限りの理想を追いかける。

　明後日あさつての討論は手加減してはならない。

　そんなふうに気持ちを改め、歩いていた時のことだった。

「？」

　ミューリがふと足を止めて、振ふり向むいていた。

「どうしました？」

　立ち止まると、いつのまにか一頭の野の良ら犬いぬが、ミューリのことを見上げていた。

　それから頭ず突つきをするように、ミューリの脇わき腹ばらに鼻先をぐりぐり押しつける。

「ちょっと、もう、くすぐったいよ、なあに？」

「ワフ」

　野の良ら犬いぬは小さく吠ほえると、すたすた歩き出して、立ち止まってこちらを振ふり向むいた。

「ついてこいって感じですね」

　ミューリは肩かたをすくめ、犬に向かって歩き出す。すると野の良ら犬いぬも再び歩を進め、大きな道から路地に入り、しばらく歩いて路地を抜ぬけて、また大きな道に出る。

　ミューリはこちらを見て、首を傾かしげてから犬を追いかける。

　犬は大きな商会脇わきの路地に入ると、その奥おくに向かって吠ほえてみせた。

「骨とか隠かくしてるだけだったら、尻しつ尾ぽの毛を丸まる刈がりにしちゃうからね」

　ミューリはそんなことを言って、木箱の積み上げられた脇わきを抜ぬけ、路地の奥おくに進む。

　その足がぴたりと止まったのは、驚おどろきからだとわかった。

「……こんなところで、なにしてるの？」

　そこにいるのは、泣き腫はらした顔で座すわり込こんでいる、ローズなのだった。

　野の良ら犬いぬはミューリの腰こし帯おびに縫ぬいつけられた、騎き士し団だんの紋もん章しようとローズの匂においが一いつ緒しよだと気がついて、ミューリをここに連れてきたのだろう。褒ほめて欲ほしそうにミューリを見上げ、頭を撫なでられると尻しつ尾ぽを振ふっていた。

　とはいえ困こん惑わくするミューリと顔を見合わせていたら、背後から人の声がした。

「なんだお前ら。その小こ僧ぞうの知り合いか？」

　堅かたそうな髭ひげをもさもさに生やした、でっぷり肥えた商人風の男で、正直人相は良くない。

　けれど手には木皿に載せられたパンと、湯気を立てている手て拭ぬぐいがあった。

「ちょいと通してくれ」

「あ、はい」

　脇わきに避よけ、男を通すと、やはり手にしていた物はローズのためのものだった。パンをローズの足元に置いて、手て拭ぬぐいを顔に乱暴に押おし当あてていた。

「まったく、男がそんな簡単に泣くんじゃないって言ってるだろ」

　乱暴に顔を拭ふいてから、パンを無理やり握にぎらせていた。

「えっと……その子は、一体？」

　男は難なん儀ぎそうに立ち上がり、ため息をついた。

「羊毛の買いつけに向かったら、その先で出くわしてなあ。今しがた戻もどってきたばかりなんだが、めそめそ辛しん気き臭くさいから商会に置いとけないだろ。売れる物も売れなくなる」

「それって、ブロンデル修道院？」

　ミューリの言葉に商人は驚おどろき、すぐに肩かたをすくめていた。こちらも商人風の格好なので、同じ羊毛買いつけで入いれ違ちがいだった、とでも思ったのかもしれない。

「なんだか知らんが警備の兵に文字どおりつまみ出されていた。聞いたらラウズボーンに帰りたいと言うから、荷台に乗せて連れてきたんだが……道中泣きっぱなしで、まったく要領を得ん。あんたら知り合いなら、連れて帰ってくれないか」

　実に面めん倒どうくさそうに言う割に、数日かけてここまで連れてきて、食事と顔を拭ふく熱い手拭ぬぐいまで用意してくれていた。人は見かけによらないのだ。

　男がやれやれと店のほうに男が戻もどろうとした時、ローズが急に立ち上がった。

「あ、りがとうございました！」

　男は肩かた越ごしに振ふり向むき、鼻を鳴らしてそのまま行ってしまう。ローズはせっかく拭ふいた顔にまた涙なみだをこぼし、パンを握にぎり潰つぶしているほうの手で顔を拭ぬぐった。

「えーっと……どうしたの？」

　ミューリが尋たずねると、ローズはようやくそこにミューリがいると気がついたらしくて、驚おどろきに目を見開いている。

　そして、またぼろぼろと泣き出してしまう。

「騎き士し団だんが……」

「え？」

「騎き士し団だんが、なくなってしまうと……」

　大泣きするローズをなだめるのに、しばし時間がかかることとなった。

　修道院で丁てい重ちようにもてなされたのは、初日だけだった、と口火を切った。あの裏切り者たちめ、と唸うなりながら、ローズは握にぎり潰つぶしてしまったパンを食べていた。

「その後は物もの腰ごしこそ丁てい寧ねいですが、入れ代わり立ち代わり、尋じん問もんのようなことをされたのです。騎き士し団だんのことを事細かに尋たずねられ……島での食事内容さえ聞かれました」

　貧ひん窮きゆう状じよう況きようを確かめたのだろうが、ローズが彼かれらに怒おこる理由は、ほかにありそうだ。

「裏切り者って？」

　ミューリが尋たずねると、ローズは目元を袖そでで拭ぬぐってから言った。

「僕ぼくは……助けてくれるのだと思い、団の窮きゆう状じようを訴うつたえました。なのに、あいつらは散々話を聞いた後、こう言ったのです」

　──それで、騎き士し団だんと薄はく明めいの枢すう機き卿きようは仲間なのか？

「そんな馬ば鹿かなことが！」

　ローズは吐はき出だすように言って、ミューリの隣となりで寝ねそべっていた野の良ら犬いぬが驚おどろいて起き上がる。

　ただ、驚おどろいたのはこちらも同じだ。

「薄はく明めいの枢すう機き卿きよう……と言ったのですか？」

「はい。私は訳が分かりませんでした。何度言っても聞く耳を持ってもらえず、それどころか……あいつらは密書を隠かくしていないかと言って、服まではぎ取りました。一体なんだというのでしょうか！」

　ミューリがこっそりこちらに視線を向けてくる。

　ハイランドに手紙を書いてもらったのは失敗だった、とは言わないまでも、ローズからは間を置いて修道院に行くべきだったかもしれない。ハスキンズが警けい戒かいしたように、ハイランドの手紙を持った人物の来訪を、当然修道院の修道士たちも警けい戒かいする。自分たちのことを薄はく明めいの枢すう機き卿きようその人だとは思わずとも、それに連なる人物が修道院の腐ふ敗はいを調査しにきたのでは、と思うことは自然な発想だ。

　ローズが初日には丁てい重ちようにもてなされた、というのも辻つじ褄つまが合う。聖クルザ騎き士し団だんの使いが来たので厚こう遇ぐうしていたら、間を置かずにハイランドの手紙を持った者が現れる。偶ぐう然ぜん、というには意味深すぎる。なにかしらの関係を疑うのが普ふ通つうだし、きっとローズは自分たちに助けられた話もあけすけにしたはずだから尚なお更さらだ。

「あいつらは散々無礼な尋じん問もんをした後に、救きゆう援えんの手紙を突つき返かえしてきました。私たちが王国の手先ではないと証明できるなら、再度話を聞こうと。私は、私は……恥はずかしながら、怒いかりに駆かられ、飛とび掛かかりました。すぐに兵士がなだれ込こんできて、取とり押おさえられました。そして、あの裏切り者の修道士たちは、蔑さげすむように言ったのです。私たちは……ウィンフィール分隊は遠からず解体される、もはや用済みの集団だと」

　それから犬か猫ねこのように修道院の外に放り出されたところ、さっきの商人がやって来たのだという。もしかしたら羊毛受うけ渡わたしの際、ハスキンズがなにか一言口くち添ぞえしてくれたのかもしれないが、とにかくも商人に拾われ、ローズはここに戻もどってこられた。

　だが、道中頭から離はなれなかったのは、修道士から言われた、団がなくなるという言葉だったのだ。

「悔くやしいですが……そんな話は、皆みながわかっていたのです……」

　クルザ島から王国まで、ずいぶん長い道のりになる。道中いくつもの港に寄り、たくさんの商人や町の人間と会話をしてきただろう。行く先々で歓かん迎げいはされたろうが、漏もれ伝わる話も多かったはず。

　なにより、鍛たん錬れんしても倒たおす敵がもういないことは、彼かれら自じ身しんがよく知っていたはずだ。

「運営が厳しかったのは、私たちの分隊だけじゃないんです」

　ローズはぽつりと言った。

「クルザ島全体が、苦しかったのです。どこの分隊も、故国からの寄付は減らされていました。教皇様からの手当てさえ、減っていました。戦いくさが見み込こめないのですから、当然です」

　ローズは涙なみだも枯かれ果てた、とばかりに地面を見つめていた。

「頭数が減れば、少なくとも教皇様からの御手当の分け前は増える。きっと、そんなぐらいの考えだったのだと思います。私たちを陰いんに陽ように責め立てる者たちとの不和が絶えず、とても信しん仰こうの島とは言えませんでした。私たちはこのままここで腐くさるよりかはと、島を後にしたのです」

　王国からの寄付が途と絶だえていたので、やり返すだけの気き丈じようさを保てなかった、ということもあるかもしれない。

「道中は様々な人に良くしてもらい、島を出てからのほうがよほど騎き士しらしく振ふる舞まえました」

　ローズはその時のことを思い出すのか、ようやく少し笑った。

「ですが、寄港先の歓かん待たいを後にして海に出ると、毎回強い不安に襲おそわれました。広い海の上を揺蕩たゆたっていると、まるで自分たちの心の中に浮うかんでいるようでした。私たちはどうなるのかと、皆みなが自問していました。王は歓かん迎げいしてくれるとも思えません。実家に帰っても、両親の顔さえ覚えていない者がほとんどです」

　ローズは生まれた土地の季節感すらわかっていなかった。

「私たちは船の上で、腹が立つくらい青い、どこまでも広がる空の下で、思いました。頼たよれるのは、ここにいる者たちだけなのだと」

　──私たちの家族は、彼かれらなのだと。

　薄うす着ぎの軽装で、雪解けのぬかるみが残る道を行き、瀕ひん死しになりながらも必死に前に進もうとしていたのは、仲間のためだ。そんなローズを送り出したウィントシャーは、帰りが遅おそいことを心配し、明後日あさつての大おお騒さわぎに参加できないかもしれないことを気にかけていた。

　彼かれらは信しん仰こうで繫つながる以上に、もっと強い絆きずなで繫つながっていた。

　騎き士し修道会のみならず、教会では同どう胞ほうをこう呼ぶ習わしがある。

　兄弟、姉し妹まいよ。

　そんなことを語るローズを前に、ミューリが目を見開いて固まっていた。息すらも忘れているようだった。賢かしこい娘むすめだから、気がついたのだ。それはミューリと二人だけが使える紋もん章しようの話。どんな続ぞく柄がらならばしっくりくるだろうかという話だ。

　妹や恋こい人びとではなく、教え子や弟で子しでもない。しかし互たがいに命を懸かけ合うに足る絆きずなの強さであって、しかも、兄様だ。

　さてそんな不思議な関係を言い表す言葉があるのだろうかという難問だが、あったのだ。しかもずっと目の前に転がっていた。自分の側に立ち、いつも周囲を警けい戒かいし、時には心を許し、時には力強く手を引いて、道を切り開いてくれる心強い存在。

　騎き士し。

　銀色の甲かつ冑ちゆうのごとき毛皮に身を包んだ、気高くも美しい狼オオカミの娘むすめに、それ以上相応ふさわしい呼こ称しようがあるだろうか。

　だが、ようやく息を吸って、こちらに向かって抱だき着つこうとしたミューリを止めたのは、ローズの前だからではない。ミューリとの関係を騎き士しという単語に託たくすのならば、目の前にいる少年を見捨てることなどできないからだ。

　ローズのような見習い騎き士しでさえ分隊の存続を危あやぶみ、半ば諦あきらめているような苦境の中、ウィントシャーは部下を率い、ラウズボーンまでやって来た。そして街の状じよう況きようをつぶさに調べ、知ち恵えを働かせ、自分たちの存続に繫つながるかすかな可能性を見み出いだした。

　敵である薄はく明めいの枢すう機き卿きようを梃て子こにして、分隊の存在を再び表おもて舞ぶ台たいに引っ張り上げようという作戦だった。恨うらみつらみと合わせ、第二王子の陣じん営えいと手を組むという安易な発想もあったはず。むしろそちらのほうがよほどすかっとしただろう。

　だがウィントシャーが選んだのは、騎き士したちが騎き士しでいられるための方策だった。道どう化けになり、騎き士し道どうにもとるような、敵へのおもねりをするのは自分だけだと割り切って。

　自分はウィントシャーの案を、まだしもましだから、という理由で選せん択たくした。ウィントシャー自身もそうだろう。エーブが感心するくらい冷れい徹てつに、そう判断したのだ。

　だが、それは最良ではない。皆みなが笑って終えられる選せん択たく肢しではない。ここで賢さかしらにローズを慰なぐさめ、何食わぬ顔で明後日あさつてに再会し、真しん剣けんな顔をして問答を繰くり広ひろげることもできる。

　でもそんな欺ぎ瞞まんに手を貸した後で、ミューリに私の騎き士しになって欲ほしいと言うのだろうか。世界で一人ぼっちだと泣いていた少女のために用意する、特別な意味を持った紋もん章しように、そんな欺ぎ瞞まんを持もち込こんで良いのだろうか。

　ハイランドならば違ちがうと言うだろうし、自分もまたそう思う。

　理想を信じてニョッヒラから外に出た。ローズを助けられなければ、自分たちの旅はここで終わるとさえ感じた。ミューリと共に旅をしない選せん択たく肢しはなく、二人の紋もん章しようだけがその道を照らすのであれば、信じなければならない。道はあるはずだと。

　なにより、自分には騎き士したちが無用の道具などとはとても思えなかった。異教徒こそ姿を消してしまったかもしれないが、信しん仰こうを汚けがすような者たちまでがいなくなったわけではないし、信しん仰こうが揺ゆらぐような場面で、彼かれらの存在によって信しん仰こうを取とり戻もどすことだってあり得るだろう。

　大聖堂でウィントシャーと抱ほう擁ようしていた聖職者たちを思い出せばいい。騎き士したちは彼かれらの弱った心を支える立派な柱となっていた。

　この少年を打ちのめしたブロンデル修道院のように、自己の利益しか考えず、信しん仰こうのことなど後回しにしている聖職者たちのなんと多いことか。彼かれらは正しい信しん仰こうを忘れ、黄金を崇すう拝はいする、まさに異教徒ではないか。

　それこそ、信しん仰こうの守護者たる騎き士したちが、戦うべきほどの──。

「戦う、べき、ほどの？」

　そんな言葉を口の中で呟つぶやいて、目を見開いた。

「あっ！」

　その瞬しゆん間かん、頭の中で大聖堂の鐘かねが鳴り、がちりと鍵かぎ穴あなに鍵かぎが嵌はまる感覚があった。ハイランドやウィントシャーと話していた時にちらついていたことが、突とつ如じよ形を伴ともなった。

　敵はいる。

　騎き士したちにしか戦えない敵が、ごまんといるではないか！

「兄、様？」

　心配そうに顔を覗のぞき込こむミューリを見てから、ローズを見た。

　騎き士し見習いの少年も、ミューリに負けず劣おとらず戸と惑まどっていた。

「カール・ローズと言いましたよね」

　その名を呼ぶと、ローズが怯ひるみがちにうなずいた。

「私の名は、トート・コル」

「え？　に、兄様!?」

　驚おどろくミューリをよそに、言った。

「またの名を、薄はく明めいの枢すう機き卿きようと言います」

　なんの冗じよう談だんかと、ローズが笑った。それからこちらの目に気がつき、笑えみを消した。

　薄はく明めいの枢すう機き卿きようの人相風ふう体ていの噂うわさくらいは、どこかで聞いていたのだろう。

　ミューリと見比べた瞬しゆん間かん、ローズの短く刈かられた金きん髪ぱつが逆立ったように見えた。

　泥どろ道みちに頭から突つっ込こんだという話に、ウィントシャーはあいつらしいと笑っていた。

　ローズは騎き士しに相応ふさわしい。誰だれよりも強い騎き士しなのだ。

「お前のせいで──」

　怒いかりに燃え、顔に血の気が戻もどったところに、言った。

「あなたに騎き士し団だんを救って欲ほしいのです」

　信しん仰こうに裏打ちされた強ごう情じようさなら、思おもい込こみの激しい少年にだって負けはしない。

　ミューリが割って入ろうとしたくらい身を乗り出していたローズを、正面から見つめて動きを止める。仮に殴なぐられたって、目を逸そらさない自信があった。

「あなたに救って欲ほしいのです。私の立場では難しい。ですが、あなたならできる」

「な、なにを、だって、お前は」

　泣きそうなのは、助けてくれた相手がもっとも恨うらんでいた敵だったから。

　あるいは、騎き士したちを救うなんていう言葉に、理性よりも先に感情が反応してしまったから。

「そう、私は薄はく明めいの枢すう機き卿きようです。教会改革の旗手などと呼ばれている者です。しかしあなたも騎き士しの端はしくれならば、聞いたことがあるのでは？」

「な、なにを、だ……？」

　怒おこればいいのか泣けばいいのかわからないような、混乱した顔でも気き丈じように問い返す。

　強い少年ローズに、こう言った。

「ウィンフィール王国ができる前、騎き士したちがこの島の蛮ばん族ぞくと戦い、信しん仰こうを取とり戻もどした話です」

「……」

　困こん惑わくの勝った顔に、言った。

「この国から悪あしき信しん仰こうを追おい払はらうのに、私よりも相応ふさわしいのはあなたたちです。そのあなたたちに、失われた騎き士し団だんの役目を果たしてもらいたいのです」

「……そんなこと」

「できます」

　断言し、立ち上がる。

　裏びれた路地でうずくまり、泣いていた少年が眼下に見える。

　その少年に、手を差し出した。

「立ってください、聖なる騎き士しよ。あなたたちが悪を滅ほろぼし、王国と信しん仰こうを救うのです！」

　ローズは戸と惑まどったままこちらの手を見つめている。

　そして、ミューリがローズの手を摑つかみ、言った。

「騎き士しはね、泣かないんだよ」

　ローズは肩かたをそびやかし、力任せに目を袖そでで擦こする。

　意地っ張りで、愚ぐ直ちよくで、何度だって立ち上がる諦あきらめの悪さ。

　騎き士しの要素を全て兼かね備そなえた少年は、こちらの手を挑いどむように摑つかみ、立ち上がった。

「我わが騎き士し団だんは、敵になどおもねらない」

　ウィントシャーの顔が目に浮うかぶ。

「だが、騎き士しは敵にも寛かん大だいな心を持たなければならない」

　騎き士し道どう信条がここまで似合う少年などそうそういない。

　ウィントシャーが赤面するほどのローズに、ミューリは嬉うれしそうに笑っている。

「話を聞かせてもらおう、薄はく明めいの枢すう機き卿きよう」

　教会の紋もん章しようの前で、交差した剣けん。

　それはまさに、この少年を表していると思った。

　騎き士したちが活かつ躍やくする道はある。倒たおすべき敵はもう何年間も、そこにいたのだから。

　これまで誰だれもその敵に手出しできなかったのにはもちろん理由があって、その理由を踏ふみ越こえるには、誰だれもがたじろぐほどの正論が必要だった。そして正論を盾たてにすることにおいて、聖クルザ騎き士し団だんほど相応ふさわしい役者はいない。

　自分がその案をローズに伝えれば、ローズはヒキガエルが聖典の章句を暗唱したのを見たかのような顔をしていた。

　それと同時に、なぜその案を自分で思いつけなかったのかと悔くやしがっていた。

　常識やしがらみは、いつだって人の目を曇くもらせる。正論ではそう言えるかもしれないが、と人が嫌いやそうに口にする時、まさにその正論を振ふりかざすのには勇気もいる。

　だが、ローズはその案について、まさに今の我々にこそ相応ふさわしい、と言った。

　立場が曖あい昧まいで、誰だれからも味方と見られず、錨いかりのない船のように揺蕩たゆたっているからこそ、できることがある。やらねばならないことがある、と言った。

「その案を、私が分隊長にお伝えすればいいのか？」

　はやるローズだが、ここはいくらかでも歳としを重ねている自分が落ち着くべきところだ。

　大きなことをなすには根回しが必要だし、計画の妥だ当とう性もいったん確かめるべき。

　そこで、正論の名の下もとに人々を黙だまらせるような意地の悪いことについて、特に一家言あるだろう人物に話を聞くべく、自分たちはハイランドの屋や敷しきへと向かった。

「……お前の兄は、時々、すごくお前の父親に似ている」

「ええ？　兄様と父様はあんまり似てない気がするけど」

「ぼんやりしているように見えるのに、実は誰だれよりも広く物事を見ていやがる。しかも、こうと決めたら絶対に曲がろうとしない。羊そっくりだ」

　エーブとミューリがハイランドの屋や敷しきの一室で、角突つき合あわせてそんなことを話している。

　部屋にはローズもいて、じれたように二人に向けて言った。

「それで、どうなのだ。私はその案になにか問題があるようには思えないのだが」

　正義をなしたくて仕方がない、とばかりのローズに、エーブはややからかうようにふんと鼻を鳴らした。

「お前ら騎き士しは牛だな。前しか見ていない」

　ローズが鼻白んで言い返そうとしたところに、割って入る。

「私は、エーブさんから聞いた葡ぶ萄どうの話に着想を得ました。エーブさんでしたら、この手の話が得意かと」

　自分の思いついた計画は、嫌いやみなほどの正論を武器にしたものだ。あまりにまっとうすぎるせいで、逆に性格が悪いとも言える。そういうことにかけて、エーブの右に出る者はいない。

　するとエーブは、ため息交じりに言った。

「あの話は、大きな力を持つ連中が、小さい連中を駒こまにして相手を取引の場に引きずり出す話だ。お前の持ってきた話は、小さな連中が、大きな力を持つ連中の鼻はな面づらを引きずって連れ回す話だ。意地の悪さでお前に負けるとは思わなかったよ」

　エーブはわざとらしく肩かたをすくめる。

「儲もうけもふいになっちゃうしね」

　ミューリの言葉に、エーブはこちらを半目に睨にらむ。

「まったくだ。ヤギネの奴やつへの根回しが無む駄だになってしまう。久しぶりに濡ぬれ手てで粟あわだと思ったというのに」

「もう十分すぎるほど儲もうけたでしょう」

「はっ」

　エーブは笑い飛ばし、ローズを見やった。

「お前、騎き士し見習いだったな」

「い、かにも」

　やや気け圧おされたようだが、ローズは背筋を伸のばしたまま受け答える。

　そんなローズに、エーブはにやりと歯を見せる。

「お前たちを虚こ仮けにした連中の尻しりを、思いきり蹴け飛とばしてやれ」

　その言葉の意味を、その場にいる全員が理解した。

　計画は、エーブから見ても機能する、ということだ。

「尻しりは蹴け飛とばさない。だが、帳ちよう尻じりは合わさせてもらう」

　エーブは片かた眉まゆを上げ、ミューリは笑い、自分は頼たのもしく思う。

「まったく、光あるところに闇やみもまたあり、とはよく言ったものだ。ハイランドはさぞ複雑な気分になるだろうさ」

「王様には私たちのこと、秘密にするんだよね？」

　この計画は、ウィンフィール国王と教皇、どちらにとっても苦虫を嚙かみ潰つぶすようなものになる。正義の名をほしいままにするのは、唯ゆい一いつウィントシャーたちだけ。

　そのために、思いついたのはあくまでローズということにする必要がある。自分がこの案を思いついたと王に知られたら、薄はく明めいの枢すう機き卿きようは王国の味方ではないのかと恨うらまれるだろう。

「良薬は口に苦いってのが相場だからな。たとえそれで病が治ったとしても、恨うらみは残る。お前らは裏方に徹てつするのが無難だな」

　エーブの言葉に、ローズが怪け訝げんそうな顔をしていた。

「私にはそこがわからない。この計画は、王国の病びよう巣そうを払はらい、教皇様にとっても名めい誉よな結果になるはずだ。なぜ悪いことのように話す？　正義しかないのではないか？」

　ローズが真正面からそう尋たずねるが、まだ経験の足りない素す直なおな子供、というわけではない。

　ローズはこう思っているのだ。

　正しいことをするのだから正しいはず。それをどうこう思う王や教皇のほうが間ま違ちがっているのだと。

「お前たちみたいな、正義ってやつに向かって進むだけの牛は、私にとって天敵だ」

　エーブはそう言って、立ち上がる。

「さっさと行ってくれ。私は金勘かん定じように忙いそがしいのでね」

　部屋から出ていくエーブに従う傘かさ持ちの娘むすめは、にこりと微ほほ笑えんで部屋から出ていった。

　ローズは返事をはぐらかされたことに不服そうだったが、ミューリになだめられると、渋しぶ々しぶといった感じで矛ほこを収めていた。

　それに、ローズにとってはこの計画が妥だ当とうそうかどうかなどは、そもそも埒らち外がいなのだ。

　やらない以外の選せん択たく肢しが最初からなく、エーブから反対意見が出なかったことのほうが重要なのだ。

「これで憂うれいは晴れたのか？」

　一刻も早く計画をウィントシャーに伝えたくて仕方がない、といった様子のローズに答える。

「はい。あとは少しの根回しと、あなたの協力が必要です」

「分隊のためならばなんだって協力する。言ってくれ」

　自分のことを羊と評するエーブは、ローズたちを牛と言った。

　まさにそんな感じだとおかしく思える一方、頼たのもしくもある。

「では、大聖堂に向かった後は、こうしてください──」

　ローズは何度も確かく認にんしてから、承知した、と言った。

　そして、ハイランドの屋や敷しきを出たところで、不意に居住まいを正してこちらを見た。

「お前……いや、あなたは教皇様の敵かもしれないが、信しん仰こうの敵ではないのかもしれない」

　なんと答えるべきかわからない。

　しかし、言葉は必要ないとも思った。

　微ほほ笑えみ返すと、ローズは目礼して踵きびすを返かえす。

　外がい套とうを翻ひるがえし、作戦のため一足先に大聖堂に駆かけていくローズを見送り、ミューリが小さく笑っていた。

「暑苦しいくらい、騎き士し様だね」

　ローズには褒ほめ言葉だろう。

「惚ほれましたか？」

　こちらから言ってやると、ミューリはこちらの腰こしを叩たたきつつ、「ちょっと考えるかも」などと言っていた。

　それから自分たちも大聖堂に向かい、通用門のほうに回った。ハイランドに緊きん急きゆうの用だと言って、中に通してもらう。冷たい石いし壁かべに囲まれた廊ろう下かを歩く段になって、何度か深呼吸をする。

「あの金きん髪ぱつは怒おこらないと思うよ」

　ミューリがこちらの緊きん張ちように気がつき、そんなことを言う。

　自分の計画は、ウィントシャーの提案を実現させるためにあれこれ動いていたハイランドの働きを、すべて無に帰すものだ。それどころか、ハイランドは後々、王から𠮟しつ責せきを受ける可能性が十分にあった。

　うまく騎き士したちを制せい御ぎよしていれば、もっと王国に有利な形で話を進められたのでは、と間ま違ちがいなく王は考える。ハイランドはみすみすその好機を逃のがしてしまった、というわけだ。

　ハイランドはもちろん、すぐにそんな未来に気づくだろう。

「まあ、怒おこったら怒おこったで、一いつ緒しよに謝あやまってあげる」

　まるで悪いた戯ずらの話をしているようなミューリに、ついに笑ってしまう。

　なにせ神は熊くまではないのかと言い出すくらいのミューリなのだから、このくらいのことはすべて悪いた戯ずらの範はん疇ちゆうなのだ。

「大だい丈じよう夫ぶです。ハイランド様はそんなことで怒おこるような方ではありません」

　ハイランドの肩かたを持つと、ミューリがたちまち不ふ機き嫌げんそうになる。

　そこに、こう続けた。

「なにせ、ウィントシャー様たちが実に騎き士しらしい働きを見せてくれるはずなのです。誰だれだって怒いかりを忘れてしまう、素す晴ばらしいことでしょう？」

　ミューリは階段で足を踏ふみ外はずしたような顔をして、悔くやしそうに笑う。

「そうだね。そのとおりだよ」

　ミューリはそう言って、ウィントシャーたちが立派に活かつ躍やくするところを想像したのかもしれない。ほっとしたような、安あん堵どに負けるようなため息の後、鼻をぐずらせていた。

　そんな様子に小さく笑うと、脇わき腹ばらをつねられた。

　そうこうしながらハイランドのいる部屋に向かい、何事かと面食らっているところにあらましを告げる。まさに王からの返信を手にしていたハイランドは、手紙を取り落としていた。

「……馬ば鹿かな」

　出てきた呟つぶやきはそんなもので、ハイランドは自身の頭を叩たたくように、額に手を当てた。

「馬ば鹿かな……ああ、なぜ、なぜその可能性に……」

　頭を抱かかえるハイランドに、ミューリはなぜか誇ほこらしげだ。

「……こんな皮肉な話があるとは、私は、一体なにを見ていたんだ？」

　テーブルに両手をついたハイランドは、それから数すう舜しゆん口こうをつぐむ。

　立場のある身として、様々なことを考えたのだろう。

「王の家臣として、私はこの計画を本当ならば王国に有利に進める義務がある」

　そして、顔を上げたハイランドの第一声が、それだった。

　その道が確かにある。恐おそろしく有利に、教皇の鼻を明かす絶ぜつ妙みような一いち撃げきとして、顔を青ざめさせることもできる。

　だが、それではウィントシャーたちの立場が曖あい昧まいなままになってしまう。

　この計画は、ウィントシャーたちが聖クルザ騎き士し団だんの分隊の中で再び確固たる地位を得るための、唯ゆい一いつにして、おそらくは最後のものなのだ。

「しかし、私は王の家臣である前に、神の僕しもべである」

　ハイランドは言って、椅い子すを蹴け倒たおすように立ち上がるや、大おお股またに歩み寄ってくる。

　それから、こちらの手を強く両手で握にぎってきた。

「王からの苦情は私が甘あまんじて受けよう。私はウィントシャーのような素す晴ばらしい人物が、裏切り者のそしりを受けるのを見たくない」

「では、よろしいですか」

「もちろんだとも！」

　ハイランドは、言った。

「聖クルザ騎き士し団だんが王国に乗のり込こんできた。そして、腐くさった教会の門を叩たたき、彼かれらを悔くい改あらためさせるとは、素す晴ばらしい話ではないか！」

　自分の思いついた計画とは、それだった。

　王国と教会は対立しているが、王国内にも当然教会組織がたくさんある。

　その中にはブロンデル修道院のように、王国そのものよりも歴史が古く、また莫ばく大だいな富を蓄たくわえている者たちがいる。本来ならばその不正を暴き、白日の下もとに晒さらすべきなのだが、そうすれば教皇側は組織を守るために立ち上がらざるを得なくなる。

　そのために王国が手をこまねいている中、第二王子は徴ちよう税ぜい権の払はらい下さげという手段を使い、遠回しに教会の財産を狙ねらってきた。そしてそれもまた当然王国と教会の間に確かく執しつを生み、あわや戦いくさということになった。

　そこで、聖クルザ騎き士し団だんなのだ。

　本来ならば聖クルザ騎き士し団だんは教皇の懐ふところ刀がたなであり、その部隊が王国に乗のり込こむというのは、すわ戦いくさかということになる。だがやって来たのはウィンフィール出身の騎き士したちであり、彼かれらは騎き士し団だん内部で居場所を失なくしてやって来たようだった。とはいえ騎き士したちは王国の軍門にあるわけではなく、敵なのか味方なのか、依い然ぜんとしてわからない。

　自分は、まさにそこを利用できると考えた。

　王にとっても教皇にとっても敵か味方か判別のつかない存在が、王国内にある教会という、これもまた微び妙みような立場の腐ふ敗はいを暴あばく、というその構図。

　敵か味方か判然としない騎き士したちは、一体誰だれのためにそんなことをしているのだ？　と権力者が問う。どちらに対しても答えに詰つまりそうなのに、どちらも黙だまらせる答えがひとつだけある。

　信しん仰こうのために！

　ウィンフィール国王も教皇も、そこにだけは文句をつけられない。

「教皇としては痛しかゆしだろう。教会の不正を騎き士したちが正していけば、人々は間ま違ちがいなくそれを褒ほめたたえるし、騎き士したちを遣つかわした教皇様はやはり正しいのだということになる。だが、教皇は騎き士したちを冷れい遇ぐうしていた負い目があるし、これで王国の教会が門戸を開けてしまえば、信しん仰こうの兵ひよう糧ろう攻ぜめである聖務停止はなし崩くずしになってしまう」

　ハイランドは楽しそうに言って、同時にため息もつく。

「王もまた、寝ねすぎた後の頭痛のように感じるだろう。足元の教会の不正を暴き、その門戸を開いてくれるのは大いに結構だが、騎き士し団だんの人気につられて教皇の人気も上がるのは面おも白しろくない。しかも王国にある教会の不正は、本来は自分たちの手で正すべきはずのものだったとくれば、いい面の皮ということになる」

　どちらの陣じん営えいにとっても、良いことと悪いことがある。

　しかも、ウィントシャーたちはそもそも敵か味方か判然としなかった。

　だから国王と教皇のどちらにしても、ウィントシャーたちの勝手な行動を諫いさめるべきか、支し援えんすべきかわからず、静観するほかないのだ。ウィントシャーたちが味方であれば支し援えんすべきだが、敵であれば支し援えんすると取り返しのつかないことになりかねない。

　ウィントシャーたちは自分たちの曖あい昧まいな立場に苦しめられた。

　ならばその曖あい昧まいさを利用して、主人たちを振ふり回まわすことだって許されるだろう。

「かくして騎き士したちは神の代理人として、王国の教会から不正を追い出してくれる。王国の人々は再び教会に赴おもむき、神の慈じ悲ひに与あずかることができる。王にとっては、教会に強気に出る理由がひとつできることになる」

　ハイランドは、騎き士したちのもたらす効果を指折り数えていく。

「一方の騎き士しは、正しい信しん仰こうの担にない手てとして名声を高めることになる。教皇は業績を評価せざるを得まい。なにせ敵てき陣じんに単身乗のり込こみ、教会の名を高め、民衆の称しよう賛さんをほしいままにしてきたのだからね！」

　ハイランドはそう言って、話の結末を摑つかむように握にぎりこぶしを作る。大きな深呼吸を挟はさむのは、とてつもない皮肉を含ふくむこの計画の、心ここ地ち良い苦みを味わっているのだろう。

「まったく」

　と、ハイランドは大きな息を吐はきつつ言った。

「神でも思いつくまい、こんな意地悪な計画は」

　呆あきれたような笑えみは、称しよう賛さんでもある。

　ただ、この計画がうまくいくとしたら、それは騎き士したちの生き様があるからなのだ。

「ウィントシャー様たちならば、真に信しん仰こうに従って、正しいことをなすとみんなが信じられる。その信しん頼らいがなければ成立しない計画です」

　悪気はない。だから責められない。

　正しいことは正しいのだと正面から言えるのは、高潔な騎き士しだけなのだから。

「ただ、不安な点があるとすれば……」

　ハイランドは上気させていた表情をやや曇くもらせ、言った。

「この話を託たくしたその騎き士し見習いの少年は、信用できるだろうか」

　この計画は名と実を絶ぜつ妙みような塩あん梅ばいで釣つり合あわせるものだ。

　悪意を含ふくませれば、容易に好きな方向に動かすこともできる。

　ローズが薄はく明めいの枢すう機き卿きようを陥おとしいれ、あくまで王国を叩たたき潰つぶすために頭を働かせれば、王国に害を与あたえる形で、まさに教皇のためだけにこの計画を実行することもできる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　それに答えたのはミューリだ。

「その根こん拠きよは？」

　ハイランドの問いに、ミューリは肩かたをすくめた。

「だって、あの男の子、私に惚ほれてるもの」

　世界でも数少ない、嫌いやな説得力を持った言葉だった。

「私はローズ少年も信じていますが、ウィントシャー様のことも信じています」

　ローズからこの計画を聞いたウィントシャーは、薄はく明めいの枢すう機き卿きようの入いれ知ぢ恵えを勘かん繰ぐるだろうか。

　ローズと自分たちが道を交えたことは知っているし、ローズがいきなりこんな計画を思いつくのはどう考えても不自然だ。

　しかし、自分は心配しない。

「ウィントシャー様は、騎き士しの中の騎き士しです」

　正しいことを、ただ正しい形で行うのみ。

「ああ、そうだ。そうだな。そこを疑ってはならない」

　ハイランドと視線を交かわし、うなずき合う。

　この世には信用できるものが存在する。

　そのことを確かめるように。

「はーい、じゃあ、決まりね、決まり」

　そこにミューリが割わり込こみ、こちらの胸を押おして、ハイランドと距きよ離りを開けさせた。

「計画は実行するってあの男の子に知らせてくるけど、いい？」

　ローズは大聖堂の片かた隅すみで、こちらの合図を待っている。

　その合図を受けたら、仲間の下もとに走ることになっている。

「あの男の子ではなく、名前はローズです」

「あの男の子でちょうどいいよ。泣き虫だもん」

　ミューリは冷たく肩かたをすくめている。

　ハイランドと苦く笑しようし合うと、ミューリはこちらの手を引いて部屋から出ようとして、ふとハイランドを振ふり向むいた。

「あ、そうだ」

「ん？」

　きょとんとするハイランドに、ミューリは言った。

「兄様と話してね、紋もん章しようを使うための続ぞく柄がらってやつ、決まったから」

「おお！」

　顔を輝かがやかせたハイランドに、ミューリは勝かち誇ほこったように言った。

「私は兄様の騎き士しって書いておいて」

「……」

　その時のハイランドの顔は、魔ま女じよのくしゃみでさえ不可能なほど、絶ぜつ妙みような一いつ瞬しゆんを捉とらえたまま固まっていた。そんなハイランドをよそにミューリは扉とびらを開け、こちらの背中を押おして廊ろう下かに出してから、顔だけ部屋の中に入れて言う。

「それと、私たちの紋もん章しよう、あなたも使っていいよ。特別にね！」

　そして、扉とびらを閉じる。ハイランドがどんな顔をしていたのかは想像するしかないが、ミューリの頭を叩たたいておくことは忘れない。

「紋もん章しようが私たちだけのものになるのは、ハイランド様が特権を下か賜ししてくれるからなんですよ？　わかってるんですか？」

「痛いったーい……なあ、もう！　わかってるよ！」

「本当にわかってるんですか？　まったく……」

　そんなやり取りをしながら、身しん廊ろうが見み渡わたせる隠かくし廊ろう下かに戻もどる。

　ミューリは早さつ速そく格こう子し状の窓に張りつき、人でごった返す身しん廊ろうを見下ろした。

「いますか？」

「うーん、あ、いた」

　ミューリはいったん格こう子し窓から顔を離はなし、おもむろに上着をめくると、腰こし帯おびを手に取った。

「んっ……あ、あれ、取れないっ……！」

　合図に使うのはローズからもらった紋もん章しようなのだが、ずいぶんしっかり腰こし帯おびに縫ぬいつけてしまったらしい。ミューリは諦あきらめて、腰こし帯おびごと外していた。

「兄様、下押おさえててね」

「え？　ち、ちょっと」

　慌あわてるこちらをよそに、ミューリは解いた腰こし帯おびを手に巻いて、格こう子し窓から突つき出だした。

　ローズはそれにすぐ気がつくだろう。

　行いき倒だおれていたところを助けてくれた少女に送った、再会の誓ちかいなのだから。

「……壁かべの後ろで、私がこんな間ま抜ぬけなことをしているとは思わないでしょうね……」

　ずり落ちるズボンを押おさえるこちらのことなど気にもせず、ミューリは手をぶんぶんと振ふり回まわしている。

　さあ走れ、と牛を追い立てるかのように。

「あ、気づいたみたい」

　ミューリはそんなことを言って、ようやく手を引ひっ込こめた。

「ふふん。張りきっちゃって」

　お姉さんぶった物言いは、胸の前で両りよう腕うでを組みながらだ。

　そんなことをしていないで、自分のズボンを押おさえて欲ほしいと思う。

「大だい丈じよう夫ぶそうですか？」

　こちらからは見えないので、そう尋たずねた。

　ミューリは格こう子し窓から差さし込こむ明かりに目を細め、答える。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。強い男の子だもん」

　苦く笑しようするしかないし、ローズは明日の我わが身みかもしれない。

「兄様、知ってる？」

　ミューリがこちらを振ふり向むき、満面の笑え顔がおを見せた。

「騎き士しってね、かっこいいんだよ」

「わかってますよ」

　ミューリのズボンを片手で押おさえたまま、もう片方の手でミューリから腰こし帯おびを受け取った。

　そしてミューリの細い腰こしに腕うでを回し、腰こし帯おびを巻き直していく。

　最後に腰こしの脇わきで余った布を結んでやってから、されるがままのミューリの目を見た。

「あなたは私の騎き士しだそうですが」

　嫌いや味みを向けても、ミューリはくすぐったそうに笑って、こちらの首に両りよう腕うでを回してくる。

「はーい。忠誠を誓ちかいます」

　何年も前、泣きじゃくるミューリを抱だきしめたのとは逆の構図。

　大人になったようにも、ずる賢かしこくなっただけとも思えるが、なんにせよ成長した。

　そんなミューリにため息をつき、おざなりに抱だきしめ返す。

　ミューリはやや不満そうだったが、こう伝えるのを忘れない。

「騎き士しは早寝早起き、節制、勤勉が信条ですからね」

「えっ」

　自由奔ほん放ぽうなミューリに旗だけ渡わたしたら、大笑いしながら走り回ってどこかに行ってしまうかもしれない。きちんと手た綱づなを握にぎらなければ。

　ミューリはこちらの胸を押おし、体を離はなす。

「兄様の意地悪っ」

　牙きばを見せて唸うなるミューリに、言い返した。

「ならニョッヒラに帰りますか？」

　ミューリは赤い瞳ひとみを倍の大きさに見開いてから、すぐに半分に細めた。

「いーっ」

　歯を剝むいてからぷいとそっぽを向くミューリに、紋もん章しようはやはり、そっぽを向いた狼オオカミしかないなと笑いながら思う。

　そうこうしていたら、身しん廊ろうからこれまでとは違ちがうざわめきが聞こえてきた。

　ミューリと顔を並べて格こう子し窓を覗のぞき込こめば、ウィントシャーたち騎き士しが集まり、時に拳こぶしを振ふり上あげる者もいた。ウィントシャーの隣となりにはローズがいて、そのまだ細い肩かたにはウィントシャーの腕うでが載のせられていた。騎き士しの大事な一員として、円えん陣じんの中心にいた。

　ウィントシャーがなにかを説明するごとに、傍はた目めにも騎士たちの士気が上がり、なにかを決意するような意志が現れていくのが見て取れた。誰だれも彼かれもが口を引き結び、真しん剣けんな顔をしているのに、なぜか泣き出しそうな顔にも見えたのは、気のせいかどうか。

「騎き士しの絆きずなだってさ」

　ミューリがそう言って、こちらの服の袖そでを摑つかむ。

　直後に身しん廊ろうがどよめいたのは、騎き士したちがついに腰こしに提さげていた剣けんを抜ぬいたから。

　そして、その剣けん先さきを頭上で打ち合わせ、鬨ときの声こえを上げた。

　結束を新たにした騎き士したちを前に、ミューリの手に力がこもる。

　少しむくれたような顔なのは、騎き士したちの様子が羨うらやましいのだろう。

「私たちも負けていないのでは？」

　そう言ってやると、ミューリはこちらを見て、にっと笑う。

「もっちろん！」

　かすかに乳にゆう香こうの甘あまい香かおりが鼻をくすぐったように感じた直後、大聖堂の鐘かねが鳴なり響ひびく。

　進むべき道の地図を得た騎き士したちが、ウィントシャーの指示で動き出すその一いつ瞬しゆん、ローズがこちらを見上げたような気がした。

　その信しん仰こうに相応ふさわしい、神の祝福が得られますように。

　胸中で祈いのる頃ころには、ローズはウィントシャーと共に他の騎き士したちと熱心に言葉を交かわしていた。聖クルザ騎き士し団だんと薄はく明めいの枢すう機き卿きようは、このくらいの関係性がちょうど良い。

　自分はミューリの手を握にぎる。

　ミューリがしっかり握にぎり返してきたのを確かめて、その場を後にしたのだった。
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　ローズから計画のあらましを聞いたウィントシャーは、的確に行動した。

　ハイランドに申し出があり、提案の撤てつ回かいと、これからなにをするかの説明があったらしい。

　そこには自分たちの影かげがあるとわかっているようにも、わかっていないようにも感じた、とハイランドは言っていた。

　とにもかくにも、ウィントシャーたちは全身に戦いくさ用の甲かつ冑ちゆうを着き込こみ、春の日差しで輝かがやかせながら、大聖堂の前でこれからのことを宣言した。門戸を閉じ、自らの悪を正せない教会を叩たたき直なおしていくと。

　人々は教会に対して不満がありながら、人生に必要なものだとわかっている。だから王国の現状を変えてくれるであろう騎き士し団だんの発表を、大だい喝かつ采さいで迎むかえ入いれた。

　これでウィントシャーたちの存在感は猛もう烈れつに増し、教皇も態度を改めざるを得なくなる、めでたし、めでたし……なのだが、自分は暗い気持ちで、右みぎ膝ひざを貧びん乏ぼうゆすりさせていた。

「こんなこと、必要ないと思うのですが……」

「まだそんなこと言ってるの？　ほら、顔を上げて！」

　ミューリに言われ、首を上げると首周りに色付きの帯をかけられる。聖職者の位階を示すものだが、自分の場合は聖職禄ろくを持っているわけではないので、白いまま。けれど、それはある意味で教会制度への批判にもなる。

　それはそれでいいのだが、自分の置かれている状じよう況きようにはいまいち納なつ得とくがいかない。

　聖典の翻ほん訳やくをしていたところ、部屋に飛とび込こんできたミューリに無理やり引きずり出され、有う無むを言わさず馬車に押おし込こめられた。そこにはすでにハイランドもいて、降りるとも言えずに馬車は動き出す。

　いったいなんなのかと問いかけようとしたところ、ミューリから服を投なげ渡わたされた。

　ニョッヒラから着てきた聖職者風のいつもの服で、ここ最近は身に着けていなかったものだ。

「事前に相談したら断られそうだったからね、こんな方法で済まない」

　対面に座すわるハイランドが申し訳なさそうに言って、なんのためにこんなことをしているのか教えてくれた。その計画を言い出したのがどちらかはわからないが、責める気はない。

　効果のほどはわかるのだから。

　ただ、その様を想像するとどうしても気が重くなり、さっきから教会の紋もん章しようを両手で落ち着きなくもてあそぶ羽目になっているのだった。

「公開問答よりも気楽ではないか？　その、私が言うべきことではないかもしれないが、君は立っているだけでいいのだから」

　こちらのあまりの落おち込こみように、ハイランドが珍めずらしく言い訳がましく言う。

　首周りに帯を取りつけ終わったミューリは、今度は櫛くしを手にこちらの髪かみを梳すきにかかる。

　近づくと、ミューリからはいつもとは少し違ちがう、花のような甘あまい香かおりがした。そこでようやく気がついたのだが、ミューリの服装はニョッヒラから出てきた時のものでなければ、商人の小僧風でもなかった。

「……まさか、あなたも？」

　こちらの髪かみを梳すき、ひょろひょろした癖くせっ毛を一本見つけたのか、ぷちっと一本抜ぬいたミューリは肩かたをすくめた。

「当り前じゃない。私は兄様の騎き士しなんだから！」

　そう言い張るミューリは、まるで旅の修道女を思わせるローブ姿だ。

　しかし修道女と違ちがうのは、金糸の織おり込こまれた派手な腰こし帯おびを上から巻いていて、短たん剣けんの鞘さやを提さげていること。こんな自己主張の強い修道女、見たことがない。

「剣けんは用意できなかったから、鞘さやだけだけどね。兄様の騎き士しになるんだから、剣けんも準備しないとね。あー、どんな剣けんにしよっかな、んふふ」

「……」

　ミューリとの続ぞく柄がらを騎き士しとしたのは失敗だったかもしれない、と思っていたところ、ハイランドの視線に気がつく。

　申し訳なさそうに笑われたら、受け入れるしかない。

「私は立っているだけにとどめますよ。騎き士しの皆みなさんの中には、私を快く思わない人たちが依い然ぜんとしているはずですから」

　むしろ騎き士したちの起死回生の案は、ローズが思いついたことになっている。薄はく明めいの枢すう機き卿きようはなお教会の敵であり、騎き士したちの標的のままだろう。

　そんな中にハイランドが提案したのは、これから近きん隣りんの教会へと向けて出発する騎き士したちの見送りに参加するというものなのだった。

「それで構わない。人々の噂うわさになれば十分だ」

「薄はく明めいの枢すう機き卿きようが、不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵であるはずの騎き士したちを見送った……そう、信しん仰こうゆえに！」

　信しん仰こう心など欠片かけらも持ち合わせていないミューリが、そんなことを言いながら最後にこちらの髪かみを後ろできつく縛しばって、満足げなため息をつく。

「本当は卵らん白ぱくとかで髪かみの毛けを硬かためたかったんだけど」

「どうかな。私はこちらのほうが自然で良いと思う。優やさしさと凜りんとした雰ふん囲い気きがよく出ている」

「確かにそうかも。ほら、兄様、背筋伸のばして！」

　ミューリとハイランドからの品定めするような目を受け、背筋を伸のばす。

　体のいい玩がん具ぐにされているような気がしなくもない。

「さて、そろそろだが……すごい人出だな。市壁の外まで来て正解のようだ。街中では到とう底てい無理だったな」

　馬車はいつの間にか市壁を越こえていたが、それに気がつかなかったのは窓の外を行く人の多さのせいだ。誰だれも彼かれもが騎き士し団だんの見送りのために繰くり出だしていて、手製の騎き士し団だんの旗を掲かかげる者も少なくなかった。

「ああ、神よ我を救いたまえ……」

　滅めつ多たに口にすることのない祈いのりを捧ささげると、ミューリに手を取られる。

　そして、安心しろとばかりの、無む邪じや気きな笑え顔がお。

　苦難に寄より添そう騎き士しのつもりなのかもしれないが、自分には悪いた戯ずらがうまくいった時の会心の笑えみにしか見えない。

「あなたも余計なことをしたら、晩ご飯抜ぬきですからね」

　ミューリは余よ裕ゆうの笑えみのまま肩かたをすくめ、ハイランドが扉とびらを開けるのを手伝う。

　たちまち街かい道どうの騒さわぎがなだれ込こんできて、心臓がきゅっと縮まった。

「ほら」

　先に外に出たハイランドと、その後に続いたミューリが、春の日差しの下で、こちらに手を伸のばす。

　まったくなぜニョッヒラから連れてきてしまったのかと一いつ瞬しゆん後こう悔かいしつつも、その手を握にぎる。

　小さい手なのに、力強さは大人顔負けだった。

「来たぞ！」

　ハイランドも人々の興奮に駆かられてか、大きな声でそう言った。

　街のほうを見やれば、騎き士したちがまさにこちらに向かってくるところだった。

「聖クルザ騎き士し団だんに栄光あれ！　正しき信しん仰こうに祝福あれ！」

　道の両りよう脇わきに立つ人々が声こわ高だかに叫さけび、手にしていた花びらを道の上に撒まく。

　先頭を行くのは深しん紅くの旗を掲かかげた白馬にまたがる騎き士しが二人で、その後ろにも馬上にまたがる騎き士したちが数人。そこにウィントシャーの顔をすぐに見つけられたし、馬の後ろで歩く騎き士したちの中にローズの姿もあった。

「ふふ、すっごい得意げな顔してる。泣き虫なのになあ」

「あなたが言えたことではないでしょう」

　ミューリの頭を小こ突づいてから、馬車を駆かっていた御ぎよ者しやが用意してくれた踏ふみ台だいに足を乗せる。

　ミューリも隣となりの踏ふみ台だいに乗って、手ずから身だしなみを整えていた。

「どう、兄様、可か愛わいい？」

　小首を傾かしげて尋たずねてくる様子は、いつもとは違ちがうおしとやかな部類の服を着ていることもあって、確かに可か愛わいらしい。これで派手な腰こし帯おびと剣けんがなければ、と思うのだが、それではもうミューリではないかと思い直す。

「はいはい、可か愛わいいですよ」

　あしらうように言うとやや不満そうではあったが、結局嬉うれしそうに首をすくめていた。

　そうこうしていると人々の歓かん声せいがさらに高くなり、騎き士したちが近づいてくる。

　自分は御ぎよ者しやから大きな聖典を受け取り、右わきに抱かかえると、左手で教会の紋もん章しようを握にぎった。

　ミューリの指し摘てきを思い出し、いつもより胸を張って背筋を伸のばしてみた。

　最初は人々の奇き妙みようなざわめきだった。それがやがてひとつの塊かたまりとなり、波となり、こちらを指さす者たちが現れる。騎き士したちも人々の様子に気がついて、顔を上げる。

　ほどなく旗手の馬二頭が差さし掛かかり、一拍ぱく遅おくれてウィントシャーと目が合った。

　その目は驚おどろきに開かれた、かと思った瞬しゆん間かんに、優やさしげな眼差しに変わった。

　すべてお見通しだったのだと、それだけですぐにわかる。

　驚おどろいたのは、まさかこんなところでお見送りとは、ということだったのかもしれない。

　自分は左手の教会の紋もん章しようを高く掲かかげてから、腰こしを折って祈いのりの姿勢を取った。

　騎き士したちはそのまま自分たちの前を通り過ぎる。

　そう思った直後だった。

「おお！」

　と、歓かん声せいが上がる。

　なにかと思い、思わず顔を上げると、騎き士したちが揃そろって胸に手を当て、こちらを見ながら通り過ぎていくのだ。騎き士したちの敬礼であり、全員が自分に向けてそうしていた。

　つまり彼かれらは真相を知っている。ローズが口を割ったのか、ウィントシャーが話したのかはわからない。あるいは知らずとも、彼かれらの公平な信しん仰こう心が、見送りに来てくれた者に対する礼れい儀ぎだとして、そうさせたのかもしれない。

　なんであれ彼かれらの応答に胸むねの奥おくが熱くなる中、ローズも眼前を通り過ぎた。ローズの視線はミューリに向けられ、ミューリがこっそり手を振ふると顔を真っ赤にして、両りよう隣どなりの騎き士しに苦く笑しようされていた。
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　騎き士したちの行進はあっという間に自分たちの前を過ぎ、今度は彼かれらを追いかける人々がこぞってやって来て、握あく手しゆを求めたり服の裾すそに触さわったりして、大おお騒さわぎとなった。

　その人々もにわか雨が引くようにいなくなり、騎き士したちの大おお騒さわぎはもうずいぶん遠くになっていた。

　やれやれとため息をつくと、右手がふっと温かくなる。

「うまくいきそうだね」

　ミューリは遠くになった騎き士したちの影かげを見ながら、そう言った。

　右手を握にぎる手は、いつもよりも少し力がこもっている。

「王も心置きなく彼かれらを支し援えんできるだろう」

　ハイランドがそう言って、こちらを見た。

「さあ、戻もどろうか。黄金の羊し歯だ亭ていに席を取ってある。君たちの紋もん章しようのお祝いもしないとな」

「お肉！」

　ミューリが叫さけび、さっさと馬車の中に戻もどる。

　店に行く前に着き替かえさせたほうがいいのでは、と思いつつ自分も中に戻もどろうとして、もう一度騎き士したちを見る。

　空に掲かかげられた騎き士し団だんの紋もん章しようが、雄お々おしく風に揺ゆれている。

　神の御加護がありますように。

　胸中で祈いのってから、急せかすミューリの隣となりに座すわり、聖典を膝ひざの上に乗せて目を閉じた。

　冬が終わり、春が来て、これから素す晴ばらしい季節となる日の、一幕だった。


あとがき

　お久しぶりです。支はせ倉くら凍い砂すなです。なんだかんだあって、また一年ぶりになってしまいました。

　本当は去年末に出る予定だったのですが、全然執しつ筆ぴつが進まず、ずるずるとこんな時期に。結局半年近く書いていた気がします……。プロット上では完かん璧ぺきだったんですが、書き出してみると迷めい宮きゆうに迷まよい込こむいつものパターンでした。今回はなるべく深刻にならないように、と注意して、ミューリがひたすら可か愛わいい話にしたかったのですが、どうもすぐ世界が破は滅めつする方向に筆が向かいがちでした。ただ、苦労のかいあって、今までで一番ミューリが可か愛わいくなったのでは、と思います。すでに読まれた方、いかがでしたでしょうか？

　ただ、自分なりには満足いくものが書けたのでよかったのですが、パソコンのフォルダーには苦く闘とうの爪つめ痕あとが。大きく書き直すたびに分ぶん岐き前のファイルを残していたので、ファイル名が「狼おおかみと羊皮紙五巻四稿こう目コピーコピー（１）12月最新ｖｅｒコピー（３）コピー.docx」みたいなことに。辛つらい……。

　最終的に文庫で２００Ｐくらいまでいって、構成が駄だ目めざます！　となったのが、一か月以上伸のばしてもらった締しめ切きりの二週間前で、すでに刊行予定が発表されていて後あと戻もどりできない状じよう況きようでした。前の四巻も似たような状じよう況きようでしたが、今回は輪をかけてひどかったです。どうしようもないので、ゼロから書き直しました。『マグダラで眠ねむれ』の五巻だったか、その時も十日間前後でゼロから書き直していて、あれは若かったからできたのだよなあ、なんて最近思っていたのですが、まだできるみたいです。もうやりたくないというか、デビューして十年以上小説書いているのだから、一度くらい、プロットどおりに、粛しゆく々しゆくと筆を進めてみたいのですが……！　『狼おおかみと香こう辛しん料りよう』の短編のほうは比ひ較かく的てきスムーズに進むのですが、それでも完成原げん稿こうと同じから倍くらいの枚数を没ぼつにしています。短編なので単純に苦しむ時間が長編に比べて少ないだけで、一ページ当たりの苦しみは同じような気がしてきました……。

　刊行を一年お待たせしてしまうのも申し訳なく、次こそばしっと三か月で原げん稿こうあげたいと思います！　きっと！　多分！　よろしくお願いします！

　で、私生活のほうは特に代かわり映ばえもなく、と書きましたが、原げん稿こう上がったあたりから株式相場が大変なことになっていて、朝から朝まで相場に張り付いて、ダウ！　立つんだダウ！　って叫さけんだりしてます。すごく楽しい。今のところ、細かく稼かせいで積み上げて、大きく張って負けるという、線路上で餌えさをついばむ鶏にわとりみたいな展開が続いています。肥えたところで最後には轢れき殺さつ。今もまさに日経ダブルインバ信用買いで捕つかまっていますが……見たら下がってる！　救われるかも！　そんな感じで毎日暮らしております。また次巻でお会いしましょう。
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新しん説せつ 狼おおかみと香こう辛しん料りょう
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